
巻
頭
言
鬮
国
土
づ
く
り
の
理
念
と
道
路
整
備

橋
大
学
教
授

杉
山

武
彦

ー

ェ
ッ
セ
ィ
圓
未
来
か
ら
み
て
今
を
作
る

国
立
環
境
研
究
所

地
球
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

西
岡

秀
三

3

特

集
/
環
境
と
道
路
の
調
和

道
路
環
境
施
策
を
め
ぐ
っ
て
道
路
局
道
路
環
境
課
環
境
調
査
係

5

道
路
環
境
訴
訟
の
判
例
の
紹
介
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

打

外
か
ん
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
一課

卸

商
業
･
業
務
地
に
お
け
る
沿
道
環
境
と
歩
道
整
備
に
つ
い
て大

阪
市
建
設
局
土
木
部
交
通
安
全
施
設
課
長

原

富

一

郎

おに
こう
べ

一
般
国
道
雌
号

鬼
首
道
路
エ
コ
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
東
北
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
課

媛

開
か
れ
た
S
A

･
P
A

道
路
局
高
速
国
道
課

卿

表紙について :道路の附属物 (並木、 街灯、 里程標、 道路標識) をデザインしました。

日
本
高
速
通
信
株
式
会
社
の
全
国
エ
リ
ア
展
開
に
つ
い
て

日
本
高
速
通
信
株
式
会
社

56

圀
土
砂
災
害
防
止
月
間
土
砂
災
害
防
止
実
行
委
員
会

餌

シ
リ
ー
ズ
/
あ
の
道

こ
の
道

沖
縄

の
道
の
う

つ
り
か
わ
り

沖
縄
県
±
木
建
築
部
道
路
維
持
課

髄

｢住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
宮
崎
｣
へ
の
道
づ
く
り

--
･神
話
街
道
(
一
般
国
道
二
一
八
号
)
ー
･

宮
崎
県
土
木
部
道
路
保
全
課

即

圏
時

･
時

･
時
!

覆

…
本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お
一

-
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

-

一
が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

｢

…ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

-

一
時
の
も
の
で
す
。



　
　

謳

道
路
環
撹
施
策
を
ゆ
く
つ
て

　
　　

建
設
省
道
路
局
道
路
環
境
課
環
境
調
査
係

道行セ 95.6 5

一

環
境
問
題
の
背
景

1

我
が
国
の
環
境
問
題

我
が
国
で
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
、

結
果
と
し
て
見
る
と
環
境
へ
の
配
慮
が
十
分
で
は
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
環
境
汚
染
、
自
然
破
壊
が
生
じ
、
こ

れ
ら
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処

す
る
た
め
、
公
害
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

｢公
害
対

策
基
本
法
｣
が
制
定
さ
れ
、
ま
た
、
自
然
環
境
の
保
全
を

総
合
的
に
推
進
す
る

｢自
然
環
境
保
護
法
｣
が
制
定
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
と
技
術
開
発
等
が
相

ま
っ
て
、
昭
和
五
〇
年
代
半
ば
頃
ま
で
に
は
顕
著
な
成
果

を
あ
げ
る
と
と
も
に
自
然
環
境
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
も
、

相
当
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

そ
の
後
、
我
が
国
は
、
経
済
成
長
を
続
け
、
今
日
で
は

世
界
の
総
生
産
に
お
い
て
第
二
位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た

が
、
こ
の
間
、
物
質
的
に
も
豊
か
に
な
り
、
大
量
生
産
･

大
量
消
費
等
の
生
活
様
式
が
高
度
化
す
る
一
方
、
人
ロ
や

社
会
活
動
の
都
市
へ
の
集
中
が
よ
り
一
層
進
む
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
の
中
で
、
大
都
市
地
域
の
窒

素
酸
化
物
等
に
よ
る
大
気
汚
染
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
都
市
･

生
活
型
の
環
境
問
題
が
依
然
と
し
て
改
善
が
遅
れ
、
ま
た
、

経
済
規
模
の
拡
大
等
に
伴
っ
て
事
業
所
や
家
庭
な
ど
か
ら

出
さ
れ
る
不
用
物
の
排
出
量
の
増
大
は
、
環
境
へ
の
負
荷

を
高
め
て
い
る
。
加
え
て
、
都
市
へ
の
人
ロ
の
集
中
に
伴

い
、
都
市
部
に
お
い
て
身
近
な
自
然
が
減
少
す
る
反
面
、

人
と
環
境
へ
の
き
ず
な
を
強
く
求
め
る
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
き
て
い
る
。

2

世
界
の
環
境
問
題

一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
、
人
ロ
の
増
加
や
社
会
経
済
生
活
の
レ
ベ
ル
が
高
ま

る
中
で
、
先
進
国
に
お
け
る
資
源
の
大
量
消
費
、
不
用
物

の
大
量
排
出
や
、
発
展
途
上
地
域
に
お
け
る
人
ロ
の
増
大

と
貧
困
に
対
処
す
る
た
め
の
食
料
需
要
の
増
大
等
を
背
景

と
し
て
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や
地
球
温
暖
化
と
い
っ
た
地

球
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
環
境
問
題
、
酸
性
雨
な
ど
国
境

を
超
え
た
環
境
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

3

道
路
環
境
問
題

ま
た
、
道
路
環
境
問
題
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
二
次
大

戦
後
の
道
路
整
備
は
、
昭
和
二
九
年
に
始
ま
っ
た
道
路
整

備
五
箇
年
計
画
の
推
進
に
よ
り
我
が
国
の
経
済
発
展
に
大

き
く
貢
献
は
し
た
も
の
の
、
都
市
部
へ
の
人
口
の
集
中
や



モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、
騒
音
、

排
出
ガ
ス
等
の
道
路
環
境
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ

に
伴
い
、
昭
和
五
〇
年
代
頃
か
ら
は
道
路
環
境
問
題
を
め

ぐ
り
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

一
方
、
生
活
様
式
の
多
様
化
、
余
暇
志
向
等
を
背
景
と

し
た
生
活
の
高
度
化
に
よ
り
、
道
路
に
つ
い
て
も
、
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
｢
ゆ
と
り
｣
、
｢う
る
お
い
｣
と
い
っ

た
質
の
面
で
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
球

規
模
で
の
対
応
が
期
待
さ
れ
る
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点

か
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
交
通
体
系
を
目
指
し
、
二
酸

化
炭
素
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
抑
制
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
･0こ

の
よ
う
に
道
路
環
境
問
題
を
考
え
る
に
当
た
り
、
我

が
国
の
環
境
問
題
や
世
界
の
環
境
問
題
は
極
め
て
関
係
が

深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
本
稿
で
は
、
以
上
の
環
境
問
題
の
背
景
を
踏
ま

え
て
、
現
在
な
お
問
題
と
な
っ
て
い
る
道
路
環
境
の
現
状

(特
に
道
路
交
通
騒
音
、
排
出
ガ
ス
)
や
道
路
環
境
関
係

の
裁
判
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ほ
か
、
新
た
な
道
路
環
境
の

動
き
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
道
路
環
境
め
ぐ
る
新
た
な

動
き
や
道
路
環
境
施
策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

時間帯のすべてで 4時間帯のいずれかで 4時間帯の
達成 非達成 すべてで達成

継続測定地点における環境基準の達成状況
(平成元年から継続して測定している1,600地点における測定結果)

資料 :環境庁

自
治
体
が

｢当
該
地
域
の
騒
音
を
代
表
す
る
と
思
わ
れ
る

地
点
｣
又
は

｢騒
音
に
係
る
問
題
が
生
じ
や
す
い
地
点
｣

に
お
い
て
行
っ
た
環
境
庁
に
よ
る
道
路
交
通
騒
音
の
測
定

結
果
に
よ
る
と
、
全
国
四
、
六
〇
五
測
定
局
の
う
ち
、
環

境
基
準
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
地
点

(朝
、
昼
間
、
夕
及

び
夜
間
の
四
時
間
帯
す
べ
て
又
は
そ
の
い
ず
れ
か
で
の
非

達
成
)
は
、
全
国
で
三
、
九
八
八
地
点
に
及
ん
で
お
り
、

ま
た
上
記
の
測
定
点
の
う
ち
、
平
成
元
年
か
ら
平
成
五
年

ま
で
継
続
し
て
測
定
し
て
い
る
測
定
局
一
、
六
〇
〇
地
点

の
測
定
結
果
を
見
る
と
、
環
境
基
準
超
過
地
点
数
及
び
要

請
限
度
超
過
地
点
数
が
引
続
き
推
移
し
て
い
る

(図
1
･

2
)
0ま

た
、
建
設
省
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
平
成
二
年

度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
観
測
区
間
に
お
け
る
騒
音
規
制
区

域
内
又
は
用
途
地
域
通
過
延
長
約
四
六
、
四
〇
〇
虹
の
う

ち
、
夜
間
環
境
基
準
を
超
過
し
て
い
る
の
は
約
一
四
、
七

二

道
路
環
境
問
題
の
現
状
と
課
題

道
路
交
通
騒
音

平
成
五
年

(
一
月
か
ら
一
二
月
)
に
お
い
て
、
全
国
の

年　　

年

年

年

年

年

図

一元

2

3

4

5

2 継続測定地点における要請限度の超過状況
(平成元年から継続して測定している主600地点における測定結果)

資料 :環境庁

すべてで 4時間帯のいずれかで
を超過 要請限度を超過



0
0
如

(三
二
%
)、
要
請
限
度
を
超
過
し
て
い
る
の
は

約
三
、
五
〇
〇
虹

(八
%
)
と
な
っ
て
お
り

(表
1
)、

道
路
交
通
騒
音
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
改
善
を
要
す
る

状
況
で
あ
る
。

)

省

如

度

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　資料 :建設省

道路種別
は

長

又

延

城

過

区

通

制

城

現

地

音

途

騒

用

準

長

基

延

境

成

環

達 曖請長
要

延

ち

過

う

超

準

長

基

延

境

過

環

超
うち要請限度

超過延長

一般国道 16
,
000 眺篤篩 艦鱒ね 挑皿翔

都道府県道 30
,
400 胱獺 跳鯰郁 挑頒第
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局

神
局
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局
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癲
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似
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(

束
(

そ
(

二酸化窒素の状況 (日平均値の年間98%値)
環境庁資料より作成

れ
る
。

表 2 二酸化窒素の環境基準との対応状況

ふ
一元 り“ QU “畦 にU

臟 割合(% ) 繖 割合(%) 繖 割合(%) 鰍 割合(%) 繖 割合( %)

0
.
06p脚を超える 106 臨 112 瀉 121 翔 % 鸚 114 撚

0
.
04脚以上

0
.
06岬以下 蛆 ㈱ 戦 怨 155 “ 176 躍 165 刎

0
.
04即m未満 卸 19

.
6 50 贓 49 贓 “ 餓 “ 泓

合 計 307 100
･
0 314 ◎ 325 繊 郷 贓 346 ･資料 :環境庁

こ
の
原
因
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
講
じ
ら
れ
て
き
た

単
体
対
策
、
道
路
対
策
等
の
騒
音
低
減
施
策
の
効
果
が
上

回
る
交
通
量
の
増
加
と
、
大
型
車
の
増
加
、
又
は
夜
間
交

通
量
の
増
加
と
い
っ
た
質
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

こ
の
た
め
、
道
路
交
通
騒
音
の
解
消
に
は
、
自
動
車
構

造
の
改
善
に
よ
る
単
体
対
策
、
交
通
流
対
策
、
道
路
構
造

擶

対
策
、
沿
道
対
策
等
の
各
種
施
策
を
総
合
的
に
行
っ
て
い

ャ

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

行　

2

排
出
ガ
ス

自
動
車
交
通
の
集
中
や
そ
れ
の
伴
う
渋
滞
の
発
生
に
よ

り
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
等
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
見
る
と
、
環
境
庁

の
調
査

(平
成
五
年
度
環
境
庁
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
結

果
報
告
)
に
よ
れ
ば
平
成
五
年
度
の
環
境
基
準
の
達
成
状

況
は
全
国
で
は
六
七
%
で
あ
る
も
の
の
、
東
京
･
神
奈
川
･

大
阪
の
大
都
市
圏
で
は
達
成
状
況
は
二
八
%
に
す
ぎ
な
い

(図
3
)。

ま
た
、
二
酸
化
窒
素
の
環
境
基
準
と
の
対
応
状
況

(環

境
庁
報
告
)
に
つ
い
て
見
る
と
、
平
成
四
年
度
に
は
環
境

基
準
を
達
成
す
る
測
定
局
が
増
え
た
も
の
の
、
平
成
五
年

度
に
お
い
て
は
、
平
成
四
年
度
に
比
べ
て
若
干
減
少
し
て

お
り
、
こ
こ
数
年
横
這
い
状
態
に
あ
る

(表
2
)
。

こ
う
し
た
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
原
因
と
し
て
は
、

各
種
発
生
源
の
排
出
量
の
増
加
の
他
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
や

交
通
量
の
増
加
に
よ
り
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸

化
物
に
つ
い
て
総
体
と
し
て
減
少
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
大
都
市
圏
を
中
心
に
二
酸
化
窒
素
の
削
減



を
図
る
た
め
の
施
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

3

道
路
環
境
訴
訟

○

国
道
四
三
号
訴
訟

こ
の
よ
う
な
環
境
状
況
の
中
で
、
昭
和
五
一
年
に
は
、

一
般
国
道
四
三
号
及
び
阪
神
高
速
道
路
大
阪
西
宮
線

(兵

庫
県
内
)
･
神
戸
西
宮
線
の
沿
道
住
民
が
健
康
影
響
や
生

活
妨
害
を
受
け
た
と
し
て
、
道
路
管
理
者
に
対
し
、
騒
音
、

排
出
ガ
ス
等
の
差
し
止
め
と
損
害
賠
償
を
求
め
る
国
道
四

三
号
騒
音
排
出
ガ
ス
規
制
等
請
求
事
件
が
提
起
さ
れ
た
。

昭
和
六
一
年
七
月
に
は
神
戸
地
方
裁
判
所
で
判
決
が
、
平

成
二
年
四
月
に
は
大
阪
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

判
決
が
出
さ
れ
た
。

当
該
高
等
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
①
騒
音
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
健
康
影
響
ま
で
い
た
ら
ず
、
そ
れ
の
接
近
し
た

段
階
の
生
活
妨
害
で
あ
る
こ
と
②
排
出
ガ
ス
に
つ
い
て
は

健
康
に
明
確
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
証

拠
が
な
い
こ
と
③
た
だ
し
、
道
路
端
か
ら
二
0
m
以
内
に

居
住
す
る
者
に
対
し
て
は
排
出
ガ
ス
に
よ
り
洗
濯
物
へ
の

被
害
等
を
受
け
て
い
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
騒
音
に
対
す
る
生
活
妨
害
が
あ
る
か
否
か
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
は
、
敷
地
に
お
け
る
L
e
p
“六
五

(
一
日
平
均
値
)
以
上
の
原
告
ら
に
つ
い
て
は
距
離
の
遠

近
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
L
e
p
六
○
を
超
え
る
原
告

ら
に
つ
い
て
、
道
路
か
ら
の
騒
音
が
受
忍
限
度
を
超
え
る

も
の
を
認
め
る
こ
と
が
相
当
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
屋
内
値
、
屋
外
値

と
い
っ
た
断
片
ご
と
の
レ
ベ
ル
で
評
価
す
る
の
は
相
当
で

な
く
、
情
緒
的
な
被
害
を
想
定
す
る
限
り
、
基
本
的
に
は

屋
外
値
を
中
心
に
据
え
て
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
適

当
｢と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
件
国
道
三
二
号
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

最
高
裁
判
所
に
お
い
て
係
属
中
で
あ
る
。

⑭

L
e
p

(等
価
騒
音
レ
ベ
ル
)
と
は
、
不
規
則
か
つ
大
幅
に
変
動

す
る
騒
音
の
評
価
量
の
一
つ
で
、
変
動
す
る
騒
音
レ
ベ
ル
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
的
に
等
し
く
変
動
し
な
い
レ
ベ
ル
で
示
し
た
も
の
。
な
お
、
騒

音
の
評
価
量
を
把
握
す
る
手
法
と
し
て
は
L
五
○
が
あ
る
が
、
こ
の

L
五
〇
は
騒
音
計
を
用
い
て
通
常
五
秒
以
下
の
一
定
間
隔
ご
と
に
騒

音
レ
ベ
ル
を
五
〇
個
以
上
測
定
し
、
測
定
結
果
を
大
き
い
順
に
並
べ
、

累
積
百
分
率
が
五
0
%
と
な
る
騒
音
レ
ベ
ル
を
い
う
。
環
境
基
準
の

評
価
方
法
は
、
現
在
こ
の
L
五
〇
で
行
わ
れ
て
い
る
。

の

西
淀
川
訴
訟
等

ま
た
、
昭
和
五
三
年
に
は
、
大
阪
市
西
淀
川
区
の
住
民

が
、
西
淀
川
区
周
辺
に
立
地
す
る
特
定
の
工
場
か
ら
出
る

汚
染
物
質
と
、
一
般
国
道
四
三
号
、
国
道
二
号
、
阪
神
高

速
大
阪
西
宮
線

(大
阪
市
西
淀
川
区
内
)
に
走
行
す
る
自

動
車
か
ら
出
る
窒
素
酸
化
物
等
に
よ
り
健
康
影
響
を
受
け

た
と
し
て
、
当
該
企
業
及
び
当
該
道
路
管
理
者
に
対
し
、

排
出
ガ
ス
等
の
差
し
止
め
と
損
害
賠
償
を
求
め
る
西
淀
川

有
害
物
質
排
出
規
制
等
請
求
事
件
が
提
起
さ
れ
た
。

本
件
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
訴
訟
に
つ
い
て
平
成

三
年
三
月
に
大
阪
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
判
決
が
出
さ
れ

て
い
る

(残
り
の
第
二
な
い
し
四
次
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

平
成
七
年
三
月
に
結
審
、
平
成
七
年
七
月
に
判
決
が
出
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。)

こ
の
第
一
次
判
決
に
お
い
て
は
、
二
酸
化
窒
素
と
健
康

影
響
と
の
間
に
因
果
関
係
が
な
い
と
し
て
、
道
路
管
理
者

に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
否
定
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
西
淀
川
訴
訟
と
同
じ
大
気
汚
染
訴
訟

で
あ
る
川
崎
訴
訟
に
お
い
て
も
、
原
告
の
う
ち
一
部
に
つ

い
て
平
成
六
年
一
月
に
判
決
が
あ
り
、
西
淀
川
第
一
次
訴

訟
判
決
と
同
じ
内
容
の
判
決
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
尼

崎
、
名
古
屋
で
も
そ
れ
ぞ
れ
大
気
汚
染
訴
訟
が
提
起
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
道
路
環
境
訴
訟
に
関
す
る
判
決
の
詳
細
は
、
別

途
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
譲
り

た
い
。三

こ
れ
ま
で
の
道
路
環
境
施
策
の
動
き

ー

自
動
車
交
通
に
伴
う
騒
音
･
大
気
汚
染
対
策

=

自
動
車
単
体
対
策

我
が
国
の
環
境
問
題
に
お
い
て
も
ふ
れ
た
と
お
り
、
戦

後
の
高
度
経
済
成
長
期
の
環
境
汚
染
等
に
対
処
す
る
た
め
、

昭
和
園
二
年
に
公
害
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

｢公
害

対
策
基
本
法
｣
が
制
定
さ
れ
、
騒
音
、
大
気
の
汚
染
、
二

酸
化
窒
素
に
係
る
環
境
基
準
の
設
定
等
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
公
害
対
策
基
本
法
を
契
機
に
、
昭
和
四
三
年
に
は

｢騒
音
規
制
法
｣
が
制
定
さ
れ
、
｢自
動
車
騒
音
の
大
き

さ
の
許
容
限
度
｣
(昭
和
五
〇
年
九
月
四
日
環
境
庁
告
示
)

等
や
要
請
限
度

(昭
和
四
六
年
六
月
二
三
日
総
理
府
令
･
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厚
生
省
令
)
が
出
さ
れ
た
。

昭
和
四
六
年
か
ら
規
制
が
強
化
さ
れ
、
昭
和
五
一
年
六

月
に
中
央
公
害
審
議
会
の
答
申
で
示
め
さ
れ
た
目
標
値
に

沿
っ
て
数
次
に
わ
た
る
規
制
強
化
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
気
汚
染
に
つ
い
て
も
、
昭
和
園
三
年
に

｢大

気
汚
染
防
止
法
｣
が
制
定
さ
れ
、
｢自
動
車
排
出
ガ
ス
に

係
る
許
容
限
度
｣
(昭
和
四
九
年
一
月
二
一
日
環
境
庁
告

示
)
等
が
定
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
規
制
に
つ
い
て
も
、
ガ
ソ
リ
ン
･
L
P
G
乗

用
車
に
対
し
て
は
昭
和
園
八
年
か
ら
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に

対
し
て
は
昭
和
四
九
年
か
ら
規
制
が
強
化
さ
れ
て
き
て
お

り
、
平
成
元
年
一
二
月
に
は
中
央
公
害
審
議
会
の
答
申
が

な
さ
れ
、
平
成
四
…
六
年
を
目
途
と
す
る
短
期
と
、
遅
く

と
も
一
〇
年
以
内
と
す
る
長
期
の
二
段
階
の
許
容
限
度
設

定
目
標
を
定
め
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
等
の
窒
素
酸
化
物
排
出

レ
ベ
ル
の
三
-
六
割
の
削
減
を
図
る
等
の
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
、
鋭
意
規
制
の
強
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

②

道
路
対
策

一
方
、
道
路
サ
イ
ド
に
お
い
て
は
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
や
道
路
構
造
の
改
善
の
範
嗜
に
お
い
て
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
四
九
年
四
月
一
日
に

｢道
路
環
境
保
全
の
た
め
の
道
路
用
地
の
取
得
及
び
管
理

に
関
す
る
基
準
｣
(建
設
省
都
市
局
長
･
道
路
局
長
通
達
)

が
出
さ
れ
、
良
好
な
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る

地
域
に
お
い
て
、
幹
線
道
路
を
新
設
又
は
改
築
す
る
場
合

に
道
路
端
か
ら
一
○
又
は
二
0
m
の
土
地
を
道
路
用
地

(こ
の
部
分
を

｢環
境
施
設
帯
｣
と
い
う
。)
と
し
て
取

得
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
環
境
施
設
帯
に
お
い
て
は
、

植
樹
帯
、
遮
音
壁
等
の
環
境
保
全
に
資
す
る
施
設
を
設
け

る
こ
と
と
な
り
、
騒
音
対
策
の
み
な
ら
ず
排
出
ガ
ス
な
ど

に
つ
い
て
も
有
効
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和

五
一
年
に
は
、
道
路
緑
化
技
術
基
準
等
も
定
め
ら
れ
て
い

ろ
･0③

沿
道
対
策

ま
た
、
道
路
対
策
の
み
で
は
道
路
環
境
の
保
全
を
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
の
沿
道
に
対
し
て

も
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
五
一
年
に
は
、
高
速
自
動
車
国
道
等

の
有
料
道
路
に
お
い
て
沿
道
の
住
宅
に
対
し
て
防
音
工
事

助
成
が
制
度
化
さ
れ

(昭
和
五
一
年
七
月
二
一
日
建
設
省

都
市
局
長
･
道
路
局
長
通
達
)。
ま
た
、
昭
和
五
五
年
に

は

｢幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
｣
(昭
和

五
五
年
法
律
第
三
四
号
)
が
制
定
さ
れ
、
市
町
村
の
土
地

買
い
取
り
に
対
す
る
国
の
無
利
子
融
資
、
緩
衝
建
築
物
の

建
築
費
等
の
一
部
負
担
、
防
音
工
事
助
成
な
ど
の
沿
道
対

策
の
施
策
が
創
設
さ
れ
た
。

帥

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

道
路
の
供
用
後
の
環
境
対
策
だ
け
で
な
く
、
道
路
計
画

の
段
階
に
お
い
て
環
境
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
環
境
影
響
評
価
が
そ
の
た
め
の
有
効
な
手
段

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
昭
和
園
七
年
に
は

｢各
種
公
共
事
業
に
係

る
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
｣
の
閣
議
了
解
が
行
わ
れ
、

政
府
に
お
い
て
各
種
公
共
事
業
の
実
施
に
伴
う
環
境
保
全

問
題
が
惹
起
し
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

そ
の
後
、
建
設
省
に
お
い
て
は
個
々
の
事
業
ご
と
の
手
法

を
検
討
し
な
が
ら
環
境
影
響
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

組
織
的
な
環
境
影
響
評
価
を
実
施
す
る
た
め
の
必
要
な
評

価
手
法
の
開
発
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
三
年

七
月
に
は

｢建
設
省
所
管
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
に

関
す
る
当
面
の
措
置
方
針
｣
(建
設
事
務
次
官
通
達
)
が

地
方
建
設
局
及
び
関
係
公
団
に
対
し
指
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
間
、
環
境
庁
に
お
い
て
は
、
｢環
境
影
響

評
価
法
案
｣
の
国
会
提
出
を
図
っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に

は
廃
案
等
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
環
境
影
響
評
価
法
案
は
日
の
目
を
見
な
か
っ

た
が
、
環
境
影
響
評
価
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
昭
和
五
五

年
八
月
二
八
日
に

｢環
境
影
響
評
価
の
実
施
に
つ
い
て
｣

の
閣
議
決
定
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
閣
議
決
定
に
お
い
て
は
、

事
業
の
実
施
前
に
環
境
影
響
評
価
を
行
う
こ
と
が
公
害
防

止
及
び
自
然
環
境
の
保
全
上
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
等
に
つ
い
て

｢環
境
影

響
評
価
実
施
要
綱
｣
を
定
め
、
国
の
関
与
す
る
一
定
の
事

業
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
を
統
一
的
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
建
設
省
に
お
い
て
は
、
閣
議
決
定
を
受
け
、

昭
和
六
〇
年
四
月
一
日
に

｢建
設
省
所
管
事
業
に
係
る
環

境
影
響
評
価
実
施
要
綱
｣
(建
設
事
務
次
官
通
達
)
や
そ
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れ
に
基
づ
く
通
達
等
に
よ
り
、
現
在
、
環
境
影
響
評
価
が

行
わ
れ
て
い
る
。

2

自
然
環
境
保
全
対
策

高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
国
土
全
般
の
開
発
が
進
ん

だ
こ
と
に
よ
り
、
全
国
各
地
に
お
い
て
自
然
環
境
へ
の
破

壊
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
と
し
て
も
自
然
環

境
保
護
対
策
の
充
実
が
重
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認

識
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
七
年
に
自
然
環
境
保

全
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
お
い
て
は
、
自
然
環

境
保
全
の
基
本
理
念
等
自
然
環
境
の
保
全
に
関
し
基
本
と

な
る
事
項
を
定
め
て
お
り
、
自
然
環
境
保
全
地
域
等
の
地

域
内
に
お
い
て
一
定
の
行
為
が
制
限
さ
れ
て
い
る
な
ど
規

制
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
自
然
公
園
法
が
昭

和
三
二
年
に
制
定
さ
れ
、
自
然
の
風
景
地
の
保
護
が
行
わ

れ
て
い
る
。

四

道
路
環
境
を
め
ぐ
る
新
庄
な
動
き

1

騒
音
･
大
気
汚
染
対
策
の
観
点

の

総
合
的
施
策
へ
の
転
換

昭
和
四
〇
年
代
か
ら
の
深
刻
な
道
路
環
境
問
題
が
発
生

す
る
中
で
、
昭
和
五
八
年
四
月
に
中
央
公
害
対
策
審
議
会

に
お
い
て
｢今
後
の
交
通
公
害
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
｣

の
答
申

(以
下

｢五
八
年
答
申
｣
と
い
う
。)
が
出
さ
れ

た
。
こ
の
五
八
年
答
申
で
は
、
発
生
源
対
策
、
道
路
構
造

対
策
等
の
既
存
の
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
物
流
対

策
、
沿
道
土
地
利
用
対
策
を
含
め
た
総
合
的
施
策
を
推
進

す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
視
点
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

②

総
合
的
計
画
の
策
定

そ
の
後
、
二
酸
化
窒
素
に
係
る
環
境
基
準
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
地
域
に
お
い
て
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素

酸
化
物
の
排
出
の
総
量
を
削
減
す
る
た
め
、
｢自
動
車
か

ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量

の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
及
び
、
そ
れ
に
基
づ

く
総
量
の
削
減
に
関
す
る
基
本
方
針

(総
理
府
告
示
)

(以
下

｢自
動
車
触
法
等
｣
と
い
う
。)
が
、
平
成
四
年

六
月
及
び
平
成
五
年
二
月
に
制
定
さ
れ
た

(参
考
1
)。

こ
の
自
動
車
騨
法
等
で
は
、
①
自
動
車
単
体
対
策
の
強

化
等
②
車
種
規
制
の
実
施
等
③
低
公
害
車
の
普
及
促
進
④

物
流
対
策
の
推
進
⑤
人
流
対
策
の
推
進
⑥
交
通
流
対
策
の

推
進
⑦
局
地
汚
染
対
策
の
推
進
⑧
普
及
啓
発
活
動
の
推
進

を
掲
げ
、
総
合
的
に
施
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
そ

の
施
策
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
、
関
係
道
路
管
理
者

を
含
む
総
量
削
減
計
画
策
定
協
議
会
に
お
い
て
、
総
量
削

減
計
画
の
策
定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該

総
量
削
減
計
画
の
策
定
後
に
は
、
こ
の
削
減
計
画
策
定
協

議
会
に
お
い
て
総
量
削
減
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
の

進
捗
状
況
の
把
握
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
五
年
に
は
、
従
前
の
産
業
型
の
公
害
防
止

を
目
的
と
し
た

｢公
害
対
策
基
本
法
｣
に
替
わ
っ
て
、
都

市
･
生
活
型
の
環
境
問
題
や
地
球
環
境
問
題
を
視
野
に
入

れ
た

｢環
境
基
本
法
｣
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
環
境
基
本
法
で
は
、
環
境
基
準
の
設
定
な
ど
公
害

対
策
基
本
法
の
基
本
的
な
事
項
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
環
境

保
全
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

る
た
め
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画

(以
下

｢環
境
基
本
計
画
｣
と
い
う
。)
を
政
府
で
策
定
す
る
こ

と
や
、
環
境
影
響
評
価
の
推
進
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
、
ま
た
、
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止

す
る
た
め
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
及
び
経
済
的
な
デ
ィ

ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
経
済
的
手
法
の
調
査
･
研

究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
を
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
環
境
基
本
法
に
基
づ
く
環
境
基
本
計
画
に

お
い
て
は
、
目
標
に
係
る
指
標
の
開
発
を
図
る
ほ
か
、
効

果
的
な
施
策
の
実
施
の
た
め
必
要
な
分
野
に
つ
い
て
は
具

体
的
目
標
を
設
定
し
、
個
別
の
施
策
の
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
毎
年
、
中
央
環
境
審
議
会
に
お
い
て
施
策
の

進
捗
状
況
を
点
検
し
、
国
民
各
層
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
、

進
捗
状
況
を
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
政
府
に
報
告
す
る
こ

と
と
し
て
い
る

(参
考
2
)
。

③

沿
道
環
境
整
備
の
充
実

上
記
の
と
お
り
、
昭
和
五
八
年
答
申
が
出
て
一
〇
年
が

経
過
し
、
い
ま
だ
道
路
交
通
騒
音
問
題
が
解
消
し
て
い
な

い
状
況
か
ら
、
改
め
て
平
成
七
年
三
月
に
中
央
環
境
審
議

会
に
お
い
て
、
｢今
後
の
自
動
車
騒
音
低
減
対
策
の
あ
り

方
に
つ
い
て
(総
合
的
施
策
)｣
(以
下
｢平
成
七
年
答
申
｣

と
い
う
。)
が
答
申
さ
れ
た

(参
考
3
)。

こ
の
平
成
七
年
答
申
で
は
、
昭
和
五
八
年
答
申
の
基
本
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理
念
を
踏
襲
し
つ
つ
、
自
動
車
単
体
対
策
、
道
路
構
造
対

策
、
交
通
流
対
策
及
び
沿
道
対
策
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
自
動
車
騒
音
問
題
の
解
決
を
図
る

べ
き
と
す
る
。
そ
し
て
、
自
動
車
騒
音
対
策
は
、
自
動
車

単
体
対
策
、
道
路
構
造
対
策
、
交
通
流
対
策
の
可
能
な
限

り
の
実
施
を
前
提
と
し
て
、
道
路
交
通
騒
音
に
強
い
沿
道

空
間
の
形
成
及
び
防
音
性
能
に
優
れ
た
住
居
の
誘
導
を
提

唱
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
車
単
体
対
策
、
道
路
構
造
対

策
、
交
通
流
対
策
及
び
沿
道
対
策
の
分
担
の
関
係
を
固
定

的
で
は
な
く
、
交
通
流
の
状
況
、
騒
音
の
状
況
、
道
路
の

種
別
及
び
沿
道
の
土
地
利
用
の
状
況
に
よ
り
柔
軟
に
考
慮

す
べ
き
も
の
と
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
内
一
般
幹
線
道
路
に
お
い
て
は
、
総
合
的

か
つ
地
域
的
視
点
か
ら
の
道
路
交
通
騒
音
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
道
路
構
造
対
策
、
交
通
流
対
策
、

沿
道
対
策
及
び
周
辺
の
街
づ
く
り
と
が
一
体
的
に
な
っ
た

地
域
を
中
心
と
し
た
基
本
的
な
方
針
づ
く
り
及
び
そ
の
た

め
の
地
域
の
連
携
の
強
化
を
提
唱
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
当
面
の
目
標
と
し
て
、
一
二
世
紀
初

頭
ま
で
に
道
路
に
面
す
る
住
宅
等
に
お
け
る
騒
音
を
夜
間

に
概
ね
要
請
限
度

(二
車
線
を
超
え
る
道
路
に
面
す
る
商

業
地
域
等
で
六
五
d
B
)
以
下
、
そ
の
背
後
の
沿
道
地
域

に
お
け
る
騒
音
を
夜
間
に
概
ね
環
境
基
準

(同
六
0
d
B
)

以
下
に
抑
え
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
具
体
的
な
目
標
が
設

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。

㈱

建
設
省
の
環
境
政
策
大
綱

建
設
省
と
し
て
は
、
｢豊
か
な
環
境
づ
く
り
委
員
会
｣

の
提
言

(平
成
五
年
六
月
三
〇
日
)
及
び
環
境
基
本
法
の

理
念
を
踏
ま
え
、
二
一
世
紀
初
頭
を
視
野
に
お
い
た
、
建

設
省
の
環
境
施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
中
長
期
的
に
展
開
に
す
べ
き
施
策
課
題
と
施

策
の
展
開
方
向
等
を
総
合
的
に
と
り
ま
と
め
た
環
境
施
策

の
大
綱
が
策
定
さ
れ
て
い
る

(平
成
六
年
一
月
一
三
日
)。

こ
の
大
綱
で
は
、
国
土
形
成
に
お
け
る
環
境
政
策
の
基

本
理
念
と
し
て
、
①
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
美
し
い

環
境
の
創
造
②
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
の
保
全
③
地
球

環
境
問
題
へ
の
貢
献
と
国
際
協
力
の
推
進
を
柱
と
し
て
お

り
、
推
進
方
策
と
し
て
は
、
①
環
境
計
画
の
策
定
②
法
令
、

基
準
等
に
お
け
る
環
境
に
関
す
る
規
定
の
充
実
③
環
境
に

関
す
る
施
策
の
重
点
的
、
総
合
的
推
進
④
環
境
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
事
業
の
推
進
を
掲
げ
、
そ
の
推
進
体
制
と
し
て
国
民

と
行
政
が
協
力
し
て
進
め
る
環
境
の
保
全
･
環
境
の
創
造
、

環
境
技
術
開
発
と
環
境
教
育
の
充
実
、
推
進
体
制
の
充
実

等
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る

(参
考
4
)。

③

環
境
影
響
評
価
制
度
の
研
究

環
境
影
響
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
法
案
の

国
会
審
議
過
程
に
お
い
て
、
｢今
後
と
も
現
行
制
度
の
適

正
な
運
用
を
努
め
る
と
と
も
に
、
内
外
の
制
度
の
実
施
状

況
等
に
関
し
、
関
係
省
庁
一
体
と
な
っ
て
調
査
研
究
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
経
済
･
社
会
情
勢
の
変
化
等

を
勘
案
し
つ
つ
、
法
制
化
を
含
め
所
要
の
見
直
し
に
つ
い

て
検
討
｣
(平
成
五
年
一
〇
月
総
理
大
臣
答
弁
)
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
環
境
基
本
計
画
に
お
い
て

も
、
同
様
な
趣
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
政
府
方
針
を
受
け
て
、
平
成
六
年
七
月
、

環
境
庁
に
お
い
て

｢環
境
影
響
評
価
制
度
総
合
研
究
会
｣

(委
員
長
…
加
藤
一
郎

成
城
学
園
長
)
が
設
置
さ
れ
、

二
年
間
程
度
を
目
途
に
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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2

自
然
環
境
の
観
点

0

野
生
動
植
物
の
保
護

野
生
生
物
に
つ
い
て
は
、
生
態
系
を
構
成
す
る
基
本
的

構
成
要
素
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
間
生
活
に
様
々
な
恵
み

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
鳥

獣
保
護
法
に
基
づ
く
鳥
獣
の
保
護
が
中
心
で
あ
り
、
野
生

生
物
一
般
に
つ
い
て
必
ず
し
も
体
系
的
な
保
護
施
策
が
行

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

昭
和
四
八
年
に
は

｢絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植

物
の
種
の
国
際
的
取
引
に
関
す
る
条
約
｣
(ワ
シ
ン
ト
ン

条
約
)
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
条
約
の
規
制
対
象
種

の
国
内
取
引
き
を
規
制
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
国
内
法
が

制
定
さ
れ
た
が
、
我
が
国
の
野
生
動
植
物
全
体
に
つ
い
て

は
体
系
的
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
、
平
成
四
年
に

｢絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物

の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
｣
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
国
内
外
の
保
護
の
対
象
と
な
る
種
を

希
少
野
生
動
植
物
種
と
し
て
指
定
し
、
そ
の
個
体
の
捕
獲
･



採
取
･
譲
渡
･
譲
受
、
商
業
目
的
の
陳
列
、
輸
出
入
を
規

制
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
種
の
生
育
･
生

息
地
を
生
息
地
保
護
区
と
し
て
指
定
、
生
育
環
境
等
に
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
規
制
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

②

建
設
省
の
緑
の
政
策
大
綱

緑
に
つ
い
て
は
、
美
し
い
景
観
を
形
成
し
、
植
物
に
よ

る
①
2
の
吸
収
と
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
す
る

と
と
も
に
、
野
生
生
物
の
生
育
環
境
を
確
保
す
る
機
能
を

有
し
て
い
る
。
ま
た
、
緑
に
よ
っ
て
実
感
さ
れ
る
四
季
折
々

の
変
化
は
我
が
国
固
有
の
文
化
形
成
に
重
要
な
役
割
を
に

な

っ
て
き
て
い
る
が
、
前
述
の
と
お
り
、
人
口
、
産
業
の

都
市
部
へ
の
集
中
に
伴
い
、
都
市
部
に
お
い
て
急
激
に
自

然
環
境
が
減
少
し
、
ま
た
地
方
部
に
お
い
て
も
田
園
景
観

の
保
全
上
の
問
題
が
顕
在
し
て
き
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、

建
設
省
と
し
て
は
、
国
民
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
道
路

環
境
等
の
生
活
環
境
を
形
成
し
て
い
く
た
め
、
平
成
六
年

七
月
に

｢緑
の
政
策
大
綱
｣
を
策
定
し
た
。

こ
の
緑
の
政
策
大
綱
で
は
、
二
一
世
紀
初
頭
を
目
途
に

道
路
、
河
川
、
公
園
等
の
緑
の
公
共
空
間
量
を
三
倍
等
に

す
る
こ
と
を
基
本
目
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
町
村
に
お
い
て
、
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の

推
進
に
関
す
る

｢緑
の
基
本
計
画
｣
を
策
定
し
、
緑
の
保

全
、
創
出
、
活
用
に
向
け
て
施
策
の
総
合
的
な
展
開
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

3

地
球
環
境
問
題
の
観
点

印

国
際
的
取
組
み

地
球
環
境
問
題
に
関
し
て
国
際
的
な
議
論
と
な
っ
た
の

は
、
昭
和
四
七
年
六
月
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ

た

｢国
連
人
間
環
境
会
議
｣
で
あ
る
。
こ
の
会
議
で
は
、

先
進
国
工
業
国
に
お
け
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
経
済
成
長

か
ら
環
境
保
護
へ
の
転
換
が
、
ま
た
、
開
発
途
上
国
に
お

け
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
開
発
の
推
進
と
援
助
の
増
強

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

人
間
環
境
宣
言
の
採
択
や
か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
守
る

た
め
の
行
動
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
以
降
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
の
締
結
や
ナ
イ
ロ
ビ

会
議
の
開
催
な
ど
地
球
環
境
問
題
に
関
す
る
取
組
み
は
進

展
を
見
せ
た
。

そ
の
後
、
平
成
四
年
六
月
三
日
か
ら
一
四
日
ま
で
の
一

二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
リ
オ

･
デ

･
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
、
｢環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
際
会
議
｣
(地
球
サ

ミ
ッ
ト
)
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

環
境
保
全
に
重
点
を
置
く
先
進
国
と
開
発
及
び
貧
困
問
題

の
解
決
を
重
視
す
る
発
展
途
上
国
と
の
間
の
様
々
な
対
立

点
に
つ
い
て
の
議
論
が
高
ま
り
、
｢持
続
可
能
な
開
発
｣

は
地
球
環
境
問
題
へ
の
取
組
み
に
お
け
る
共
通
認
識
と
な

っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
｢環
境
と
開
発
に
関

す
る
リ
オ
宣
言
｣
と
、
こ
の
リ
オ
宣
言
の
諸
原
則
の
具
体

的
な
行
動
計
画
と
し
て

｢ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
｣
が
併
せ
て
採

択
さ
れ
、
国
別
の
行
動
計
画
の
策
定
と
地
方
公
共
団
体
の

行
動
計
画
の
策
定
を
促
す
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
こ
れ

に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

②

我
が
国
の
取
組
み

平
成
元
年
五
月
に
、
地
球
規
模
で
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
環
境
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
に
関
し
、
関
係
行

政
機
関
の
連
携
を
確
保
し
、
そ
の
効
果
的
か
つ
総
合
的
な

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

｢地
球
環
境
保
全
に
関

す
る
関
係
閣
僚
会
議
の
設
置
｣
が
閣
議
で
了
解
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
に
お
い
て
、
国
際
的
な
枠
組
み
づ
く
り
の
積
極

的
参
加
、
観
測
･
監
視
及
び
調
査
研
究
の
推
進
、
技
術
の

開
発
･
普
及
の
促
進
等
の
基
本
方
針
を
申
し
合
わ
せ
た
。

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
一
〇
月
二
三
日
、

地
球
環
境
保
全
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、

｢地
球
温
暖
化
防
止
行
動
計
画
｣
が
決
定
さ
れ
、
現
在
、

同
計
画
に
基
づ
い
て
各
種
対
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
行

動
計
画
は
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
目
標
を
、
①
官
民

挙
げ
て
の
最
大
限
の
努
力
に
よ
り
、
行
動
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
た
広
範
な
対
策
を
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
着
実
に
推

進
し
、
一
人
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
つ
い
て
二

〇
〇
〇
年
以
降
概
ね
一
九
九
〇
年
レ
ベ
ル
で
安
定
化
を
図

る
。
さ
ら
に
、
太
陽
光
、
水
素
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
二
酸

化
炭
素
の
固
定
化
等
の
革
新
的
技
術
開
発
等
が
予
測
さ
れ

る
以
上
に
早
期
に
大
幅
に
進
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
が
二
0
○
○
年
以
降
概
ね
一
九
九
〇
年
レ

ベ
ル
で
安
定
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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五

新
庄
な
道
路
環
境
施
策
の
推
進

こ
の
よ
う
な
環
境
問
題
の
動
き
を
踏
ま
え
、
建
設
省
と

し
て
は
、
｢道
路
環
境
計
画
｣
に
基
づ
き
地
域
の
課
題
に

対
応
し
た
施
策
を
以
下
の
と
お
り
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い

ろ
)0

1

生
活
環
境
の
保
全
･
形
成

○

沿
道
環
境
整
備
制
度
の
拡
充

良
好
な
沿
道
環
境
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
道
路
網
の

体
系
的
整
備
、
道
路
構
造
の
改
善
、
幹
線
道
路
の
沿
道
に

適
し
た
土
地
利
用
の
誘
導
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
道
路
交
通
騒
音
が
著
し
い
幹
線
道

路
に
お
い
て
は
、
次
の
施
策
を
推
進
す
る

(図
4
)。

①

道
路
対
策
と
沿
道
整
備
を
一
体
的
･
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
、
｢沿
道
環
境
整
備
基
本
方
針
｣
の
策

定
を
推
進
す
る
。

②

幹
線
道
路
沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
の
実
現
、

沿
道
地
域
の
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
を
促
進
す
る

た
め
、
背
後
地
を
含
め
て
沿
道
整
備
計
画
を
策
定
す

る
%

③

沿
道
整
備
計
画
を
活
用
し
、
沿
道
に
お
い
て
非
住

居
系
土
地
利
用
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

背
後
地
に
対
し
て
遮
音
効
果
を
有
す
る
建
築
物
を
沿

道
に
誘
導
す
る
た
め
、
道
路
開
発
資
金
に
よ
る
低
利

融
資
制
度
の
貸
付
対
象
の
拡
大
を
行
う
。

ま
た
、
沿
道
地
域
の
良
好
な
居
住
環
境
を
形
成
す
る
た

め
、
沿
道
整
備
に
関
連
す
る
道
路
、
公
園
、
河
川
等
の
公

共
施
設
の
整
備
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

②

自
動
車
排
出
窒
素
酸
化
物
の
総
量
削
減
の
た
め
の
施

策
の
推
進

自
動
車
駆
法
に
よ
る
総
量
削
減
計
画
等
に
基
づ
き
、
バ

イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
、
交
差
点
改
良
、
公
共
交
通

機
関
の
結
節
点
の
整
備
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

③

良
好
な
生
活
環
境
の
形
成

良
好
な
生
活
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
美
し
い
街
並
み

の
形
成
に
資
す
る
く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業
や
道
路
緑

化
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
幹
線
道
路
の
沿
道
地
域
に

お
い
て
街
並
み
･
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
を
積
極
的

に
推
進
す
る
o

④

沿
道
環
境
保
全
技
術
の
推
進

環
境
対
策
技
術
に
関
し
民
間
と
連
携
を
図
り
つ
つ
研
究

開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
架
裏
面
吸
音
板
、
低
騒
音

舗
装
等
に
関
す
る
試
験
施
工
を
拡
大
し
、
沿
道
環
境
保
全

の
一
層
の
拡
充
を
図
る
。

2

自
然
環
境
と
の
調
和
･
自
然
環
境
の
再
生

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
国
土
、
自
然
と

ふ
れ
あ
う
ニ
ー
ズ
も
増
大
し
て
い
る
た
め
、
自
然
環
境
と

の
調
和
、
自
然
環
境
と
の
ふ
れ
あ
い
に
資
す
る
道
路
整
備

を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

系居住非

ジ
　
　沿道環境整備のイメージ

□
図

住居系

公園整備 □□□

　　　　　　
　　 　　　　　　　

-
P
▲

こ幹線道路 =‐二=コ

･幹線道路沿道にふさわしい土地利用の実現

･道路、 公園、 河川等の公共施設の整備
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成
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虫
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型

形

様

昆

虫

大
の

多

一
昆

①

②

3封÷車道部 -▲+ 中央帯 - - - -→粁÷÷車道部一冊山一- -歩道等÷÷叫 ③昆虫類 ･小動物の隠れ場 ･営巣環

境等の形成

図 5 中央帯の防風林等を活用したビオトープ形成のイメージ

→昆虫相等の多様化

昆虫類 ･小動物の乾し
境等の形成

②落葉広葉樹植栽
高 ･中 ･低木 ･地披

　　
　　　

　　　
③

い

の

局
等

小

成

相

.
形

虫

類

の

ゆ

自
然
環
境
と
調
和
し
た
道
路
整
備
の
推
進

自
然
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
や
エ
コ
ロ
ー
ド
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

(仮
称
)
を
活
用
し
、
自
然
環
境
と
の
調
和
や
自

然
環
境
の
再
生
を
図
る
た
め
の
構
造
･
工
法
を
取
り
組
ん

だ
エ
コ
ロ
ー
ド
の
整
備
を
一
層
推
進
す
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
都
市
部
に
お
い
て
積
極
的
に
ビ
オ
ト
ー

プ

(多
様
な
動
植
物
の
生
育
空
間
)
の
形
成
を
図
る

(図

5
)0②

自
然
と
ふ
れ
あ
い
親
し
む
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

自
然
と
親
し
む
拠
点
間
を
連
絡
す
る
歩
道
･
自
転
車
道
、

景
勝
地
周
辺
の
休
憩
施
設
や
そ
れ
に
付
随
す
る
散
策
路
等

の
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
体
系
的
に
自
然
と
ふ
れ
あ
う
道
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
等
を
含
め
自
然
の
体
感
や
観

察
が
可
能
な
道
路
の
整
備
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
。

3

地
球
温
暖
化
の
防
止

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
抑
制
す
る
た
め
、
自
動
車
の
構
造
改
善
、
道

路
整
備
に
よ
る
渋
滞
の
解
消
、
適
切
な
自
動
車
利
用
形
態

の
実
現
等
を
図
る
。

印

省
エ
ネ
に
資
す
る
道
路
整
備
の
推
進

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
等
の
体
系
的
な
道
路
網
の
整
備

に
よ
る
渋
滞
解
消
や
、
地
域
モ
ー
ダ
ル
ミ
ッ
ク
ス
施
策
の

推
進
に
よ
る
適
切
な
自
動
車
利
用
形
態
の
実
現
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
二
一
世
紀
初
頭
に
は
約
一
割
程
度
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
向
上
を
図
る
。

②

省
資
源
に
資
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

省
資
源
に
資
す
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
緑
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
。

③

省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
試
験
施
工
の
推
進

道
路
施
設
へ
の
電
力
の
供
給
や
融
雪
等
を
行
う
ソ
ー
ラ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
試
験
施
工
を
遮
音
壁

に
お
い
て
重
点
的
に
実
施
す
る
等
積
極
的
に
展
開
を
図
る

(図
6
)。

4

緑
の
創
造
･
リ
サ
イ
ク
ル

周
辺
の
自
然
環
境
と
調
和
し
、
地
域
の
個
性
あ
る
道
路

環
境
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
維
持
管
理
に
手
間
の
か
か

ら
な
い
長
期
的
に
安
定
し
た
法
面
を
整
備
す
る
。
ま
た
、

街
路
樹
等
の
維
持
管
理
が
発
生
す
る
枝
葉
等
を
堆
肥
化
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
行
う
。

0

総
合
的
な
道
路
緑
化
の
推
進

｢緑
の
3
倍
増
推
進
年
次
計
画
｣、
｢緑
の
基
本
計
画
｣

等
に
基
づ
き
、
地
域
性
に
応
じ
た
多
様
な
道
路
緑
化
や
、

既
存
法
面
の
再
緑
化
を
推
進
し
、
良
好
な
道
路
環
境
を
形

成
す
る
。
ま
た
、
遮
音
壁
の
設
置
等
の
従
来
緑
化
が
困
難

で
あ
っ
た
箇
所
に
お
け
る
緑
化
技
術
の
開
発
及
び
普
及
を

行
う
。

②

木
の
香
る
道
づ
く
り
事
業
の
推
進

(図
7
)
。

①

周
辺
の
自
然
環
境
と
調
和
し
た
良
好
な
道
路
環
境

′“ 対当静子セ 95.6
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図 6 遮音壁を活用したソーラーエネルギー活用システムのイメージ

ポット苗工法による法面植栽 (高知県高知市) 木材を活用した高欄 (福井県鯖江市中野大橋)

繁籔庁 〕← 》 強設営
速携

　　 　　

　 　

コンポスト施設 (ドイツの事例)
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･地鱒の欄蔑ある難づくり
中山廊地鱗の矮性化図 7 木の香る道づくり事業



を
形
成
す
る
た
め
、
森
林
が
多
く
残
っ
て
い
る
地
域

の
道
路
法
面
等
に
お
い
て
、
間
伐
材
や
風
倒
木
な
ど

で
造
っ
た
小
段
に
客
土
を
行
い
、
潜
在
自
然
植
生
を

活
用
し
た
ポ
ッ
ト
苗
工
法
な
ど
に
よ
り
、
樹
木
植
栽

で
緑
化
す
る
。

②

地
域
の
個
性
あ
る
道
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

道
路
構
造
へ
の
木
材
の
適
用
範
囲
の
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
木
材
利
用
の
た
め
の
技
術
的
基
準
を
検
討
、

作
成
す
る
。

③

苗
･
間
伐
材
等
の
生
産
供
給
体
制
の
整
備
、
木
材

の
用
途
拡
大
の
研
究
な
ど
、
林
野
庁
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
を

推
進
す
る
。

③

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推
進

街
路
樹
等
の
維
持
管
理
に
よ
っ
て
発
生
す
る
剪
定
枝
葉

等
に
お
い
て
、
公
園
や
河
川
と
連
携
し
、
緑
化
や
植
栽
維

持
の
有
機
肥
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、
コ
ン
ポ

ス
ト
施
設
を
モ
デ
ル
的
に
設
置
す
る
。

六

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
騒
音
、
大
気
汚
染
等
の

問
題
か
ら
自
然
環
境
の
問
題
、
そ
し
て
地
球
環
境
の
問
題
、

さ
ら
に
は
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
関
し
て

も
環
境
の
問
題
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
、

健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
、
人
と
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
が
保
た
れ
た
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ

る
美
し
い
環
境
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
地
球
環
境
問
題

の
解
決
に
貢
献
す
る
道
路
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

5

歩
行
者
･
自
転
車
の
た
め
の
空
間
整
備

高
齢
者
や
障
害
者
を
含
め
た
道
路
利
用
者
が
安
心
し
て

日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
｢人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
｣

の
観
点
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
歩
道
の
整
備
、

幅
の
広
い
歩
道
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
備
等

を
推
進
す
る
。
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参考 1 自動車 N o x 法の体系図

特定蝋
(第6条 ･政令で指定)

自動車交通の集中している地域

都道府県の中出
都道府県の意見照会

〔施策の大枠を策定〕

総量削減基本方針
(第6条 ･国が決定)

･総量削減に関する目標
= 特定地域において、 二酸化窒素に係
る大気環境基準を平成12年度までに概
ね達成することを目標とする。

･総量削減計画の策定その他総量の削減
のための施策に関する基本的事項
①自動車単体対策の強化等
②車種規制の実施等
③低公害車の普及促進
④物流対策の推進
⑤人流対策の推進
⑥交通流対策の推進
⑦局地汚染対策の推進
⑧普及啓発活動の推進

･その他自動車排出窒素酸化物の削減に
関する重要な事項
①地方公共団体間の連携
②総量削減計画の進行管理
③調査研究

〔実施すべき施策に関する計画〕

総量削減計画
(第7条 ･知事が策定)

･削減目標量
･計画の達成の期間及び方途

内閣総理大臣

計画の承認
都道府県

国の援助

(第15条)

協議
関係大臣

意見を
聴く

都道府県

･特定地域内に使用の本拠を有する貨物自動車、 バス及び特種自動車 (貨物自動車及
びバスをペースにしているもの) で、 特定自動車排出基準 (下図) に適合しないも
のは、 使用できなくなる。

車両総重量区分 特定自動車排出基準

2.5 t以下 最新規制ガソリン車並

2.5 t超5 t以下 最新規制副室式車並

5 t超 最新規制直噴式車並

使用過程車には適用猶予期間が設定されている。

(初度登録日からの年数) (ナンバープレートの分類番号)

普通貨物自動車 9年 1及びlo~ 19

小型貨物自動車 8年 4及び40~ 49, 6及び60~ 69

大型バス(定員30人以上) 12年 2及び20~ 29

マイクロバス(定員11人以上30人未満) 10年 2及び20~ 29 (一部5及び50~ 59)

8及び80~ 89 l (一部7及び70~ 79)特種自動車(貨物車‐バスがペースのもの) m年

車種規制は、 道路運送車両法により担保される(基準不適合車への車検証不交付)。

その他の施策

(施策の所掌大臣、 知事)

低公書中の普及(電気自動車、 天然ガス自動中等の普及促進)
物流対策(共同諭配送の推進、 物流施設の適正配置等)
人流対策(公共交通機関の整備、 乗継ぎ利便性向上等)
交通流対策(バイパスの整備、 交通管制の高度化等)

目群錫三豊ボ業所管大臣
　　

都道府県→環境庁長官
総量削減計画策定協議会
(第8条)

･知事
･公安委員会
･関係市区町村
関係地方行政機関
(国の地方支分部局等)

≧資料 :環癪庁



参考 2 環境基本計画の枠組み

環境基本計画
策定意義
･ 2 1世紀半ばを展望して、 環境基本法の理念を受けた環境施策の基本的考え方と長期的な
目標を示すとともに、 2 1世紀初頭までの施策の方向を明らかにするもの

基本的考え方
･環境の恵沢の享受と継承
･人類共有の生存基盤であ
る有限な地球環境の維持

環境政策の基本方針
長期的な目標

｢循環｣
環境への負
荷の少ない
循環を基調
とする経済
社会システ
ムの実現

｢共生｣
自然と人間
との共生の
確保

｢参加｣
公平な役割
分担の下で
のすべての
主体の参加
の実現

｢国際的
取組｣

国際的取組
の推進

国 有鶏契るこ 侮系:≧ら才巨例蜜襲

の開発
長期的な目標の達成状況や目標

と施策との関係等を具体的に示す
総合的な指標 (指標群) の開発を
早急に進め、 今後、 その成果を得
て、 環境基本計画の実行 ･見直し
等の中で活用

ノ8 道イテセ 95.6

施策の展開
循環 共生 参加 国際的取組

基本的な方向
･予防原則に基づき、 経済
社会システムにおける物質
の循環をできる限り確保
･必要に応じて目標や指針
を設定し計画的に施策を実
施

個別の施策
･大気環境の保全
･水環境の保全
･土壌 ･地盤環境の保全
･廃棄物 ･リサイクル対策
･化学物質の環境リスク対
策

･技術開発等に際しての環
境配慮及び新たな課題の
対応

基本的な方向
･多様な生態系の健全性を
維持 ･回復し、自然と人間
との豊かなふれあいを保ち
共生を確保
･自然と人間との共生のあ
らゆる局面において適切な
施策を展開
･必要に応じて目標や指針
を設定し計画的に施策を実
施

個別の施策
･国土空間の自然的社会的
特性に応じた自然と人間と
の共生
･生物多様性の確保及び野
生生物の保護管理
･地域づくり等における健
全で恵み豊かな環境の確保
とその活用

其本的な方向
･すべての主体が、 公平な
役割分担の下で、環境保全
に関する行動に参加する社
会を実現
･主体毎及び分野毎に期待
される役割を明記
･国自ら、 事業者 ･消費者
として期待される環境保全
行動に関する計画策定及び
率先実行

飼胆uの施策
･各主体の役割 (国、地方
公共団体、 事業者、 国民、
民間団体)
･各主体の自主的積極的行
動の促進 (環境教育 ･環境
学習の推進、 環境保全の具
体的行動、情報の提供)

晝逡アトぼりZはノリ1ロj
･地球環境保全は一国のみでは解
決できない人類共通課題
･我が国の能力を活かし、 その国
際社会に占める地位にふさわしい
国際的取組を積極的に推進

個別の施策
･地球環境保全等に関する国際協
力等の推進
･調査研究、 監視 ･観測等に係る
国際的な迎拶gの確保等
･地方公共団体又は民間団体等に
よる活動の推進
･国際協力の実施等に当たっての
環境配慮
･地球環境保全の関する国際条約
等に基づく取組

/±、通約基盤的施策の推進
･問題の性質に応じて、 多様な手法を適切に組み合わせ、 活用

環境影響評価等 規制的措置 経済的措置 社会資本整備等の事業
調査研究、監視 ･観測等の充実、適正な技術の振興等 環境情報の整備 ･
提供 公害防止計画 環境保健対策、公害紛争処理等

計画の効果的実施
実施体制と各主体の連主兜

目標の設定 財政措置等 各種計画と
の連携 計画の点検

･ 見直し



参考 3 中央環境審議会答申『今後の自動車騒音低減対策のあり方 (総合的施策)｣ (H 7 . 3 .31) の概要

①答中の背景

･道路交通騒音の低減対策については、従来から自動車単体対策、道路構造対策等の推進が図られてきたが、自動車交通量の増加等により、幹線道路の沿道地域を

中心に道路交通騒音は依然として厳しい状況である。このような状況の中、道路交通騒音の低減に係る有効な諸施策をさらに推進していく観点から中央環境審議

会へ諮問された。
･自動車騒音を含む交通公害対策のあり方については、昭和58年中央公害対策審議会答申において、発生源対策、道路構造対策等の既存の施策を推し進めるととも

に、物流対策、沿道土地利用対策を含めた総合的施策を推進すべきである視点が打ち出された。
･しかしながら、 10年あまりを経た現在、特に大都市地域では、産業構造、市構造及びっ生活様式の大きな変化の中で、58年答申が目指した大型車交通の分離、幹

線道路沿道の非住居化といった状況には必ずしも至っていない。

②今後の自動車騒音低減対策の基本的考え方

･自動車騒音削減対策の基本理念
自動車単体対策、道路構造対策、交通流対策及び沿道対策を適切に組み合わせて、総合的かつ計画的に道路交通問題の解決を図るべき。

自動車単体対策
平成7年2月28日の中央環境審議会答申等に示された低減目標の早期実現に向けて鋭意努力を行うべき。

･幹線道路沿道における住宅立地
騒音が著しい又は著しくなることが予測される幹線道路沿道においては、非住居系の土地利用が望ましい。また、その他の幹線道路の沿道においても、住宅供給

の必要性等から住居の立地が避けられない実態があることから、住居立地に当たっては、地域の特性に応じて、騒音の影響を受けにくいものにすることが必要。

･都市構造等の変革
環境保全の観点から望ましい交通体系を形成するためには、大都市への機能集中の抑制を回りつつ公共交通機関の整備、新たな物流システムの導入、中距離の物

流拠点間の幹線輸送を中心とした鉄道及び海運の積極的な活用を通じた適切な輸送機関の選択の推進等、自動車交通の需要を調節する交通需要マネジメント施策、
広域物流ネットワークや広域物流拠点の形成や環状道路等の整備等都市内への大型貨物車の流入を避けるための施策を、都市構造等を変革する観点から実施して

いくことが必要。
このような変革を促進する手段の一つとして、諸外国において実施または計画されている経済的な負担措置等をわが国に適用した場合の自動車騒音防止上の効果

③今後講ずべき自動車騒音低減対策

イ 既設の一般幹線道路

自動車騒音低減対策の方向と当面の目標
道路構造対策、交通流対策と沿道対策が一体となり、かつ、道路直近の地域と背後地とが一体となった、地域を中心とする自動車騒音低減対策に関する基本的な

方針を策定することが必要。
夜間に要請限度を超過する等騒音のレベルが高く、沿道に住居が集合している等対策が比較的困難である区間を優先的に各種施策を実施。
環境基準の達成になお長期間を要する区間については、21世紀初頭までに道路に面して立地する住宅等の騒音を夜間に概ね要請限度以下に、その背後の沿道地域

の騒音を夜間に概ね環境基準に抑えることを当面の目標。

･可能な限り道路構造対策

･防音性能に優れた住宅の誘導
沿道に立地する住宅は、地域の特性に応じて、防音性能が高く騒音の影響を受けにくい建築物であることが必要。

　
･騒音に強い沿道空間の形成の促進
沿道整備計画の策定、土地区画整理事業及び市街地再開発事業の整備手法を活用により、騒音に強い街並み形成を目指すべき。

ロ 既設の自動車専用道路

･自動車単体対策、道路構造対策、交通流対策により騒音問題の解決を図りつつ、既設の一般幹線道路の施策を講じていくべき。

ノ･ 新設道路の計画時の自動車騒音低減対策

･道路の計画段階において、当該道路から市街地以外を通過する場合には、可能な限り人家連担部を避けることが必要。
また、特に大都市圏での幹線道路の新設に当たっては、交通、騒音、沿道の状況等を勘案しつつ、必要に応じて、半地下又は地下化を検討することが必要。

交通流対策

･交通管理の実施
夜間時間帯の速度規制、夜間、週末における都市部への大型貨物車の進入禁止あるいは進入規制等の交通規制の実施を検討するとともに、交通管制システム、信

号機の高度化及び情報提供システムの整備等により騒音の低減。

･バイパス ･環状道路の整備等による道路交通ネットワークの形成
沿道の環境保全に配慮しつつ、道路ネットワークの整備を推進

･道路利用者の規範意識の確立
速度違反、過積載による違法連行等を防止し、道路利用者の規範意識の確立を図るべく、

･新技術の研究開発の促進
低騒音舗装、裏面吸音板等の新技術の普及に向けた研究･開発を鋭意推進するべき。　
･騒音の評価方法等の必要性
全国の騒音の状況を的確に評価するためのデータの収集方法等の調査体系について検討することが適当。

、防音性能に優れた住居の誘導
“ “ ■ l騒音が著しい又は著しくなることが予想される幹線道路沿道に立地する住宅については、防音性能が高く騒音の影響を受けにくい建築物とすることが必要。

また、防音性能に配慮した住宅の構造 ･使用に関する規定及び財政的な誘導措置について検討が必要。
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参考 4 環境政策大綱の概要

l環 境 政 策 の 推 進 方 策 l 環境政策の推進体制 l環境に対する基本認識と環境政策の理念 l

健全で恵み豊かな環境を保全しつつ、 ゆとりとうるおいのある美

しい環境を創造し、 地球環境問題に貢献することが建設行政の本

来的使命であることを認識

環境を建設行政の内部目的化

①国民と行政が協力して進める環境
①各分野の環境計画及び環境施策の長期計画

の作成
保全 ･環境創造
･事業内容や環境保全施策などに

②建設産業における環境施策への取
組みの充実

③環境技術開発と環境教育の充実

･環境アドバイザー制度等による　　 　第三者の意見の積極的反映

国土形成

における

環境政策
の

理念

①ゆとりとうるおいのある美 い ･環境の創造と継承

②健全で恵み豊かな環境の保全

③地球環境問題への貢献と国際協力の推進

⑤環境リーディング事業の推進

ア 環境共生住宅、環境
低負荷型建築物

･太陽エネルギーの活用

雨水 ･排水の再利用等

により、 省エネ、 リサ

イクル及び自然環境と

の調和を図る先導的な

住宅 ･建築物の普及等

を図る

イ エコシティ (環境共 ウ 多自然型川づくり エ エコロード

･自然との調和を目指し

たルート選定等を行い

地形 ･植生の大きな改

変を避けるための構造

形式を採用。 けもの道

の確保等生態系全般と
共生を図る構造等採用

オ 環境と共生した公共

建築物
･省資源 ･省エネに配慮

した建築材料、 機材の

活用やまちなみと調和

のとれた設計、 緑化を

取り入れる等、 立地条

件、 規模等に応じた対

策を講じる

力 下水処理水の再利用 キ 自然生態観察公園
生都市)

･都市環境計画に基づき

省エネ、 リサイクル、
水循環等の先導的な環

境保全 ･創造施策や技

術を導入しモデル的都

市環境整備を推進

･自然の川の持つ多様な

機能を尊重し、 多様]性

に富んだ環境の保全、
生物の良好な生息 ･生

育環境及び自然の川ら

しい美しい風景を保全

･創出

･熱利用等を行う下水

道事業
･下水処理水、 熱、 下水

汚泥などを資源 ･エネ

ルギー源としての有効

利用を推進し、 リサイ

クル社会の実現を図る

(アーバンエコロシー

パーク)

･小動物の生息地、 代表

的な植物群落など質の

高い緑地環境の保全 ･
創出を図り、 人間と生

物がふれあえる拠点整

備を推進

資料 "建設省



　　
　

　
　

謳

道
路
環
境
訴
訟
⑭
判
例
の
紹
介

　
　　

　
　

簾特

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

一
道
路
環
境
訴
訟
の
概
要

い
わ
ゆ
る
道
路
環
境
訴
訟
は
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
振

動
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
と
沿
道
住
民
の
健
康
被
害
に
つ

い
て
争
わ
れ
て
い
る
も
の
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

道
路
環
境
訴
訟
の
判
決
と
し
て
は
、
大
型
訴
訟
で
は
昭

和
六
一
年
に
神
戸
地
方
裁
判
所
で
言
い
渡
さ
れ
た
、
国
道

四
三
号
騒
音
排
出
ガ
ス
差
止
請
求
事
件
の
判
決
が
最
初
の

判
決
と
な
る
o

本
稿
で
は
、
国
道
四
三
号
訴
訟
、
そ
れ
以
前
に
出
さ
れ

た
高
速
道
路
の
建
設
差
止
事
件
の
決
定
で
あ
る
阪
神
高
速

道
路
建
設
差
止
仮
処
分
事
件
、
西
淀
川
訴
訟
、
川
崎
訴
訟

か
ら
、
差
止
請
求
、
騒
音
･
振
動
、
排
ガ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ

の
論
点
に
分
け
て
、
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
一
差
止
請
求
の
検
討

1

は
じ
め
に

道
路
環
境
訴
訟
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
大
気
汚
染
や
騒

音
等
の
差
し
止
め
を
請
求
し
て
い
る
。

そ
の
請
求
の
方
法
は
道
路
管
理
者
の
不
作
為
を
求
め
る

形
を
と
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
差
し
止
め
を
求
め
る
根
拠

も
人
格
権
や
環
境
権
等
を
主
張
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
い

く
つ
か
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。

2

裁
判
例

=

阪
神
高
速
道
路
建
設
差
止
請
求
事
件

(S
四
八
･
五
･

=
神
戸
地
裁
尼
崎
支
部
決
定
)

一
般
国
道
四
三
号
沿
線
に
居
住
す
る
住
民
ら
が
、
四
三

号
に
接
し
て
又
は
上
部
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
阪

神
高
速
道
路
大
阪
西
宮
線
の
建
設
差
し
止
め
を
求
め
、
仮

処
分
申
請
を
行
っ
た
事
件
で
あ
る
。

(仮
処
分
申
請
と
は
、
民
事
訴
訟
の
一
つ
で
あ
る
が
、

本
来
の
裁
判
の
判
決
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
自
己
の
権
利

が
侵
害
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
で
は
権
利
の
回
復
を
行

う
こ
と
が
相
当
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
に
お
い
て
、

本
訴
の
前
に
簡
易
迅
速
な
手
続
き
で
裁
判
所
が
決
定
を
も
っ

て
行
う
も
の
で
あ
り
、
通
常
、
家
屋
明
け
渡
し
訴
訟
等
を

行
う
際
に
裁
判
中
に
当
該
家
屋
が
第
三
者
に
わ
た
る
の
を

防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
仮
処
分
は
あ
く
ま

で

｢仮
の
処
分
｣
で
あ
る
の
で
、
仮
処
分
が
認
め
ら
れ
た

場
合
も
必
ず
本
訴
を
起
こ
し
て
正
式
な
判
決
を
得
る
必
要

が
あ
る
。
仮
処
分
申
請
事
件
の
場
合
は

｢原
告
｣
に
当
た

る
の
が

｢申
請
人
｣、
｢被
告
｣
に
当
た
る
の
が

｢被
申
請

人
｣
で
あ
り
、
｢判
決
｣
に
当
た
る
の
が

｢決
定
｣
で
あ



る
。
)そ

の
差
止
請
求
の
内
容
は

｢本
件
高
速
道
路
の
建
設
に

よ
っ
て
自
動
車
交
通
量
は
倍
増
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
騒
音

や
排
出
ガ
ス
も
倍
増
す
る
ほ
か
、
日
照
、
通
風
、
電
波
の

障
害
が
発
生
し
、
ま
た
、
工
事
中
の
騒
音
、
振
動
に
よ
り

被
害
を
受
け
る
｣
と
し
て
工
事
の
禁
止
を
求
め
た
。

差
止
請
求
の
根
拠
と
し
て
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活
を

維
持
し
、
平
穏
な
環
境
を
享
受
す
る
権
利

｢生
存
権
｣

｢人
格
権
｣
｢環
境
権
｣
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
い
る
。

裁
判
所
は
、
こ
の
請
求
に
対
し
、

①

被
申
請
人

(阪
神
高
速
道
路
公
団
)
は
本
件
道
路

開
通
後
、
一
定
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
建
設
工
事

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

も
し
、
こ
の
基
準
を
超
え
た
時
は
直
ち
に
道
路
整

備
、
交
通
規
制
等
の
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⑧

毎
年
一
回
の
交
通
量
と
騒
音
値
の
測
定
を
義
務
づ

け
、
四
三
号
と
阪
神
高
速
大
阪
西
宮
線
の
合
計
交
通

量
を
一
日
当
た
り
一
五
万
台
以
下
に
制
限
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

と
決
定
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は

①

居
住
環
境
に
関
す
る
権
利
は
、
現
在
の
利
益
を
正

当
に
保
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
占
有
権
に
近
似

す
る
。

②

住
民
が
住
居
と
直
接
関
わ
り
の
な
い
地
域
環
境
に

つ
い
て
、
そ
の
保
全
を
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

③

住
民
が
現
に
享
受
し
て
い
る
環
境
利
益
は
、
正
当

に
保
護
さ
れ
る
べ
き
法
益
で
あ
り
、
不
当
に
住
居
環

境
を
悪
化
さ
せ
た
者
は
、
不
法
行
為
者
と
し
て
賠
償

責
任
を
負
う
。

④

現
に
環
境
利
益
を
享
受
し
て
い
る
住
民
は
、
そ
の

住
居
環
境
へ
の
不
当
侵
害
を
事
前
に
拒
絶
し
、
未
然

に
防
止
し
得
る

｢環
境
利
益
不
当
侵
害
防
止
権
｣
を

有
し
て
い
る
o

と
し
た
。

②

国
道
四
三
号
事
件

(第
一
審

S
六

一
･
七
･
一
七

神
戸
地
裁
判
決
)

前
述
の
阪
神
高
速
の
仮
処
分
事
件
の
決
定
か
ら
約
三
年

後
、
国
道
四
三
号
及
び
阪
神
高
速
道
路
大
阪
神
戸
線

(大

阪
西
宮
線
が
完
成
し
、
神
戸
西
宮
線
と
大
阪
西
宮
線
が
直

通
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
大
阪
神
戸
線
と
称
す
る
)

の
兵
庫
県
内
の
沿
線
住
民
が
騒
音
、
排
ガ
ス
の
差
し
止
め
、

及
び
損
害
賠
償
を
求
め
て
神
戸
地
裁
に
提
訴
し
た
も
の
で

あ
る
。

原
告
ら
は
や
は
り
人
格
権
及
び
環
境
権
に
基
づ
き
そ
の

差
し
止
め
を
求
め
た
。

判
決
は
、

｢本
件
差
止
請
求
は
、
原
告
ら
に
対
す
る
侵
害
の
結
果

の
差
し
止
め
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
不
作
為
を
求

め
る
具
体
的
行
為
を
特
定
せ
ず
、
ま
た
被
告
各
自
の
義
務

の
範
囲
も
特
定
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
不
適
法
と
し
て

却
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。｣
と
し
、
請
求
の
趣
旨
が
不

特
定
で
あ
る
か
ら
却
下
し
、
さ
ら
に
、
い
く
つ
か
考
え
ら

れ
る
差
し
止
め
を
満
足
す
る
方
法
を
以
下
の
と
お
り
列
挙

し
、
民
事
訴
訟
に
よ
る
こ
と
の
不
適
法
性
を
確
認
し
た
。

①

｢道
路
管
理
権
の
行
使
と
し
て
、
道
路
幅
員
の
減

少
や
シ
ェ
ル
タ
ー
化
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ

は
不
可
避
的
に
道
路
行
政
権
の
行
使
の
取
消
変
更

な
い
し
そ
の
新
た
な
発
動
を
求
め
る
請
求
を
包
含

す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
民
事
訴
訟
と

し
て
は
不
適
法
な
も
の
で
あ
る
。｣

②

｢道
路
行
政
権
の
行
使
と
し
て
、
路
線
の
廃
止
、

供
用
の
廃
止
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
行
政
処
分
の

発
動
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
民
事
訴
訟
と

し
て
は
不
適
法
で
あ
る
。｣

ま
た
、
差
し
止
め
を
求
め
る
根
拠
の
権
利
に
つ
い
て
は
、

｢人
格
権
は
実
定
法
上
の
根
拠
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
て
、

私
法
上
の
権
利
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て

解
釈
上
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
た
認
め
る
必

要
も
な
い
。｣
と
し
、
環
境
権
に
つ
い
て
も
、
｢実
定
法
上

の
根
拠
が
な
く
、
そ
の
存
在
を
認
め
た
裁
判
例
は
一
つ
も

な
く
、
逆
に
そ
の
存
在
を
否
定
し
た
も
の
は
数
多
く
存
在

す
る
も
の
で
あ
り
、
学
説
上
も
環
境
権
概
念
の
も
つ
致
命

的
欠
陥
を
指
摘
す
る
も
の
が
多
数
存
在
す
る
。｣
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
一
審
判
決
で
は
差
止
請
求
を
不
適

法
な
も
の
と
し
て
却
下
し
た
う
え
、
人
格
権
、
環
境
権
に

つ
い
て
も
そ
の
権
利
の
存
在
を
否
定
し
た
も
の
に
な
っ
て
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い
る
。

③

国
道
四
三
号
事
件

(第
二
審

H
四
･
二
･
二
〇
大

阪
高
裁
判
決
)

前
記
の
神
戸
地
裁
の
判
決
に
つ
き
原
告
、
被
告
の
双
方

と
も
原
判
決
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
、
そ
の
判
決
で
差
止

請
求
に
つ
い
て
新
た
な
判
断
が
出
さ
れ
た
。

｢原
告
ら
の
請
求
は
要
す
る
に
被
告
ら
に
対
し
、
被
告
ら

が
本
件
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
に
よ
っ
て
発
生
す
る
騒

音
等
を
、
一
定
数
値
を
超
え
て
原
告
ら
の
居
住
敷
地
内
に

侵
入
さ
せ
て
、
自
動
車
の
走
行
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
抽
象
的
不
作
為
に
よ
る
差
し
止
め

を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る

た
め
に
は
少
な
く
と
も
原
告
ら
に
属
す
る
排
他
的
な
権
利

の
違
法
な
侵
害
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と

し
た
。

さ
ら
に

｢人
は
平
穏
裡
に
健
康
で
快
適
な
生
活
を
享
受

す
る
利
益
を
有
し
、
か
か
る
人
格
的
利
益
の
保
障
さ
れ
た

人
の
地
位
は
、
排
他
的
な
権
利
と
し
て
の
人
格
権
と
し
て

構
成
さ
れ
る
に
値
す
る
。]
と
し
、
人
格
権
を
本
件
差
止

請
求
の
根
拠
と
な
り
得
る
と
し
た
。
(も
っ
と
も
差
し
止

め
が
容
認
さ
れ
る
の
は
侵
害
が
基
本
的
に
違
法
と
判
断
さ

れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
し
て
い
る
。)

な
お
、
環
境
権
に
つ
い
て
は
否
定
し
た
。

さ
ら
に
、
原
告
ら
の
請
求
は
物
的
整
備
の
設
置
等
の
事

実
行
為
も
想
定
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
公
権
力
の
発
動
を
求

め
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
民
事
訴
訟
上
の
請
求
と
し
て

許
容
さ
れ
る
と
し
た
。

こ
れ
ら
を
総
合
し
、
｢原
告
ら
の
差
止
請
求
は
そ
の
主

張
す
る
保
護
法
益

(人
格
権
)、
差
し
止
め
と
し
て
被
告

ら
に
お
い
て
何
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
趣
旨
の
特
定
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な

い
。｣

｢そ
し
て
そ
の
実
効
の
た
め
に
、
ど
の
手
段
を
選
ぶ
か
は

本
来
被
告
ら
の
領
域
の
選
択
の
自
由
に
属
す
る
こ
と
で
あ
っ

て
そ
れ
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣

｢な
お
、
強
制
執
行
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も

間
接
強
制
と
い
う
最
小
限
度
の
方
法
の
裏
打
ち
は
存
す
る

の
で
あ
る
。
｣

と
し
て
、
差
止
請
求
自
体
は
適
法
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

そ
し
て
、
原
告
ら
の
被
害
は
生
活
妨
害
に
止
ま
る
も
の

で
あ
る
と
し
、
本
件
道
路
の
公
共
性
と
比
較
し
、
差
止
請

求
の
関
係
で
は
、
原
告
ら
の
被
害
は
未
だ
社
会
生
活
上
受

忍
す
べ
き
限
度
を
超
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
差

止
請
求
を

｢棄
却
｣
し
た
。

印

西
淀
川
訴
訟
第
一
審
判
決

(大
阪
地
裁
H
三
･
三
･

二
九
判
決
)

西
淀
川
訴
訟
は
、
大
阪
市
西
淀
川
区
に
居
住
し
、
公
害

健
康
被
害
補
償
法
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
患
者
及
び
そ
の

相
続
人
ら
が
、
同
区
及
び
隣
接
す
る
地
域
に
事
業
所
を
有

す
る
企
業
一
〇
社
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
及
び
阪
神
高

速
道
路
公
団
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
排
出
さ
れ
た
大
気

汚
染
物
質
に
よ
り
健
康
等
の
被
害
を
受
け
た
と
し
て
、
大

気
汚
染
物
質
の
排
出
差
止
及
び
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
も

の
で
あ
る
。

(な
お
、
企
業
は
平
成
七
年
三
月
二
日
原
告
側
と
和
解

し
た
。
)

そ
の
中
に
お
け
る
差
止
請
求
に
つ
い
て
の
判
断
は
、

｢原
告
ら
の
右
請
求
は
一
定
の
結
果
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ

と
、
即
ち
、
被
告
ら
が
何
ら
か
の
措
置
を
行
う
こ
と

(作

為
)
に
よ
り
、
原
告
ら
の
居
住
地
に
お
い
て
の
汚
染
濃
度

を
一
定
の
数
値
以
下
の
状
態
と
な
る
こ
と

(結
果
)
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
が
、
原
告
ら
の
請
求
で
は
、
被
告
ら
に

お
い
て
如
何
な
る
行
為
を
な
す
べ
き
か
明
確
で
は
な
く
、

被
告
ら
が
履
行
す
べ
き
義
務
の
内
容
が
特
定
さ
れ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
ら
の
請
求
は
不
適
法
で
あ
り
、

却
下
を
免
れ
な
い
。｣
と
し
た
。

③

川
崎
訴
訟
第
一
審
判
決

(H
六
･
一
･
二
五
横
浜
地

裁
川
崎
支
部
判
決
)

川
崎
市
川
崎
区
及
び
同
市
幸
区
に
過
去
又
は
現
在
に
お

い
て
居
住
し
、
公
害
健
康
被
害
補
償
法
の
認
定
を
受
け
た

患
者
や
相
続
人
ら
が
、
川
崎
市
川
崎
区
に
事
業
所
を
有
す

る
企
業
ニ
ニ
社
、
及
び
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
及
び
首
都

高
速
道
路
公
団
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
排
出
さ
れ
た
大

気
汚
染
物
質
に
よ
り
健
康
等
の
被
害
を
受
け
た
と
し
て
、

大
気
汚
染
物
質
の
排
出
差
止
及
び
損
害
賠
償
を
請
求
し
た

も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
に
お
け
る
差
止
請
求
に
つ
い
て
の
判
断
は
、

｢被
告
ら
あ
る
い
は
強
制
執
行
に
当
た
る
執
行
機
関
が
、
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原
告
ら
の
居
住
地
に
お
い
て
、
請
求
の
項
記
載
の
違
反
状

態
が
生
じ
た
か
否
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で

あ
り
、
仮
に
認
識
が
可
能
で
あ
っ
て
も
、
違
反
状
態
が
被

告
企
業
ら
の
事
業
所
あ
る
い
は
本
件
道
路
の
み
か
ら
排
出

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
も
事
実
上
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
原
告
の
請
求
の
実
現
は
不
可
能
と
言
う
べ

き
で
あ
り
、
ま
た
、
被
告
企
業
ら
が
ど
の
よ
う
な
方
法
を

な
す
べ
き
か
明
確
で
な
く
、
本
案
判
決
の
対
象
と
な
る
訴

訟
物
な
い
し
訴
訟
上
の
請
求
が
特
定
し
て
い
な
い
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。｣
と
し
て
本
件
差
止
請
求
を
不
適
法
と
し

て
却
下
し
た
。

3

ま
と
め

道
路
環
境
訴
訟
に
お
け
る
判
決
の
差
止
請
求
に
か
か
る

部
分
を
紹
介
し
た
が
、
四
三
号
控
訴
審
判
決
に
お
い
て
は
、

は
じ
め
て
｢請
求
の
趣
旨
は
特
定
さ
れ
て
い
る
｣
と
し
て
、

｢棄
却
｣
の
判
断
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
裁
判
に
つ
い
て
は
現
在
最
高
裁
の
最
終
的
な
判
断

を
待

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三

道
路
騒
音
に
関
す
る
国
道
四
三
号
訴
訟
判

決
に
お
け
る
判
決
理
由
抜
粋

道
路
騒
音
･
振
動
に
関
す
る
訴
訟
と
し
て
代
表
的
な
、

国
道
四
三
号
訴
訟
の
第
一
審
判
決
は
昭
和
六
一
年
七
月
一

七
日
に
言
い
渡
さ
れ
、
第
二
審
判
決
は
平
成
四
年
二
月
二

〇
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
の
騒
音
に
関
す
る
記
述
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

本
稿
で
は
争
点
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
騒
音

に
関
す
る
項
目
ご
と
に
第
一
審
判
決
の
理
由
要
旨
、
次
に

第
二
審
判
決
の
理
由
要
旨
を
並
べ
て
記
す
こ
と
と
し
た
。

1

本
件
道
路
端
に
お
け
る
騒
音
の
実
情

本
件
道
路
端
に
お
け
る
騒
音
の
実
情
は
各
種
証
拠
を
総

合
し
て
以
下
の
よ
う
に
判
示
さ
れ
た
。

(第
一
審
判
決
)

｢本
件
各
市
内

(尼
崎
、
西
宮
、
芦
屋
、
神
戸
)
の
本
件

道
路
端
に
お
け
る
騒
音
レ
ベ
ル
は
、
測
定
地
点
に
よ
り
多

少
の
差
が
あ
り
、
そ
の
測
定
が
開
始
さ
れ
た
同
四
七
な
い

し
四
九
年
こ
ろ
か
ら
現
在
ま
で
若
干
の
幅
で
増
減
を
繰
り

返
し
て
い
る
も
の
の
、
右
期
間
全
体
を
通
じ
て
は
増
加
･

減
少
い
ず
れ
の
傾
向
を
も
示
さ
ず
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態

で
あ
り
、
各
時
間
帯
ご
と
の
騒
音
レ
ベ
ル
(L
五
○
)
は
、

日
曜
や
年
末
年
始
の
一
部
の
期
間
な
ど
を
除
い
て
、
朝
方

が
七
〇
ホ
ン
前
後
か
ら
八
〇
ホ
ン
余
り
、
昼
間
が
七
〇
ホ

ン
台
か
ら
八
〇
ホ
ン
余
り
、
夕
方
が
七
〇
ホ
ン
前
後
か
ら

八
〇
ホ
ン
、
夜
間
が
六
〇
ホ
ン
台
か
ら
七
〇
ホ
ン
台
の
間

を
示
し
、
そ
の
平
均
値
は
、
朝
方
及
び
昼
間
が
七
〇
ホ
ン

余
り
、
夕
方
及
び
夜
間
が
六
〇
数
ホ
ン
、
二
四
時
間
平
均

値
は
七
〇
ホ
ン
前
後
で
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
全
部
の
測
定

地
点
及
び
時
間
帯
に
お
い
て
環
境
基
準
を
上
回
り
、
要
請

限
度
を
上
回
る
こ
と
さ
え
少
な
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。｣

(第
二
審
判
決
)
-

第
一
審
判
決
と
同
じ
。

2

聴
覚
障
害
に
つ
い
て

原
告
ら
が
訴
え
て
い
た
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
は
以
下
の

と
お
り
判
示
し
、
一
、
二
審
と
も
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
た
。

(第
一
審
判
決
)

｢
(各
種
証
拠
を
)
総
合
す
れ
ば
、
聴
力
保
護
の
た
め
の
騒

音
レ
ベ
ル
の
許
容
基
準
を
設
定
す
る
に
つ
い
て
は
、
そ
の

保
護
の
目
的
と
す
る
聴
力
損
失
の
範
囲
、
そ
の
保
護
の
対

象
と
す
る
集
団
の
範
囲
、
許
容
値
に
見
積
る
安
全
幅
の
範

囲
な
ど
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
が
、
各
種
機
関
や
研
究
者

な
ど
に
よ
り
、
ほ
ぼ
七
○
な
い
し
九
〇
ホ
ン
の
レ
ベ
ル
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
件
道
路

端
に
お
い
て
長
時
間
か
つ
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
騒

音
暴
露
を
受
け
た
場
合
、
聴
力
に
影
響
の
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
が
、
原
告
ら
の
現
実
の
生
活
に
お
け
る
居
住
場
所

や
そ
の
時
間

(外
出
や
居
宅
内
で
の
生
活
時
間
な
ど
)
を

考
慮
す
る
と
、
本
件
道
路
騒
音
に
よ
っ
て
聴
力
に
影
響
が

生
じ
た
り
、
難
聴
に
な
る
な
ど
の
お
そ
れ
は
極
め
て
低
く
、

そ
の
蓋
然
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

本
件
道
路
騒
音
と
原
告
ら
の
聴
力
に
関
す
る
前
記
の
愁
訴

と
の
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
｣



(第
二
審
判
決
)

｢
(第
一
審
に
お
け
る
認
定
事
実
、
各
種
研
究
等
を
)
考
慮

す
る
と
、
本
件
道
路
か
ら
の
騒
音
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も

恒
常
的
な
聴
力
低
下
や
難
聴
に
な
る
可
能
性
は
、
殆
ど
考

え
ら
れ
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
原
告

ら
は
聴
力
障
害
に
関
す
る
診
断
書
等
を
一
切
提
出
し
て
い

な
い
の
で
、
原
告
ら
の
供
述
や
主
観
的
な
訴
え
の
み
で
は
、

本
件
道
路
か
ら
の
騒
音
が
原
因
で
聴
力
低
下
が
も
た
ら

さ
れ
た
と
す
る
に
は
、
証
拠
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
｣

3

睡
眠
妨
害
に
つ
い
て

睡
眠
妨
害
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
判
示
し
、
｢

二
審
と
も
原
告
の
な
か
に
は
条
件
次
第
で
は
睡
眠
妨
害
と

道
路
騒
音
の
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も

あ
る
と
し
た
。

(第
一
審
判
決
)

｢
(各
種
証
拠
を
)
総
合
す
れ
ば
、
睡
眠
妨
害
を
避
け
る
た

め
の
騒
音
レ
ベ
ル
の
許
容
基
準
を
設
定
す
る
に
つ
い
て
は
、

各
種
の
研
究
に
よ
り
、
就
眠
妨
害
、
覚
醒
、
睡
眠
深
度
の

浅
化
、
睡
眠
中
の
生
理
的
変
化
等
が
騒
音
の
影
響
と
し
て

生
じ
る
こ
と
や
そ
の
騒
音
レ
ベ
ル
と
の
関
係
な
ど
も
次
第

に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
右
影
響
の
持
つ
意
義
の
解
明

は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
睡
眠
妨
害
の
内
容
や

程
度
の
と
ら
え
方
の
相
違
に
よ
り
、
許
容
さ
れ
る
騒
音
レ

ベ
ル
に
も
差
異
が
あ
り
、
各
種
機
関
や
研
究
者
な
ど
に
よ

り
、
夜
間
の
屋
外
騒
音
レ
ベ
ル
を
、
L
e
q
三
〇
な
い
し

四
〇
ホ
ン
、
あ
る
い
は
低
周
波
六
〇
デ
シ
ベ
ル
、
高
周
波

五
〇
デ
シ
ベ
ル
な
ど
の
値
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

原
告
ら
の
居
宅
内
の
騒
音
レ
ベ
ル
は
、
最
高
で

(本
件
道

路
に
接
す
る
防
音
工
事
施
工
前
の
居
宅
で
窓
を
開
放
し
た

場
合
な
ど
)
六
〇
ホ
ン
台
、
最
低
で

(本
件
道
路
か
ら
離

れ
た
防
音
工
事
施
工
後
の
居
宅
で
窓
を
閉
鎖
し
た
場
合
な

ど
)
約
三
〇
ホ
ン
台
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
原
告
の

中
に
は
そ
の
睡
眠
を
と
る
際
の
条
件
い
か
ん
で
は
、
本
件

道
路
騒
音
に
よ
っ
て
、
睡
眠
に
対
す
る
影
響
を
受
け
る
者

の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
原
告
ら
の
睡
眠
妨
害
に

関
す
る
前
記
の
愁
訴
の
中
に
は
、
本
件
道
路
騒
音
と
の
因

果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
｣

(第
二
審
判
決
)

｢騒
音
の
睡
眠
に
対
す
る
研
究
は
、
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、

特
に
量
-
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
解
明
さ
れ
た

と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

し
て
、
夜
間
の
室
内
で
窓
を
閉
め
た
場
合
の
騒
音
値

(L

五
〇
値
で
最
高
四
三
デ
シ
ベ
ル

(A
)、
平
均
三
五
デ
シ

ベ
ル

(A
))
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
道
路
騒
音
が
原
告
ら

に
深
刻
な
睡
眠
妨
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
断
ず
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
疑
問
が
残
る
。

も
っ
と
も
道
路
騒
音
は
一
日
二
四
時
間
休
む
こ
と
な
く

日
夜
連
続
し
て
時
に
激
し
く
変
動
し
な
が
ら
続
く
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
原

告
ら
の
本
件
道
路
か
ら
の
騒
音
に
対
す
る
不
快
感
が
高
ま
っ

て
い
く
と
こ
ろ
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。

右
の
意
味
に
お
い
て
、
原
告
ら
は
、
そ
の
家
屋
構
造
や

生
活
形
態
等
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
本
件
道
路
か
ら
の

騒
音
に
よ
り
な
ん
ら
か
の
睡
眠
妨
害
を
受
け
て
い
る
と
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
住
宅
防
音
工
事
に
よ
っ
て
騒
音
の
被
害
は
あ
る

程
度
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
窓
を
開

け
る
夏
期
な
ど
を
考
え
る
と
、
防
音
工
事
に
よ
っ
て
睡
眠

妨
害
が
解
消
し
た
と
ま
で
は
断
じ
難
い
も
の
で
あ
る
。｣

4

そ
の
他
の
身
体
的
影
響

原
告
の
訴
え
る
そ
の
他
の
身
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
以

下
の
と
お
り
判
示
し
、
一
審
で
は
因
果
関
係
を
否
定
し
た

が
、
二
審
で
は
被
害
を
総
体
と
し
て
把
握
す
る
に
あ
た
り
、

一
つ
の
要
素
と
し
て
掛
酌
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

(第
一
審
判
決
)

｢
(各
種
証
拠
を
)
総
合
す
れ
ば
、
各
種
の
研
究
に
よ
り
、

騒
音
が
様
々
な
生
理
的
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
仕
組
み
や
健
康
へ
の
影
響
な
ど
に

つ
い
て
は
未
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
道
路

騒
音
と
原
告
ら
の
健
康
に
関
す
る
前
記
の
愁
訴
と
の
因
果

関
係
は
明
か
で
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。｣

(第
二
審
判
決
)

｢原
告
ら
に
負
荷
さ
れ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
と
、
原
告
ら
の

訴
え
て
い
る
個
々
の
頭
痛
、
胃
腸
の
不
調
、
高
血
圧
等
の



身
体
的
症
状
と
の
具
体
的
関
連
性
は
何
ら
明
確
で
な
く
、

個
別
に
因
果
関
係
を
是
認
す
る
に
足
る
証
拠
は
な
い
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
の
、
前
記
の
と
お
り
道
路
騒
音
が

沿
道
住
民
に
対
し
自
立
神
経
失
調
症
の
一
因
を
与
え
て
い

る
可
能
性
を
考
え
る
と
き
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
る
こ

と
は
、
本
件
に
お
け
る
被
害
を
総
体
と
し
て
把
握
す
る
に

あ
た
り
、

一
つ
の
要
素
と
し
て
掛
酌
す
る
必
要
が
あ
る
。｣

5

精
神
的
影
響

精
神
的
影
響
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
判
示
し
、
｢

二
審
と
も
不
快
感
･
情
緒
的
影
響
に
つ
い
て
因
果
関
係
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
と
し
た
。

(第
一
審
判
決
)

｢
(各
種
証
拠
を
)
総
合
す
れ
ば
、
騒
音
に
対
す
る
不
快
感
･

情
緒
的
影
響
は
、
個
人
差
や
地
域
的
相
違
が
あ
る
が
、
各

種
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
室
内
の
騒
音
レ
ベ
ル
が
三
五
ホ
ン

か
ら
五
〇
ホ
ン
台
で
過
半
数
の
人
々
が
こ
れ
を
訴
え
て
い

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
騒
音
に
よ
っ
て
も
右
影

響
が
生
じ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
原
告
ら
の
精
神
的

影
響
に
関
す
る
前
記
の
愁
訴
の
中
に
は
、
本
件
道
路
騒
音

と
の
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
｣

(第
二
審
判
決
)

｢日
夜
騒
音
に
曝
さ
れ
て
止
む
こ
と
の
な
い
渦
中
に
あ
る

沿
道
住
民
が
、
苛
立
ち
や
不
快
感
等
の
情
緒
的
被
害
を
訴

え
る
の
は
そ
れ
な
り
に
理
解
で
き
な
い
で
は
な
く
、
こ
う

し
た
苛
立
ち
や
不
快
感
や
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
的
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る

こ
と
も
、
も
と
よ
り
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

し
て
会
話
が
妨
害
さ
れ
る
等
の
障
害
を
克
服
す
る
た
め
に

特
別
の
精
神
的
緊
張
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
わ
ず
ら
わ
し
さ

な
ど
の
各
種
被
害
と
そ
れ
ら
の
悪
循
環
は
、
当
然
一
般
的

に
精
神
的
被
害
を
伴
っ
て
お
り
、
一
旦
妨
害
さ
れ
る
と
、

そ
の
妨
害
音
が
消
え
て
も
な
お
、
し
ば
ら
く
は
騒
音
へ
の

腹
立
た
し
さ
や
怒
り
が
持
続
す
る
な
ど
こ
れ
ら
の
被
害
は

互
い
に
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
各
被
害
と
一

体
と
な
っ
て
被
害
を
与
え
て
い
る
と
み
る
の
が
相
当
で

あ
る
。
｣

6

会
話
等
の
聴
取
妨
害

会
話
等
の
聴
取
妨
害
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
判
示

し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
も
あ
る
と
し
た
。

(第
一
審
判
決
)

｢
(各
種
証
拠
を
)
総
合
す
れ
ば
、
騒
音
の
会
話
や
テ
レ
ビ
･

ラ
ジ
オ
等
の
音
声
な
ど
の
聴
取
に
対
す
る
影
響
は
、
室
内

で
は
そ
の
騒
音
レ
ベ
ル
が
四
〇
ホ
ン
以
下
で
は
ほ
と
ん
ど

無
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
を
超
え
る
と
徐
々
に

影
響
が
増
大
し
、
五
○
な
い
し
六
〇
ホ
ン
台
で
支
障
が
生

じ
る
も
の
で
あ
り
、
原
告
ら
の
中
に
は
そ
の
時
間
帯
や
居

宅
の
条
件
い
か
ん
で
は
、
本
件
道
路
騒
音
に
よ
っ
て
、
会

話
等
の
聴
取
に
支
障
を
生
じ
る
者
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
り
、
原
告
ら
の
会
話
等
の
聴
取
妨
害
に
関
す
る
前
記

の
愁
訴
の
中
に
は
、
本
件
道
路
騒
音
と
の
因
果
関
係
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
｣

(第
二
審
判
決
)

｢検
証
が
実
施
さ
れ
た
六
戸
の
総
て
の
原
告
宅
に
お
い
て
、

窓
の
開
閉
に
係
わ
り
な
く
、
い
ず
れ
の
場
合
も

｢同
室
す

る
人
と
の
会
話
の
聞
き
取
り
に
支
障
は
な
か
っ
た
。｣
と

の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
全
原
告
宅
に
お
い
て
、

一
日
の
総
て
の
時

間
帯
に
わ
た
っ
て
、
会
話
に
支
障
が
な
い
と
ま
で
即
断
す

る
こ
と
は
相
当
で
な
い
。
｣

7

思
考
等
の
妨
害

思
考
等
の
妨
害
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
判
示
し
、

一
、
二
審
と
も
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

(第
一
審
判
決
)

｢
(各
種
証
拠
を
)
総
合
す
れ
ば
、
各
種
の
調
査
に
よ
っ
て
、

騒
音
レ
ベ
ル
が
五
〇
ホ
ン
台
で
作
業
能
率
の
低
下
を
訴
え

る
者
が
増
大
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
心
理
的

な
も
の
に
と
ど
ま
る
も
の
と
み
ら
れ
、
現
実
に
影
響
を
受

け
る
騒
音
レ
ベ
ル
は
九
〇
ホ
ン
程
度
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
か
ら
、
原
告
ら
の
前
記
精
神
的
影
響
に
関
す
る

愁
訴
と
は
別
個
の
思
考
等
の
妨
害
に
関
す
る
前
記
の
愁
訴

と
の
本
件
道
路
騒
音
と
の
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。｣
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(第
二
審
判
決
)

｢現
実
に
作
業
に
影
響
を
与
え
る
騒
音
レ
ベ
ル
は
九
〇
ホ

ン
程
度
で
あ
る
と
の
実
験
結
果
か
ら
す
る
と
、
前
記
精
神

的
影
響
と
は
別
個
の
読
書
、
思
考
、
学
習
等
の
妨
害
を
認

め
る
こ
と
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
｣

8

騒
音
ま
と
め

四
三
号
訴
訟
の
第
一
、
二
審
で
は
、
①
聴
覚
障
害
に
つ

い
て
は
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
、
②
睡
眠
妨
害
に
つ
い
て

は
条
件
次
第
で
は
睡
眠
妨
害
が
起
き
う
る
と
し
、
③
そ
の

他
の
身
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
一
審
で
は
否
定
し
、
二
審

で
は
自
立
神
経
失
調
症
に
つ
き
掛
酌
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
、
④
精
神
的
影
響
に
つ
い
て
は
一
、
二
審
と
も
不
快
感

程
度
を
認
め
、
⑤
会
話
等
の
聴
取
妨
害
に
つ
い
て
は
条
件

い
か
ん
で
は
認
め
、
⑥
思
考
等
の
妨
害
に
つ
い
て
は
認
め

ら
れ
な
い
と
し
、
一
審
で
は
睡
眠
、
会
話
、
精
神
に
対
す

る
影
響
並
び
に
排
ガ
ス
に
よ
る
精
神
的
影
響
に
限
定
し
て

受
忍
限
度
を
判
断
し
車
道
端
か
ら
二
0
m
以
内
の
原
告
に

つ
い
て
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
、
二
審
で
は
、
敷
地
に
お

け
る
L
e
q
が
六
五
以
上
の
原
告
は
距
離
の
遠
近
に
か
か

わ
ら
ず
、
L
e
q
が
六
〇
を
超
え
る
原
告
ら
に
つ
い
て
は

距
離
が
二
0
m
以
内
の
原
告
に
つ
い
て
、
道
路
か
ら
の
騒

音
が
受
忍
限
度
を
超
え
て
い
る
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当

で
あ
る
、
と
し
た
。

四

道
路
振
動
に
関
す
る
国
道
四
三
号
訴
訟
判

決
に
お
け
る
判
決
理
由
抜
粋

振
動
の
影
響
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
判
示
し
、
一

審
で
は
、
影
響
が
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
原
告
ら
に
共
通

の
被
害
で
は
な
く
生
理
的
影
響
は
生
じ
な
い
、
ま
た
、
家

屋
被
害
に
つ
い
て
は
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、

二
審
で
は
、
直
接
の
影
響
は
否
定
し
た
が
、
被
害
の
総
体

の
一
つ
の
要
素
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
さ
し

つ
か
え
な
い
、
と
判
示
し
た
。

(第
一
審
判
決
)

｢各
種
証
拠
を
総
合
す
れ
ば
、
本
件
道
路
振
動
は
、
場
所

に
よ
っ
て
は
不
快
感
、
迷
惑
感
な
ど
の
心
理
的
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
部
の
地
点
で
は
睡
眠
へ
の

影
響
が
生
じ
る
場
合
も
な
い
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
他
方
、
場
所
に
よ
っ
て
は
本
件
道
路
端
で
あ
っ
て
も

こ
れ
ら
の
影
響
が
生
じ
る
レ
ベ
ル
に
は
達
し
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
原
告
ら
の
道
路
振
動

に
関
す
る
前
記
の
愁
訴
の
中
に
は
、
本
件
道
路
振
動
と
の

因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
被
害
と
い
え
る
も
の

も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
被
害
は
原
告
ら
に
共
通
の
も
の
と

い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
他
の
生
理
的
影
響
が
生
じ
る

ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、
家
屋
へ
の
被
害
に
つ
い
て
は
、

本
件
道
路
振
動
と
の
因
果
関
係
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠

は
な
い
。
｣

(第
二
審
判
決
)

｢た
だ
し
、
本
件
道
路
か
ら
の
振
動
の
存
在
と
原
告
ら
が

そ
れ
に
対
し
被
害
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
原
判
決
認
定

の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
か
ら
の
振
動
そ
れ
自

体
を
独
立
の
被
害
と
し
て
認
定
で
き
な
く
と
も
、
被
害
の

総
体
の
一
つ
の
要
素
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り

差
し
支
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。｣

五

大
気
汚
染
に
関
す
る
西
淀
川
訴
訟
、
川
崎

訴
訟
判
決
に
お
け
る
判
決
理
由
抜
粋

大
気
汚
染
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
西
淀
川
訴
訟
と
川
崎
訴

訟
に
つ
き
、
大
気
汚
染
と
本
件
疾
病
と
の
関
係

(因
果
関

係
)
及
び
国
･
公
団
の
責
任
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
判

示
さ
れ
た
。
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1

大
気
汚
染
と
本
件
疾
病
と
の
関
係

(西
淀
川
)

｢
(各
種
証
拠
に
よ
り
)
以
下
の
事
実
が
い
え
る
。

①

西
淀
川
区
は
我
が
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
気

汚
染
地
域
で
あ
る
こ
と
o

②

認
定
患
者
数
と
対
象
人
ロ
比
は
全
国
一
の
高
率
で

あ
る
こ
と
o

③

公
健
法
は
制
度
的
割
り
切
り
を
し
て
い
る
こ
と
。

④

昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
昭
和
四
〇
年
代
前
半
の

疫
学
調
査
に
お
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て

一
致
し
て
持
続
性
せ
き
･
た
ん
有
症
率
と
二
酸
化
硫



黄
及
び
大
気
中
粒
子
物
質
と
の
間
に
強
い
関
連
性
を

認
め
て
い
る
こ
と
o

⑤

大
気
汚
染
対
策
に
よ
り
二
酸
化
硫
黄
及
び
大
気
中

粒
子
物
質
の
濃
度
が
顕
著
に
減
少
し
た
昭
和
四
〇
年

代
後
半
の
疫
学
調
査
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
右
の
関
連
が

依
然
み
ら
れ
る
こ
と
o

⑥

大
気
汚
染
以
外
に
、
認
定
患
者
数
と
対
象
人
ロ
比

が
全
国
一
の
高
率
で
あ
る
現
象
を
説
明
し
得
る
仮
説

が
存
在
し
な
い
こ
と
。
｣

｢以
上
の
事
実
等
を
総
合
す
れ
ば
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
、

昭
和
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
西
淀
川
区
に
お
け
る
慢
性
気

管
支
炎
、
気
管
支
喘
息
及
び
排
気
腫
の
原
因
は
同
地
域
の

高
濃
度
の
二
酸
化
硫
黄
、
浮
遊
粉
じ
ん
に
あ
っ
た
と
認
め

る
の
が
相
当
で
あ
る
。｣

｢
金
至
素
酸
化
物
に
つ
い
て
は
)
現
在
、
直
ち
に
環
境
大
気

中
の
二
酸
化
窒
素
単
独
あ
る
い
は
他
の
物
質
と
の
複
合

と
本
件
疾
病
と
の
相
当
因
果
関
係
を
認
め
る
に
は
至
ら

な
い
。
｣
と
し
た
。

(川
崎
)

｢認
定
事
実
を
総
合
す
れ
ば
、

①

本
件
地
域
が
二
酸
化
硫
黄
に
よ
る
全
国
で
も
有
数

の
大
気
汚
染
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
。

②

公
健
法
に
よ
り
硫
黄
酸
化
物
を
指
標
と
す
る
大
気

汚
染
の
程
度
を
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
た
指
定
地
域

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

③

硫
黄
酸
化
物
の
疫
学
調
査
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三

〇
年
代
か
ら
同
四
〇
年
前
半
の
疫
学
調
査
で
は
、
概

ね
二
酸
化
硫
黄
と
持
続
性
た
ん
･
せ
き
の
有
症
率
と

の
間
に
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
o

④

昭
和
六
一
年
専
門
委
員
会
報
告
は
昭
和
三
○
年
代

か
ら
同
四
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
一
部
地

域
で
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
に
つ
き
、
大
気
汚
染
の
レ

ベ
ル
の
高
い
地
域
の
有
症
率
の
過
剰
を
も
っ
て
、
主

と
し
て
大
気
汚
染
に
よ
る
影
響
と
考
え
得
る
状
況
に

あ

っ
た
と
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

右
事
実
等
に
徴
す
る
と
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
同
四
〇
年

代
に
相
当
期
間
継
続
し
て
本
件
地
域
に
居
住
あ
る
い
は
勤

務
し
、
本
件
疾
病
が
相
当
期
間
の
暴
露
に
よ
り
発
症
す
る

こ
と
が
否
定
で
き
な
い
こ
と
も
考
慮
し
て
昭
和
五
〇
年
代

前
半
頃
ま
で
に
慢
性
気
管
支
炎
、
気
管
支
喘
息
及
び
肺
気

腫
に
罹
患
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
本
件
地
域
に
お
け
る
高

度
の
二
酸
化
硫
黄
に
よ
る
大
気
汚
染
を
原
因
と
し
て
発
症

し
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。｣

｢
貪
至
素
酸
化
物
に
つ
い
て
は
)
現
在
の
大
気
汚
染
が
総
体

と
し
て
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
の
自
然
史
に
何
ら
か
の
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
二

酸
化
硫
黄
に
よ
る
大
気
汚
染
が
か
な
り
改
善
さ
れ
た
と
認

め
ら
れ
る
現
状
の
大
気
汚
染
の
慢
性
閉
塞
肺
疾
患
に
対
す

る
影
響
は
昭
和
三
〇
年
代
な
い
し
同
四
〇
年
代
の
大
気
汚

染
と
同
様
の
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
と
最
終
的
な
評
価
を

し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
現
状
の
二
酸
化
窒
素
に
よ
る
大

気
汚
染
と
本
件
疾
病
の
発
症
･
増
悪
と
の
間
に
相
当
な
因

果
関
係
が
あ
る
と
ま
で
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
ざ
る
を
得
な
い
。
｣
と
し
た
。

2

被
告
国
･
公
団
の
責
任

(西
淀
川
)

｢先
に
み
た
と
お
り
、
二
酸
化
窒
素
と
健
康
被
害
と
の
間

に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
被
告
国
･
公
団
の

責
任
を
判
断
す
る
ま
で
も
な
い
。｣

(川
崎
)

｢二
酸
化
硫
黄
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
記
認
定
説
示

の
と
お
り
、
本
件
道
路
か
ら
の
排
出
量
は
被
告
企
業
ら
の

一%
に
も
満
た
ず
、
ま
た
、
被
告
企
業
ら
の
排
出
行
為
と

本
件
道
路
か
ら
の
排
出
に
つ
き
関
連
共
同
性
が
認
め
難
い

こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
本
件
道
路
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
硫
黄
と
原
告
ら
の
健
康
被
害
と
の
間
に
因
果
関
係
を
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。｣

｢ま
た
、
前
記
認
定
説
示
の
と
お
り
、
二
酸
化
窒
素
と
原

告
ら
の
健
康
被
害
と
の
間
の
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
ら
、
二
酸
化
窒
素
に
つ
き
被
告
国
及
び
公
団

の
道
路
に
関
す
る
責
任
を
認
め
得
な
い
。｣

3

排
ガ
ス
ま
と
め

上
記
の
よ
う
に
排
ガ
ス
の
影
響
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も

窒
素
酸
化
物
と
健
康
被
害
と
の
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
な

い
と
し
て
、
原
告
の
損
害
賠
償
請
求
を
棄
却
し
た
。
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六

ま
と
め

以
上
が
代
表
的
な
道
路
環
境
訴
訟
の
判
決
の
要
旨
で
あ

る
↓。そ

の
な
か
で
も
、
四
三
号
訴
訟
の
一
、
二
審
に
お
い
て

は
、
騒
音
を
主
体
に
厳
し
い
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

特
に
二
審
の
判
決
は
騒
音
の
受
忍
限
度
の
判
断
に
お
い

て
、
L
e
q
六
五

(敷
地
内
)
を
基
準
に
し
て
お
り
、
そ

の
根
拠
と
し
て
環
境
基
準
に
準
拠
し
た
判
断
が
な
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
環
境
基
準
は
従
来
か
ら
道
路
管
理
者
側

と
し
て
主
張
し
て
い
る
と
お
り
、
｢維
持
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
基
準
｣
で
あ
り
、
終
局
的
な
行
政
上
の
目
標
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
｢環
境
基
準
を
超
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、

健
康
が
損
な
わ
れ
た
り
、
当
然
に
受
忍
限
度
を
超
え
て
い

る
と
い
え
な
い
｣
こ
と
は
判
決
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
当
該
判
断
は
、
理
由
不
備
、
理
由
齪
轆
が
あ

る
も
の
と
し
て
最
高
裁
に
上
告
中
で
あ
る
。

ま
た
、
排
ガ
ス
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
紹
介
し
た
四
つ

の
判
決

(四
三
号
一
、
二
審
、
西
淀
川
、
川
崎
)
の
い
ず

れ
も
二
酸
化
窒
素
と
健
康
影
響
の
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ

な
い
も
の
と
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
四
三
号
訴
訟
に
お
い
て
は
、
範
囲
は
限
定
し

て
い
る
も
の
の
排
ガ
ス
に
よ
る

｢洗
濯
物
の
汚
れ
等
｣
の

被
害
認
定
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
認
定
に
対
し
て
も
合
理

的
に
証
明
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
の
主
張
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
三
号
訴
訟
に
つ
い
て
は
最
高
裁
の
最
終
的
な
判
断
を

待

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
判
断
が
下
さ

れ
た
と
し
て
も
、
環
境
問
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
は
高

ま
り
、
道
路
沿
道
の
環
境
へ
の
配
慮
が
強
く
求
め
ら
れ
る

時
代
を
迎
え
、
道
路
管
理
者
と
し
て
は
よ
り
一
層
の
環
境

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　　
　

　　
　　
　
　
　
　

謎
増
u
V
増
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外
か
ん
⑭
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
一
課

一
は
じ
め
に

東
京
外
か
く
環
状
道
路

(｢外
か
ん
｣)
は
、
東
京
、
埼

玉
及
び
千
葉
の
各
都
県
を
相
互
に
接
続
し
て
、
都
心
か
ら

約
一
五
如
の
圏
域
を
環
状
に
結
び
、
東
京
湾
環
状
道
路
と

連
結
す
る
延
長
約
八
五
如
の
環
状
道
路
で
あ
る
。

こ
の
道
路
は
、
東
京
都
区
部
に
集
中
す
る
放
射
状
の
高

速
道
路
や
一
般
国
道
等
を
連
結
し
て
、
自
動
車
交
通
の
円

滑
な
分
散
導
入
を
図
る
と
と
も
に
、
区
部
に
起
終
点
を
持

た
な
い
自
動
車
を
バ
イ
パ
ス
さ
せ
、
さ
ら
に
、
市
街
地
に

進
入
す
る
自
動
車
を

｢外
か
ん
｣
に
転
換
さ
せ
る
な
ど
、

首
都
圏
に
お
け
る
三
環
状
九
放
射
の
道
路
網
の
一
環
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
供
用
し
て
い
る
区
間
は
、
昭
和
六
〇
年
に
都
市

計
画
決
定
さ
れ
、
昭
和
六
一
年
に
事
業
化
し
た
関
越
自
動

車
道
の
大
泉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
常
磐
自
動
車
道
の

三
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
延
長
約
三
〇
如
で
あ
り
、

そ
の
大
部
分
が
埼
玉
県
内
区
間
で
あ
る
。

埼
玉
県
内
の
道
路
形
態
は
、
自
動
車
専
用
道
路
単
独
区

間
と
一
般
国
道
併
設
区
間
が
あ
り
、
和
光
市
の
一
部
区
間

を
除
き
一
般
国
道
併
設
区
間
と
な
っ
て
い
る
。

外
か
ん
の
埼
玉
県
内
区
間
の
標
準
的
な
断
面
は
、
図
1

の
通
り
で
あ
り
、
中
央
に
高
架
構
造
の
専
用
部
、
高
架
下

に
一
般
国
道
二
九
八
号
の
本
線
、
そ
の
両
側
に
環
境
施
設

帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

外
か
ん
の
沿
線
は
、
宅
地
利
用
の
地
域
が
多
く
、
住
宅

団
地
も
数
多
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
道
路
の
緑
化

は
、
地
域
住
民
の
良
好
な
住
環
境
の
保
全
、
潤
い
の
あ
る

道
づ
く
り
の
観
点
か
ら
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

外
か
ん
の
植
栽
は
、
外
か
ん
工
事
の
最
初
と
な
っ
た
川

写真 1 浦和市街から戸田方面を望む
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口
市
安
行
地
先
の
モ
デ
ル
道
路

(昭
和
五
一
年
四
月
供
用
)

民
間
人
や
学
識
経
験
者
等
に
よ
り
構
成
す
る

｢外
か
ん
景

整
備
地
区
が
提
唱
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
環
境
施
設
帯
を
最

の
植
栽
が
原
点
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
景
観
面
で
は

観
整
備
委
員
会
｣
(平
成
元
年
度
設
置
)
に
お
い
て
拠
点

大
限
に
活
用
し
、
潤
い
の
あ
る
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
植

J道行セ 95.6 J Z

駕
誉
行
帯

サ
ー
ビ
ス
道
路

緑
地
帯

車
遵

　
　
　

　

　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　　
　

　
　

　　

　
　

　

　

　
　

満

童

鬘

/

′

凡 例

鰡蛔
中鯛

螂･
(

購供

囲国国田中諜□㈱
滴
中

計
画

都
計

道
鰡
界
界

国
高
県
区

謙
都
市

@
③
±

中
央
分
離
帯 (国道298号)

車
道

緑
地
帯

も

,
鰓

*

サ
ー
ビ
ス
道
路路

(国道298号)

外かん埼玉県内区間標準断面図

駕
誉
行帯
図

2 概要図



栽
形
式
も
含
め
、
総
合
的
な
景
観
整
備
を
図
る
方
向
付
け

が
な
さ
れ
た
。

二

環
境
に
配
慮
し
左
道
路

1

環
境
施
設
帯

外
か
ん
の
第
一
の
特
色
は
、
沿
道
環
境
に
配
慮
し
、
幅

員
二
0
m
(両
側
)
の
環
境
施
設
帯

(｢環
境
施
設
帯
に

関
す
る
通
達
｣
(S
48
)
)
を
ほ
ぼ
全
線
に
わ
た
っ
て
設
け
、

環
境
を
重
視
し
た
道
路
構
造
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

環
境
施
設
帯
は
、
幅
八
･
o
m
の
緑
地
帯
、
幅
五
･
五

m
の
サ
ー
ビ
ス
道
路
、
幅
一
･
五
m
の
街
路
樹
な
ど
の
植

成

　　　
　　
　
　

　

　

　

　　
　　

　

ば
道

圏

木
束
館

淺

　
　

　

　
　

　　
　

　
　

大宮市
か

揃

岸

-
東

ク
ノ

ト

湾
-

-

　

　　

　

　

　
　
　　
　

　

　
　

　

　

　

　
　

　　

　

　放

蜻

ん

放

鹿

か

浜

　

　

　

　

　　

　　
　

　

　

　

　

道

木

高

q
v

　

　

　

栽
帯
を
含
む
幅
六
･
o
m
自
転
車
歩
行
者
道
か
ら
な
っ
て

い
る
。

環
境
施
設
帯
の
設
置
に
よ
り
、
排
気
ガ
ス
の
炭
酸
同
化

作
用
や
振
動
の
軽
減
、
騒
音
減
衰
に
必
要
な
空
間
の
確
保

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
日
照
阻
害
を
軽
減
す
る
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
が
可
能
と
な
っ
た
。
外
か
ん
に
お
い
て
、
沿
道

環
境
の
保
全
は
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
な
か
で
も
騒
音
に

対
し
て
は
、
専
用
部
の
高
欄
な
ら
び
に
一
般
部
の
環
境
施

設
帯
に
遮
音
壁
を
連
続
的
に
設
置
し
て
い
る
。

外
か
ん
で
は
省
資
源
･
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
、

國

ノ
,

市

@

図 3 東京外かく環状道路供用区間

埼玉県

写真 2 太陽電池設置写真
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新
た
に
太
陽
の
光
を
利
用
し
た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
遮

音
壁
と
一
体
型
で
設
置
し
、
道
路
照
明
な
ど
に
利
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
現
在
、
草
加
市
新
善
町
地
先
の

｢さ

ざ
ん
か
通
り
｣
交
差
点
付
近
に
お
い
て
試
験
施
工
を
行
っ

て
い
る

(写
真
2
)
。

2

緑
地
の
規
模

外
か
ん
の
緑
地
は
、
線
的
に
も
面
的
に
も
こ
れ
ま
で
の

道
路
に
は
見
ら
れ
な
い
大
規
模
な
空
間
で
あ
る
。
現
在
供

用
し
て
い
る
区
間
だ
け
で
も
緑
地
の
面
積
は
約
三
四
畑
で

日
比
谷
公
園
の
約
二
倍
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
中
･
高
木

は
約
二
万
五
、
○
○
0
本
で
日
比
谷
公
園
の
高
木
の
約
五

倍
で
あ
る
。

3

埼
玉
県
内
の
植
栽
基
本
方
針

埼
玉
県
内
の
外
か
ん
は
県
南
地
域
を
東
西
に
通
過
し
、

首
都
東
京
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
然
を
多
く
取

り
込
ん
だ
文
化
的
自
然
環
境
の
創
造
と
い
う
都
市
緑
化
の

テ
ー
マ
を
基
に
、
地
域
住
民
と
道
路
利
用
者
の
双
方
に
と
っ

て
交
通
機
能
の
み
な
ら
ず
、
地
域
環
境
の
視
点
に
た
っ
た

緑
豊
か
な
街
づ
く
り
の
先
駆
け
と
し
て
の
在
り
方
を
模
索

し
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

良
好
な
植
物
育
成
環
境
を
作
る
。

②

沿
線
住
民
に
対
し
て
快
適
な
緑
空
間
を
提
供
す
る
。

③

周
辺
部
へ
の
緑
環
境
作
り
の
先
導
的
役
割
を
果
た

す
。

④

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
精
神
的
な
安
定
を
与
え
る
。

⑤

道
路
と
地
域
と
の
一
体
化
を
図
る
。

三

施
工
箇
所
の
例

1

川
口
市
安
行
の
モ
デ
ル
道
路

安
行
の
モ
デ
ル
道
路
は
、
｢外
か
ん
｣
の
建
設
に
対
し

地
域
の
人
々
の
理
解
を
深
め
、
協
力
を
広
げ
る
た
め
、
昭

和
四
八
年
度
か
ら
五
○
年
度
に
か
け
て
環
境
施
設
帯
を
有

す
る
道
路
幅
で
延
長
四
〇
0
m
に
わ
た

っ
て
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
植
栽
形
式
や
樹
木
の
育
成
等
の
基
礎
的
研
究
の
場

と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

安
行
モ
デ
ル
道
路
の
植
栽
は
、
沿
道
各
地
域
の
状
況
に

適
合
で
き
る
植
栽
と
な
る
よ
う
に
一
〇
0
m
ご
と
に
区
間

を
分
け
、
両
側
で
八
つ
の
植
栽
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。

使
用
し
た
樹
木
は
、
数
年
先
の
完
成
形
の
計
画
で
比
較
的

小
さ
い
も
の
が
選
ば
れ
、
約
三
〇
種
が
用
い
ら
れ
た
。
そ

の
樹
種
や
植
え
付
け
時
の
植
栽
計
画
は
表
1
の
通
り
で
あ

　　
　植

え
付
け
後
、
二
〇
年
近
く
た
っ
た
現
在
、
植
え
付
け

時
の
小
さ
な
木
は
大
き
く
成
長
し
、
外
か
ん
を
代
表
す
る

豊
か
な
緑
の
空
間
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
緑
地
帯
に

設
置
し
て
あ
る
遮
音
壁

(路
面
よ
り
高
さ
約
八
m
)
は
、

樹
木
に
被
わ
れ
、
特
に
高
木
の
区
間
で
は
、
沿
道
か
ら
は

見
え
な
い
状
況
ま
で
に
な

っ
て
い
る

(写
真
3

･
4
)。

2

草
加
市
旭
町
拠
点
整
備
地
区

埼
玉
県
内
の
外
か
ん
に
は
、
沿
線
七
市
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
景
観
拠
点
整
備
地
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

草
加
市
旭
町
は
、
当
該
地
区
の
一
つ
で
あ
り
、
沿
道
は

表 1 モデル道路に使われている樹種の一覧表

樹 種 名

踊
皿
節
釦

3

15

4

20

さ

周
さ

周

鋤

高
幹
高
幹

Q
格

…

木
規
帯

道

時
地

付
緑

歩

植
高

常
落
常
落

者
“
モ
ラ

ご

マ
ナ

マ
ヤ

ヤ

コ

常
落
常
常

ラ
ギ
イ
賎

ヤ
ジ

ヤ

“
ル
タ
形

サ

シ

ス

ヒ

落
落
落
落

ウ
た
キ
シ

ヨ
ンエ

ヤ
ブ

ヌ

イ

イ

ケ

コ

m第さ
一

鋤

高
鼈時耐

中
.

常
常
常

ユ

チ

ジ

キ

モ

ゴ

ゞ

ミ

ン

ノ
ズ

サ
ツ

ネ

常
常
常

チ
秒
力

モ

ク

ノ

メ

チ

3

ナ
諺
ザ

カ

キ

サ

常
常
常

シ
キ

キ
ガ
ゲ

オ
ツ
効

ア
彰
栩

就

鱒

杉

@
格
“

木
蹴
纖

付

さ

植
高

低 常
常
常

ゲ

キ

ウ

ジ

カ

ヨ

サ

チ

ツ

ヒ

ン

マ

ジ

ツ

ハ

常
常
常

ガ
シ
キ

ツ

ナ
リ
チ
ツ

ク

ク

サ

落
落
儒

′ミ
ノミ
ダシ

イ

ア

"

サ
リ
琳

ジ

ベ
拶

ア
ア
材

地 被( 3種) ク ロ ー バ ー (落) シバザクラ (落) ノ シ バ (落)

道行セ 95.6 JJ



住
居
地
域
で
、
駅
に
比
較
的
近
い
地
域
で
も
あ
る
。

整
備

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
“
潤
い
と
憩
い
の
場
“
と
し
、

歩
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
、
照
明
灯
の
デ
ザ
イ
ン
化
等
を
図
り
、

植
栽
に
つ
い
て
は
芭
蕉
ゆ
か
り
の
土
地
柄
か
ら
、
近
く
の

草
加
市
の
松
並
木
遊
歩
道
と
の
連
続
性
を
も
た
せ
、
歴
史

回
廊
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
す
る
よ
う
配
慮
し
、
草
加
市
の

木

｢松
｣
や
四
季
折
々
の
花
木
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
て

写真 4 安行モデル道路地区北側環境施設帯

い
る

(写
真
5
･
6
)
。

写真 5 草加市旭町地区北側環境施設帯

J 4 道イテセ 95.6

写真 3 安行モデル道路地区南側
環境施設帯



3

草
加
市
新
善
町
の

｢松
の
木
｣
の
保
存

当
地
域
に
は
屋
敷
林
な
ど
が
点
在
し
て
お
り
、
樹
齢
数

百
年
の
樹
木
が
道
路
敷
地
内
に
あ
っ
た
た
め
、
で
き
る
だ

け
樹
木
を
残
す
工
夫
を
行
っ
た
。

当
該
箇
所
は
、
草
加
市
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
ク
ロ

マ
ツ
が
環
境
施
設
帯
内
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

道
路
の
線
形
を
工
夫
し
、
松
の
木
な
ど
の
保
存
を
図
っ
た

構
造
と
し
た

(写
真
7
)。

四

お
わ
り
に

外
か
ん
の
緑
地
は
、
大
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

管
理
に
は
様
々
な
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
効
率
的
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

平
成
六
年
の
一
一
月
、
読
売
新
聞
の

｢新
･
日
本
街
路

樹
百
景
｣
に
外
か
ん
が
選
定
さ
れ
、
ま
た
、
草
加
市
の
広

報
紙
の

｢私
の
好
き
な
道
｣
(
一
般
の
方
の
投
稿
で
一
面

に
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
)
に
外
か
ん
が
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
草
花
の
植
栽
な
ど
の

協
力
体
制
も
で
き
つ
つ
あ
り
、
外
か
ん
は
、
幹
線
道
路
と

し
て
の
交
通
機
能
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
に
身
近
な

生
活
空
間
と
し
て
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
か
ら
も
外
か
ん
の
緑
地
は
、
快
適
な
緑
地
空
間
と

し
て
、
よ
り
一
層
地
域
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
保
持
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

道行セ 95.6 35
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。
商
業

･
業
灘
地
に
謳
け
る
滑
週
環
賞
と

　
　

　　

　
＼べいく＼＼ヘミ＼/＼~ヘビ

　
　
　
　

　
　
　　　
　

　
　
　
　

歩
道
整
備
に
つ
い
て

ノ}いきノ

大
阪
市
建
設
局
土
木
部
交
通
安
全
施
設
課
長

頂
"
富
三

一

は
じ
め
に

高
度
成
長
期
の
道
路
整
備
は
、
よ
り
多
く
の
自
動
車
を

ス
ム
ー
ズ
に
通
行
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
進
め
ら
れ

て
き
た
。
現
在
の
自
動
車
の
保
有
台
数
は
一
家
に
二
台
と

い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
幹
線
道
路
の
み
な

ら
ず
住
居
地
区
内
の
道
路
に
ま
で
車
が
溢
れ
、
市
民
は
交

通
事
故
、
違
法
駐
車
、
騒
音
や
排
気
ガ
ス
な
ど
の
交
通
公

害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

｢人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
｣
を
目
指
す
大
阪
市
と

し
て
は
、
安
心
し
て
日
常
生
活
が
過
ご
せ
る
道
路
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
市
は
人
と
車
が
ゆ
ず
り
あ

う
道
路
整
備
と
し
て
、
｢
ゆ
ず
り
葉
の
道
｣
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

道
路
)
を
、
昭
和
五
五
年
の
阿
倍
野
区
長
池
で
の
整
備
を

か
わ
き
り
に
、
現
在
ま
で
約
二
〇
〇
路
線
、
七
〇
蝿
を
整

備
し
て
い
る
。

｢ゆ
ず
り
葉
の
道
｣
は
一
般
的
に
、
住
居
地
域
や
学
校

周
辺
で
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
商
業
･
業

務
地
に
位
置
し
、
歴
史
的
背
景
を
持
っ
た
老
松
通
り

(鳥

居
筋
線
)
に
お
け
る
整
備
を
取
り
上
げ
、
整
備
前
の
地
元

住
民
と
の
意
見
交
換
、
ま
た
整
備
後
の
住
民
や
市
民
の
評

価
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

二

老
松
通
り
(鳥
居
筋
線
)
概
要

老
松
通
り

(鳥
居
筋
線
)
は
、
大
阪
市
の
北
の
玄
関
ロ

で
あ
る
J
R
大
阪
駅
の
東
南
部
に
あ
る
西
天
満
地
域
内
に

位
置
し
て
い
る

(図
-
)。
こ
の
地
域
は
戦
前
、
鈴
蘭
灯

が
立
ち
並
ぶ
大
阪
の
キ
タ
を
代
表
す
る
街
と
し
て
栄
え
、

戦
後
、
大
阪
大
空
襲
で
戦
火
を
免
れ
た
建
築
物
な
ど
を
貴

褻
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表 1 道路状況

場 所 北区西天満 4 丁目

路 線 名 市道 鳥居筋線

幅 員 7
,
30 ~ 7.

80 m

延 長 395 m

事業年度 平成 5 年

通行規制

鰔燒そ の 他 路側帯設置

重
な
街
の
財
産
と
考
え
、
老
松
通
り
を
中
心
に
積
極
的
な

街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
こ
の
通
り
は
大
阪
天
満
宮
へ
の
参
道
と
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
三
大
祭
の
ひ
と
つ
で
あ
る

｢天
神

祭
｣
の
陸
渡
御
の
経
路
に
な
っ
て
お
り

(写
真
1
)、
町

並
み
を
形
成
す
る
う
え
で
、
重
要
な
基
幹
道
路
と
な
っ
て

い
る
。
昭
和
三
〇
年
頃
か
ら
は
、
美
術
商
･
画
廊
な
ど
の

店
舗
が
増
え
、
通
称

｢画
廊
通
り
｣
と
し
て
広
く
市
民
に

知
ら
れ
て
い
る
。

三

整
備
前
の
状
況

1

道
路
状
況

整
備
前
の
道
路
形
態
は
、
幅
員
七
･
三
m
i
七

･
八
m

の
単
断
面
道
路

(路
側
帯
が
設
置
さ
れ
て
い
る
)
で
、
東

行
き
一
方
通
行
規
制
と
な
っ
て
い
た

(表
1
)。
交
通
量

は
概
ね
二
〇
〇
〇
台
/
四
時
間

(昼
間
)、
と
な
っ
て
い
た
。

沿
道
施
設
へ
の
寄
り
付
き
の
駐
停
車
両
が
多
く
、
ラ
ッ

シ
ュ
時
間
帯
は
、
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
ま
た
歩
行
者
、

自
転
車
の
通
行
の
多
い
昼
休
み
の
時
間
帯
は
、
交
通
事
故



発
生
の
危
険
性
が
あ
り
、
交
通
環
境
の
改
善
が
望
ま
れ
て

い
た

(写
真
2
)。

2

地
域
住
民
の
意
識

平
成
四
年
に
、
地
域
住
民
が
中
心
と
な
り
、
住
み
よ
い

町
づ
く
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

そ
の
報
生量
曰に
よ
れ
ば
、
地
域
活
性
化
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
問
題
点
に
つ
い
て
い
く
つ
か
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
道
路
環
境
に
対
す
る
意
見
が
最
も
多
く
、
代

表
的
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

*
路
上
に
駐
停
車
車
両
が
多
い
。

*
路
側
帯
内
に
自
転
車
や
看
板
が
溢
れ
て
お
り
、
歩
き
に

い
。

ま
た
、
整
備
計
画
案
に
対
し
て
の
代
表
的
な
意
見
は
、

写真 2 整備前の老松通り

さ
いき
醜嚢
繊麗

-

糞

、
廼

ゞ

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

*
駐
停
車
で
き
な
い
構
造
は
問
題
が
あ
る
。

*
照
明
灯
は
共
架
灯
が
よ
い
。

*
電
柱
の
整
理
を
し
て
ほ
し
い
。

*
陸
渡
御
の
時
に
は
ボ
ラ
ー
ド
を
撤
去
し
た
い
。

四

整
備
内
容

道
路
横
断
面
構
成
は
、
単
路
部
は
車
道
四
･
○
○
m
、

歩
道
を
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
一
･
六
五
m
i

一
･
九
0
m
、

交
差
点
付
近
は
車
道
三
･
○
○
m
、
歩
道
を
二
･
一
五
m
i

二
･
四
0
m
と
し
て
い
る

(図
2

･
図
3
)
。
単
路
部
の

車
道
幅
員
は
、
沿
道
の
駐
停
車
需
要
を
考
慮
し
、
停
車
可

能
な
最
小
幅
員
と
し
た
。

交
差
点
付
近
の
幅
員
は
、
駐
停
車
禁
止
区
域
と
な
る
交

差
点
か
ら
五
･
0
o
m
区
間
に
お
い
て
、
速
度
抑
制
効
果
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略図図

と
歩
行
者
の
た
ま
り
空
間
の
確
保
及
び
、
交
差
道
路
に
対

す
る
視
距
の
確
保
を
目
的
と
し
て
車
道
幅
員
を
一
･
○
○

m
狭
く
し
た
。
ま
た
、
交
差
点
内
は
組
み
合
わ
せ
ブ
ロ
ッ

ク
舗
装
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
と
し
、
交
差
点
の
視
認

性
を
高
め
て
い
る

(写
真
3
)
。

歩
道
は
町
並
み
を
考
慮
し
た
組
み
合
わ
せ
ブ
ロ
ッ
ク
舗

装
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ボ
ラ
ー
ド
を
設
置
し
駐
停
車

騎

車
両
の
歩
道
へ
の
乗
り
上
げ
を
防
い
で
い
る
。
交
差
点
付

セ

近
の
狭
さ
く
部
分
の
ボ
ラ
ー
ド
に
つ
い
て
は
･

天
神
祭
の

瀞

山
車
の
通
行
の
支
障
と
な
る
こ
と
か
ら
取
り
外
し
で
き
る

銀

構
造
と
し
て
い
る

(図
4
)
。



歩
道
幅
員
が
狭
い
こ
と
か
ら
、
歩
行
環
境
の
改
善
や
全

体
の
道
路
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
商
店
会
･
町
会
等

の
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
沿
道
店
舗
の
看
板
や
自
転
車
の

写真 3 交差点付近の整備図
)

造

能
篝
可

ド
ー
.し

一

外

-フ

u
′

ボ

取

れ呻
/I、

図

整
理
、
駐
車
場
利
用
の
促
進
、
さ
ら
に
占
用
者
と
の
協
議

で
柱
類
の
ス
リ
ム
化
等
を
お
こ
な
っ
た
。

五

整
備
後
の
評
価

ー

交
通
環
境
の
変
化

整
備
前
後
の
通
過
交
通
の
変
化
は
、
滞
留
台
数
、
通
過

交
通
量
、
と
も
に
増
加
し
て
い
る

(表
2
)
。

駐
車
台
数
及
び
駐
車
時
間
の
変
化
は
、
全
体
的
に
駐
車

台
数
が
減
少
し
、
長
時
間
駐
車
の
減
少
は
顕
著
に
現
れ
て

い
る

(表
3

･
図
6
)
。
こ
れ
は
駐
車
し
に
く
い
道
路
構

造
に
整
備
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
車
両
走
行
速

度
が
速
く
な
っ
て
い
る
が
、
路
上
駐
車
の
減
少
に
よ
り
、

走
行
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る

(表
4
･
写
真
4
･
写
真
5
)
。

2 通過交通 (4時間)

滞留台数 通過台数 計
【

整備前 82 獅 郡
整備後 175 淘 瓣

表 3 駐車台数(4時間)

午 前 午 後

整備前 139 105

整備後 m 78

2

地
元
住
民
及
び
市
民
の
評
価

道
路
整
備
完
了
後
、
地
区
交
通
環
境
研
究
会
に
よ
り
沿

道
の
事
業
主
や
住
民
及
び
来
街
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

表 4 平均速度 (km/ 時)

自動車 自転車 歩行者

整備前 贓 虹 鵜
整備後 凝 粥 部

写真 4 整備前の交通状況

写真 5 整備後の交通状況

%
"

60

50

40

卸

卸

m

o
5 分以下 6 ~ lo分 10 ~ 20分 20~ 30分 30分~ 1 1時間以上

時間

図 6 駐車時間別の駐車台数構成比
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図 7 ｢通行するスペース｣ に対する満足度 ･不満

度 (利用主体別)

ト
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
か
ら
、
地
元
住
民

及
び
市
民
の
本
整
備
に
対
す
る
評
価
を
み
た
。

◇
利
用
主
体
か
ら
み
た
道
路
整
備

道
路
の
利
用
者
が

｢通
行
し
や
す
さ
｣
の
評
価
を
す
る

場
合
、
｢通
行
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
｣
｢相
互
間
の
安
全

性
｣
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価

は
次
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

｢通
行
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
｣
に
対
す
る
満
足
度

(全
被
験
者
の
中
で
満
足
、
や
や
満
足
と
答
え
た
人
数
の

割
合
)
は
、
歩
行
者
の
五
四
･
一
%
、
自
動
車
利
用
者
の

四
五
･
三
%
が
満
足
と
答
え
、
不
満
度
を
自
転
車
利
用
者

は
四
三
･
0
%
が
不
満
が
あ
る
と
答
え
、
満
足
度
を
上
回

る
結
果
と
な

っ
た

(図
7
)。

｢主
体
相
互
間
の
接
触
等
の
安
全
性
｣
に
つ
い
て
は
、

歩
行
者
と
自
動
車
は
お
互
い
に
満
足
度
が
高
い
の
に
対
し

て
、
自
転
車
と
歩
行
者
、
自
転
車
と
自
動
車
の
評
価
は
不

満
度
が
高
く
な
っ
て
い
る

(図
8
)。
(図
中
の
矢
印
は
各

主
体
か
ら
相
手
と
な
る
主
体
と
の
接
触
等
の
安
全
性
に
対

す
る
不
満
度
を
示
す
。)

｢道
路
全
体
と
し
て
の
通
行
の
し
や
す
さ
｣
に
対
す
る

満
足
度
は
、
歩
道
者
で
は
五
七
･
五
%
と
最
も
高
く
、
次

い
で
自
動
車
利
用
者
の
五
三
･
六
%
と
な
っ
て
い
る
。
逆

に
不
満
度
は
自
転
車
利
用
者
の
三
○
･
0
%
が
最
も
高
い

(図
9
)。

｢道
路
全
体
と
し
て
の
通
行
し
や
す
さ
｣
の
評
価
で
は
、

全
利
用
主
体
で
満
足
度
が
不
満
度
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
。
こ
の
結
果
か
ら
本
整
備
は
道
路
利
用
者
の
交
通
環
境

を
高
め
る
う
え
で
効
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

動車

税

目

自動車

図 8 ｢主体相互間の接触による安全性｣

　

　

　

　
　

%

転

｢
鱗

閃

自

国

度

…
満

…

不

…
.･･.････.--･･･.･-‐･･.･･.･･.･･.･

◇
路
上
で
の
駐
停
車
行
動

整
備
後
の
路
上
で
の
駐
停
車
行
動
は
、
来
街
者
と
沿
道

関
係
者
に
分
け
て
調
査
し
た
。
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
も
駐

車
時
間
を
短
縮
し
た
と
す
る
回
答
が
多
い
。
ま
た
、
沿
道

関
係
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
駐
車
場
を
利
用
し
よ
う
と
す

る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

(図
m
)。

◇
整
備
計
画

沿
道
の
住
民
が
整
備
計
画
を
知
っ
た
方
法
は
、

▼
町
内
会
な
ど
に
よ
る
回
覧
や
説
明

(四
五
･
八
%
)

▼
役
員
等
の
人
か
ら
の
口
頭
で

(三
二
･
七
%
)

と
な

っ
て
い
る
。

整
備
内
容
に
つ
い
て
は
、

▼
良
い
こ
と
だ

(三
三
･
三
%
)

図 9 ｢全体としての通行しやすさ｣ に対する満足

度 ･不満度 (利用主体別)



▼
良
い
こ
と
だ
が
部
分
的
に
は
問
題
が
あ
る(五

四
･
八
%
)

と
い
う
結
果
で
、
整
備
に
反
対
す
る
住
民
は
非
常
に
少
な

か
っ
た
。

ま
た
、
工
事
説
明
等
で
事
前
に
も
っ
た
整
備
イ
メ
ー
ジ

と
実
際
の
整
備
後
の
道
路
の
比
較
に
つ
い
て
は

▼
予
想
し
て
い
た
通
り

(四
五
･
七
%
)

▼
予
想
よ
り
よ
か
っ
た

(四

一
･
三
%
)

と
な
っ
て
い
た
お
り
、
整
備
イ
メ
ー
ジ
を
的
確
に
伝
え
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以前と変わら
も車庫 ない

-

‐＼
.-･.

歩
道
や
車
道
の
幅
や
そ
の
割
合
な
ど
、
道
路
全
体
の
構

成
に
つ
い
て
は
、
歩
道
や
車
道
の
幅
は
十
分
と
は
い
え
な

い
が
、
こ
の
道
路
と
し
て
は
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
と

回
答
し
た
人
が
全
体
の
五
九
･
七
%
を
占
め
、
整
備
後
の

道
路
に
対
し
て
は

▼
満
足
の
い
く
も
の
で
あ
る

(
一
五
･
二
%
)

▼

一
部
不
満
は
あ
る
が
全
体
と
し
て
は
及
第
点

(六
八
･
八
%
)

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
整
備
は
地
元
住
民
や
市
民
か
ら

良
い
評
価
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

◇
事
業
所
活
動
へ
の
影
響

今
回
の
道
路
整
備
の
事
業
所
活
動
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

事
業
主
は
次
の
よ
う
な
回
答
を
し
て
い
る
。

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

*
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
な
る

*
店
の
前
の
長
時
間
駐
車
が
な
く
な
り
、
商
売
が
し
や
す

く
な

っ
た
。

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

*
商
売
の
車
が
使
い
に
く
く
な
っ
た
。

*
駐
停
車
し
に
く
く
な
っ
て
客
が
減
る
。

六

お
わ
り
に

歩
道
整
備
の
考
え
方
は
、
近
年
広
幅
員
歩
道
の
整
備
が

望
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
様
な
道
路
で
は
、
物

理
的
に
一
･
六
m
程
度
の
歩
道
し
か
整
備
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。

今
回
は
、
七
･
三
-
七
･
八
m
の
道
路
幅
員
の
な
か
で

歩
車
共
存
を
目
的
と
し
、
｢ど
の
様
な
歩
行
者
空
間
が
最

適
で
あ
る
か
｣、
ま
た

｢事
業
所
活
動
上
の
駐
停
車
需
要

が
あ
る
な
か
で
の
車
道
空
間
の
検
討
｣
を
行
政
と
地
域
で

共
に
議
論
し
て
道
路
整
備
を
し
て
い
る
。

本
整
備
を
道
路
環
境
並
び
に
交
通
安
全
対
策
と
い
っ
た

観
点
か
ら
判
断
す
る
と
、
自
動
車
通
行
と
歩
行
者
通
行
が

分
離
さ
れ
、
駐
停
車
車
両
が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
結
果

か
ら
、
交
通
環
境
は
非
常
に
良
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ

の
こ
と
は
、
自
動
車
と
歩
行
者
の
空
間
配
分
が
適
当
で
あ
っ

た
と
判
断
で
き
る
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
満
足
度
の
高
い
道
路
整
備
を
進
め

る
う
え
で
、
地
域
の
総
意
と
し
て
、
沿
道
の
意
見
を
集
約

す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
今
回
は
、
町
会
及
び
商
店
会

の
積
極
的
な
協
力
が
得
ら
れ
、
非
常
に
満
足
度
の
高
い
道

路
整
備
が
で
き
た
。

今
後
、
道
路
行
政
と
し
て
、
道
路
環
境
整
備
を
進
め
て

い
く
う
え
で
、
地
域
の
特
性
を
理
解
し
、
地
域
の
総
意
を

取
り
入
れ
た
整
備
計
画
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
併

せ
て
、
地
域
の
道
路
利
用
の
マ
ナ
ー
の
向
上
を
働
き
か
け

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
回
の
整
備
に
協
力
、
支
援
し
て
い
た
だ
い

た
老
松
町
町
会
、
立
命
館
大
学
の
塚
ロ
教
授
を
は
じ
め
と

す
る
地
区
交
通
環
境
研
究
会
の
方
々
に
こ
の
場
を
か
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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に
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建
設
省
東
北
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
課

ガさまききめシドさミント>

一
は
じ
め
に

近
年
、
環
境
に
対
す
る
国
際
的
な
関
心
が
高
ま
り
、
｢持

続
可
能
な
開
発
｣
や

｢賢
明
な
利
用
｣
の
視
点
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。
道
路
建
設
に
お
い
て
も
、
計
画

･
設
計

･

施
工
･
維
持
管
理
の
各
階
段
に
お
い
て
自
然
環
境
の
調
和

や
共
生
を
目
指
し
た
道
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
道
路
設
計
･
施
工
の
段
階
で
は
、
計
画
さ

れ
た
路
線
を
も
と
に
現
地
条
件
に
即
し
た
道
路
構
造
や
施

工
方
法
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階
で
の
対

応
に
よ
り
道
路
整
備
に
お
け
る
自
然
環
境
保
全
の
成
否
が

か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

二

鬼
首
道
路
の
概
要

一
般
国
道
一
〇
八
号
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
鬼
首
道

至
気
仙
沼

　

　
　

　至
酒
田

図 1 鬼首道路の位置図

至本荘 ▼

多2 道行セ 95.6



表 1 現国道と新国道の比較

纜高477m

区 分 現 国 道 新国道

区 間 延 長(m ) 17
,
000

蹴幅 員( m ) 5
.
0 ~ 6.

5 %
最小曲線半径( m ) 18 150

急 カ ー ブ の 数 鞘 nU

最急縦断勾配(%) ㈱ 蟠
急勾配の延長( m ) ゆ AV

最 高 標 高( m ) 820 581

路
は
、
宮
城
県
と
秋
田
県
を
結
ぶ
産
業
･
経
済
交
流
の
重

要
な
横
断
道
路

(図
1
)
で
あ
る
が
、
鬼
首
峠
付
近
の
現

標

高
⑭

m402

⑧

　

　
0
距

　

　

図 2 現国道 ･新国道比較縦断図

道
は
、
道
路
線
形
の
厳
し
い
山
岳
道
路
で
あ
り
、
安
全
な

通
行
に
支
障
を
き
た
す
と
と
も
に
冬
期
を
挟
む
約
半
年
間

は
完
全
に
閉
鎖
さ
れ
る
状
態
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
交
通
隧
路
を
解
消
し
、
道
路
機
能
の
定
常

的
な
確
保
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
四
年
度
よ
り
権
限
代
行

区
間
と
し
て
延
長
一
三
･
七
如
の
新
ル
ー
ト
に
よ
る
鬼
首

道
路
の
建
設
工
事
を
進
め
て
い
る

(表
1
･
図
2
)。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
鬼
首
道
路
は
栗
駒
国
定
公
園
区

域
に
位
置
し
、
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
貴
重
な
動
植

物
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沿
道
の
生
態
系
に

配
慮
し
た
道
路
建
設
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
時
代
の
背
景
を
受
け
て
、
鬼
首
道
路
は
エ
コ

ロ
ー
ド

コ
汪
)
整
備
実
施
箇
所
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

現

地

調

査

の

実

施
論
難

調

　
　

5

6

図

第

第

フ体全査調

三

エ
コ
ロ
ー
ド
調
査
の
概
要

鬼
首
道
路
を
エ
コ
ロ
ー
ド
と
し
て
整
備
す
る
に
あ
た
り

平
成
四
-
五
年
度
の
二
箇
年
に
わ
た
っ
て
動
植
物
の
学
識

経
験
者
、
道
路
建
設
･
管
理
者
等
で
構
成
さ
れ
る

｢鬼
首

道
路
エ
コ
ロ
ー
ド
検
討
委
員
会
｣
に
お
い
て
図
3
の
と
お

り
検
討
を
行
っ
た
。

四

鬼
首
道
路
を
と
り
ま
く
環
境
の
現
状
と
課
題

①

植
物

地
域
全
体
は
自
然
性
の
高
い
森
林
に
恵
ま
れ
、
特

に
栗
駒
山
-
神
室
山
事
情
は
有
数
の
ま
と
ま
り
の
あ

る
ブ
ナ
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
植
物
的
自
然

が
形
成
さ
れ
て
い
る

(写
真
1
i
3
)
。

鬼
首
道
路
周
辺
に
つ
い
て
み
る
と
、
現
在
ま
で
に

三
科
四
種
の
危
急
種

?
注
)
と
二
八
科
九
一
種
の

指
定
種

コ
注
)
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

1迂
一
エ

コ
ロ
ー
ド
と
ま
?

生
態
系
に
配
慮
し
、
環
境
に
対
す
る
影
響
を
極
力
減
ら
す
べ
く
設

計
さ
れ
た
道
路
を
指
し
、
生
態
学

命
8
財
漣
、)
の
エ
コ
と
道
路

(HOP
A
)
の
ロ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

り怯
匙

危
急
種
と
は
?

｢我
が
国
に
お
け
る
保
護
上
重
要
な
植
物
種
の
現
状
｣
(
一
九
八
九

年
ロ
本
自
然
保
護
協
会
等
)
に
記
載
さ
れ
て
い
る
植
物
種

串
*
指
定
種
と
は
?

｢自
然
公
園
法
｣
に
基
づ
き
環
境
庁
長
官
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
特

別
地
域
内
に
お
い
て
採
取
･
損
傷
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
植
物

種

道行セ 95.6 4孑

会

会

礬
霊

第

第

既存資料の収集 ･整理

エコロードに対する問題の

認識と提起

エコロード整備テーマ、
コンセプトの設定

対応策の整理 ･分類･

本

と

の

物
議
鯰

　
　
　
　
　
　

　

　

の

一

…

の

ニ

対

画

画

　
　
　
　
　

　
　
　

対

エ

‐

問
整

箇
整

整

口 “の 出と

整備メニューの決定

箇所別対応策の作成と

整備計画の設定

エコロード基本方針の設定



②

動
物

栗
駒
山
周
辺
は
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
や
オ
シ
ド
リ

･
シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
の

鳥
類
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど
の
両
生
類
、
ム
カ
シ

ト
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫
類
を
は
じ
め
と
し
て
貴
重
な
動

物
が
多
数
分
布
し
て
い
る

(写
真
4
~
6
)。

鬼
首
道
路
周
辺
に
つ
い
て
み
る
と
、
哺
乳
類
が
一

六
種
、
鳥
類
が
九
目
二
五
科
四
二
種
、
昆
虫
類
が
九

目
九
三
科
五
七
九
種
、
両
生
類
が
九
種
、
は
虫
類
が

五
種
、
魚
類
が
三
科
四
属
五
種
、
底
生
動
物
が
三
一

目
六
八
種
、
陸
生
魚
類
が
一
一
科
二
二
種
の
生
育
が

確
認
さ
れ
て
い
る
o

こ
の
よ
う
に
、
対
象
地
域
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
多

種
･
多
様
な
動
植
物
を
有
す
る
国
定
公
園
内
に
位
置
し
て

写真 1 プナ林

　　 　
　　　 　　　　 　　　　　　

4 ニホンカモシカ(特別天然記念物)
ハ

4　
　

ダカワゲラ

虫　ン
にJ
ト
ー

真

シ

写
力ム

ワる写真 6 軍沢川に生息するトワ

い
る
。
栗
駒
の
優
れ
た
自
然
景
観
や
動
植
物
を
保
護
保
全

し
て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の
動
植
物
の
多
様
性
を
維
持

し
て
い
く
上
で
も
継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、

鬼
首
道
路
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
の
自
然
環
境
に

配
慮
し
た
道
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

五

エ
コ
ロ
ー
ド
整
備
基
本
方
針

現
地
調
査
で
確
認
し
た
鬼
首
道
路
周
辺
の
自
然
環
境
に

配
慮
し
た
道
路
整
備
を
行
う
た
め
、
鬼
首
道
路
の
整
備
テ
ー

マ
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
図
4
の
と
お
り
設
定
し
、
基
本
方
針

を
整
理
し
た

(表
2
)。
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写真 2 ウラジロヨウラク(指定種)

写真 3 イワウチワ(指定種)



対̂
応
策
内
容
に
つ
い
て
〉

①

自
然
を
保
護
･
保
全
す
る
道
路
構
造
物
の
採
用

(写
真
7
)

･
構
造
物

(ト
ン
ネ
ル
-
7
、
橋
梁
-
"
)
比
率
が
事

業
区
間
延
長
の
六
一
%
と
高
比
率
。

･
盛
土
箇
所
を
橋
梁
形
式
に
す
る
こ
と
に
よ
り
動
物
の

横
断
路
を
確
保
。
(7
橋
)

②

貴
重
種
の
採
取
、
損
傷
の
防
止
･
工
事
に
よ
る
影

を 卜ぅ 土 響
②

横盛業機 ①･
工
事
中
に
於
い
て
、
周
辺
の
樹
木
が
損
傷
し
な
い
よ

･
ト
ン
ネ
ル
掘
削
時
に
発
生
す
る
汚
濁
水
は
、
沈
殿
槽

を
設
置
し
汚
濁
物
質
を
取
り
除
く
。

う 工 響
、 事 の
幹 中 軽
部 に 減
に
防
護
板
を
設
置

4

一
一

図

一
人
に
も
自
然
に
も
や
さ
し
く
｢

図 4 整備テーマとコンセプト

◎自然と調和した道

･道路建設による自然環境への影響をできる

だけ小さくして自然との調和を図る。
◎自然をまもる道

･自然植生の育成や回復、 自然な水辺環境の

保全や再生に努め、 野生動物の活動空間を

保全する。
･自動車による交通禍が発生しないような施

設を整備し、 動物の安全にも配慮する。
◎人と自然の出会いの道

･優れた自然に接する休憩施設の整備

表 2 鬼首道路のエコロ一 門ご関する基本方針

整備
コンセプト

基本的視点 基 本 方 針 対 応 策 内 容

人
に
も
自
然
に
も
や
さ
し
く

し 目

髭悠
想

暴

"
釜

自然をまもる

○植物の保護 ･保全

○道路による動物行動圏の分断の回避

○自然を保護 ･保全する道路構造の採用…①

○貴重種の採掘、 損傷の防止…②

○植生を保護 保全する林套の形成
○けもの道の確保 (動物誘導柵の設置を含めて) …③

○道路構造物や通行車輌による動物の

事故発生防止

○走光性動物の生息阻害の回避

○水辺のビオトープ*の保護 ･保全

○鳥類の飛行す高度確保のための樹林…④

○動物誘導柵の設置…⑤

○脱出可能な側溝、 桝の設置…⑥

○ ｢動物注意J の標識の設置

○誘虫性の低い光源の採用…⑦

○トンネル内排水による河川の汚濁防止

○工事による河川への影響の軽減

自然にかえず

○植物相 ･生態系 ･ビオトープに配慮

した植生の回復

○水辺のビオトープの再生 ･創出

○法面の自然種 (郷土種) 植栽…⑧

○表土の保存と活用

○工事用道路の植生復元

○河川変更部における自然に近い護岸等の整備による

水生動物や水生植物の生息生育環境の再生 ･創出⑨

人
と
自
然
の
出
会
い
の
道

自然とふれあう

○景観への配慮

○自然とふれあう場の創出

○景観阻害 ･破壊とならない構造の採用

○景観破壊となる構造物の遮蔽

○景観に配慮した付属施設の整備

0 自然への理解翻案める休憩施設の整備…⑲

自然をいつくしむ

○マナーの啓蒙 ○植生 ･生態系 ･ビオトープに配慮した、 自然を改変
しないルールの提案 (ソフト的対応)

○住民参加の植樹祭

ビオトープ (B iotop) とは野生生物の生息する空間

道イテセ 95.6 45



7 自然環境への影響を少なくするための橋とト

ンネル

③

け
も
の
道
の
確
保

(図
5
)

･
盛
土
区
間
の
連
続
す
る
箇
所
で
動
物
移
動
ル
ー
ト
--

な
っ
て
い
る
道
路
横
断
箇
所
に
つ
い
て
は
、
け
も
の

道

(H
=
三
m

W
=
三
m

L
=

一
四
･
一
m
)

を
設
置
、
行
動
範
囲
を
確
保
。

④

鳥
類
の
飛
行
高
度
確
保
の
た
め
の
樹
林

(図
6
)

⑤

動
物
誘
導
柵
の
設
置

(図
7
)

･
獣
道
･
橋
の
下
･
ト
ン
ネ
ル
上
の
誘
導
は
、
カ
モ
シ

カ
の
ジ
ャ
ン
プ
力
を
考
慮
し
二
･
五
m
と
し
、
柵
が

道
路
か
ら
見
て
な
る
べ
く
目
立
た
な
い
よ
う
に
設
置
。

図

図

図 5 けもの道の確保

多6 道行セ 95.6



⑥

脱
出
可
能
な
側
溝
の
設
置

(図
8
)

･
工
事
に
よ
り
一
時
改
変
し
た
沢
や
川
は
、
周
辺
植
生

･
側
溝
に
は
、
ト
リ
の
ヒ
ナ
や
小
動
物
が
落
ち
て
も
目

と
同
童
頭
の
直
、
を
テ
う
と
-口
･に
、
目

ぷ

吏

図 8 脱出可能なスロープ付き側溝

力
で
脱
出
で
き
る
よ
う
ス
ロ
ー
プ
を
設
置

(i
=
六

三
%

L
=
二
m

c
t
c
=
二
0

m
)

と
同
種
類
の
植
栽
を
行
う
と
同
時
に
、
自
然
石
を
使

い
、
瀬
や
淵
の
あ
る
自
然
な
流
域
を
作
る
。

⑩

自
然
へ
の
理
解
を
深
め
る
休
憩
施
設
の
設
置(図

=
)

･
自
然
と
触
れ
合
う
駐
車
帯

(四
箇
所
)
及
び
散
策
が

可
能
な
休
憩
施
設

(三
箇
所
)
を
計
画
。

泙

セ　 95.6 4 7

,
辺岸

　

　
　

、

然白
ロ

i
′
↓

‘‘.

関図

図11 散策が可能な休憩施設 (小鳥やチョウの舞う休憩施設)

‘で
な

き

図 9 道路緑化 (植栽 ･表土の活用)



六

今
後
の
方
針

功
す
る
た
め
に
も
追
跡
調
査
.
委
員
会
等
を
効
率
的
に
活

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
が
他
事
業
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

用
し
、
各
対
策
に
対
す
る
評
価
を
行
い
、
よ
り
良
い
エ
コ

あ
る
。

鬼
首
道
路
で
は
、
自
然
に
調
和
し
た
道
づ
く
り
を
目
指

ロ
ー
ド
を
構
築
す
る
よ
う
今
後
も
努
力
す
る
と
と
も
に
、

　
　　
　
　
　
　　
　

　

　
　

　
　

　

こ
の
調
査
･
検
討
の
な
か
で
提
案
さ
れ
た
対
策
案
は
･

容

オ

ル

る

己

種

数
臓

蠣

植
生
の
回
復
･

動
物
の
保
護
な
ど
周
辺
自
然
環
境
の
特
性

内

泌

ヴ
-

よ

嚴

劫
数
慾
汰

鰊

大

は

フ

ル

撮

　　
　
　
　

　
　
　
　
　

か
り
で
あ
り
、
対
策
の
有
効
性
、
改
良
を
要
す
る
点
に
つ

い
て
評
価
す
べ
き
資
料
が
不
足
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
o

鼬

鋤

そ
の
た
め
、
学
識
経
験
者
を
含
め
た
鬼
首
道
路
追
跡
調

期

)

~

お

そ奔
台目
い令
“、を
平
ま成
七
年
--吾
]月
に
設
置
一し
、
…指
導
りを
君受
け
な

声

鰯
鋤

総
㈱

鏑

鋤
稠

鞘

蹴
婢

が
ら
溢追篝跡酬調山査をこ焚が施し
、
鬼を百愚道路
の
ニ
ヱ
ロ
亀事
ド‘と

一
鰍
硼
眸
蠕

翔

醇
酵
間

蝉
-
膨
酬

し
て
の
有
効
性
-、を
…探
り
、
ハ今
後
いの
エ
コ
ロ
ー
ド
,事
業
の
真
ハ

.
査
問
鰍

孵
彰

絲
蹴
蹴
猟
鰔鋤
嬬蝋

価
【、を
図
【る
資
料
"の
累
ル"横
を
計
"画
-し
て
い
る
o

調
獺

麓
鰍

鮒
榊

礬
鰄
敷
鰄
◎
孵

追
跡
調
査
の
内
容
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
o

織
ゆ

纖
箒

麒

親
春
笹

鰊㈱
銅繊

七

お
わ
り
に

隣

国
道
一
○
八
号
鬼
首
道
路
に
お
け
る
エ
コ
ロ
1
ド
事
業

査

日

一

音

は
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
道
路
整
備
の
主
要

ラ

騒

な
施
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
･

道
路
技
術
五
箇
年
計
画
で

跡

輛

酔
査

故

調
虫

物

水

気

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
全
国
に
先
駆
け
て

追

項

褻

襲
濕
臟
鋤

大

3

植

植

横

交

側

照

水

の
エ
コ
ロ
ー
ド
整
備
実
施
個
所
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

表

植

生

調

査

動

物

そ
の
中
で
、
我
々
は
こ
の
エ
コ
ロ
ー
ド
整
備
事
業
を
成

48 暹当行セ 95,6

項 目 調 査 時 期 調 査 内 容

植

生
調

査

植栽法面調整
植栽後5年間 毎年(11月初)

･ その後 5 年毎(次の15年間)

さ
~

こぐ大の

影

繃
さ
期

、
太

写

高

の

況

樹
幹
概

植栽法面コドラート調査 ･植栽 5 年後以降 5 年毎(春 ~ 夏 1 回) ･ 組成調査

動

物

横断調査
･ 各年 4 季(最初の 5年間) に

ン

-フ

イ
ー

が

封

莪

功

ビ

イ

は

フ

た

る

半
叺

｣よ

ル
影

に

一
撮
砂

チ

る

き

ス
よ

そ
G

交通事故
間眸翔年後用供隅 影緘るし帆よ朮一*通

録

交

記

側溝落下調査 錮の初最秋夏春 録記影讓効
慾

瀞
種

照明誘虫

締妙最秋夏春 皺獺巖る･託集

水生動物 繊の最年毎 為僻
靴

織
物

餓
劉

魚
底

橙 鯛"鰺
悸
褥

鉾
鰯

数翳大$凪
麟

、
、、霊

大気 ･ 騒音

範邸
動
婢

初
考

饌
靴

稠
較

圃
籾

箪
婢 握

鰔鰊◎*輪



一
は
じ
め
に

我
が
国
に
初
め
て
高
速
道
路
が
開
通
し
た
の
は
、
昭
和

三
八
年
の
名
神
高
速
道
路
、
栗
東
…
尼
崎
間
七
一
如
で
し

た
が
、
現
在
の
高
速
道
路
供
用
延
長
は
約
五
、
七
〇
〇
如

に
達
し
、
そ
の
通
行
台
数
は
、
一
日
当
た
り
三
〇
〇
万
台

以
上
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
日
常
生
活

の
中
で
高
速
道
路
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
高
速
道
路
は
、
沿
線
地
域
の
交
通
条
件
を
飛
躍

的
に
高
め
、
地
域
の
生
活
を
よ
り
潤
い
あ
る
も
の
に
す
る

こ
と
を
可
能
と
し
、
こ
れ
ま
で
も
、
工
業
や
農
業
、
観
光

な
ど
の
産
業
を
発
展
さ
せ
、
地
域
お
こ
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
寄
与
し
て
き
て
い
る
。
現
在
、
日
本
列
島
を
縦
貫
す
る

高
速
道
路
の
建
設
に
続
き
、
列
島
を
横
断
す
る
高
速
道
路

の
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
我
が
国
に
も
よ
う
や
く
高
速

道
路
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
姿
を
現
そ
う
と
し
て
い
る
。

東
京
へ
の
一
極
集
中
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
速
道

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
特
定
地
域
へ
の
機
能
集
中
や
人

ロ
の
過
度
の
集
中
を
是
正
し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を

図

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(図
1
)
。

昭
和
六
〇
年
以
降
は
、
｢バ
ブ
ル
｣
と
呼
ば
れ
る
経
済

の
大
幅
か
つ
長
期
的
な
上
昇
を
背
景
に
、
国
民
の
生
活
も

高
度
化
･
多
様
化
さ
れ
て
い
き
、
と
り
わ
け
週
休
二
日
制

の
普
及
な
ど
に
よ
る
余
暇
時
間
の
増
大
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
需
要
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

高
速
道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
高
速
道
路
に

対
し
て
量
的
整
備
の
み
な
ら
ず
質
的
整
備
を
要
望
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
今
ま
で
の
高
速
道
路
は
単
に
人

や
物
を
運
ぶ
通
路
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
以
外
か
ら
は
車
の
出
入
り
は
も
ち
ろ
ん
人

の
出
入
り
も
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

従
来
は
せ
っ
か
く
休
憩
施
設
の
近
く
に
公
園
や
景
勝
地
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
が

あ
っ
て
も
直
接
利
用
で
き
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
介
し
て
遠
回
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
、

地
元
か
ら
は
休
憩
施
設
か
ら
人
の
出
入
り
を
可
能
に
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
多
く
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
建
設
省
で
も
、
高
速
道
路
の
移
動
途
中
、
あ
る

い
は
、
高
速
道
路
そ
の
も
の
を
レ
ジ
ャ
ー
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

休
憩
施
設
と
隣
接
す
る
都
市
公
園
等
と
を
一
体
的
に
整
備

す
る
こ
と
を
検
討
し
、
昭
和
六
二
年
に
、
高
速
道
路
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア

(S
A
)

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(P
A
)

と
都
市
公
園
を
結
ぶ

｢
ハ
イ
ウ
ェ
イ
･
オ
ア
シ
ス
｣
を
創

開
か
れ
た
S
A

e
P
A

建
設
省
道
路
局
高
速
国
道
課
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踏 贓 名 起点 竇点 窟 麗 名 国点 終点
北踊道腿寅 圈謳市糧内雨

近駿自動騨逼

伊勢眠
8古同大晒塩
名古膵神戸罫轡篝鷺北海逮楢断自助靭謹署長母黒松内劭崩語

費北碇翼曰勧肛壺弘剛鱒
八戸峠費京都円森市 義鉾鑄闇葉繃帯

東北横断口勤昭囮
釜石秋田鰤釜石裔秋田雨 中国取貿 E割圏道吹田市下図雨
酒田線仙台市西田市 山 幅 目 蹴 追吹田商下聞椚
いわき靴劾贓いわき椚新潟市

中国椙断白岡顔遍
難隧馬収縮姫路市篶取雨

日本潟沿岸棗凄$自動軍獺新同市阿蘇市 岡山米子颯岡山市堪羽市
票北中央目勁旧道組蝿雨相手雨 尾道松工絨尾逼市松江市
團輻鋤單辺忰岳岳緊京都新潟繭 広脆家田幅広麗市額田市

上毬商 山 哺 目』D 騙 道罵取稲翼祢市
潴 鰡 自 助 囮 直寮京都仙台雨 四国駿賞に勤田圃徳趨市大洲市
費闘棗田鯛沼際普暑襄京国館山用 四国横断巨勤朧道阿南市大洲市

水戸硝 九州琺竇臼lD服逼風児麗輯
宮岡欄北九州市 g零落北岡露日勤卑滋高岡市螂淺碓

蜘…欝講費京都
国土吉田市
西宮市 九州損所日勤三羽疑問大分楓長岡市大分市

延岡圈御船町匪岡雨
長野硝 翼九州目勤斑凪 IE九州柏麒邸中

餓一翼迩囮勤腱圃襄京都小牧柏
腹海北陸口肋虹避 -富雨幅波市 新興京国轍空寝凪成田帝新生羽
第二翼潟□勤軍頭興京都名古隨帝 図西国縣空港鞭凪佐野市 M番ゐ凄
中部橋師自助棗汕凋萩市佐久府 関 門 自 動 萠 沮下聞奄 "九州府
北 陸 自 勧 服 避新潟市米原町 冲 鈍 自 助 騨 迪名掟柏郡霧市

趨 纈 名 起点 終点
　　　　　　　　　　　　　　
深川･鞘硼日勤融通霞川帝留稠市
艇刻=･紋別自動埠逼旭川帝紋別庵
潮広･広踊自助国辺帯広醇広魅町
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
三陸厩翼自助聖霊仙台市宮古帝
　　　　　　　　　　　　　　　　
認都田中失理魅自動軍辺涜嵐用木史謹市
中部班賞□肋翌週松本用笹井閑
職遁自動翠濶棚跛梱国田用
伊豆縦貫自助型辺召濯市下田祖
三瀉勣僞自動取避融田祁三ケ日町
栗袋田状自動血道四日市市霊田椚
京熊虹自助暉辺京都市叩鞁山市
西神国動覊遊神戸市三木把
京都歎賞団肋露運京節市区登用
　　　　　　　　　　　　　　　　
尾道･福山自助霧週隧迎摘福山市
費広堝･巽自動鞏固斑広島市関 市

一般国道自動車専用道路翁之480細
うち 本州四国選涎道路約,IBO蝿

図 1 高規格幹線涎活路網国 (平成 7年 4月 1日 現在)

凡 例

高速自動車国道

ニニニ 供 用 区 間

こ== 整備計画区間

□□□□○ 基本計画区間
-=ニニニ 予定路線区間

供 用 区 間

' ‐事 業 区 間

こ:=ご 計 画 区 間

霊 供用区間



設
し
た
。

最
近
で
は
、
道
路
公
団
に
お
い
て
も
、
高
速
道
路
を
さ

ら
に
上
手
に
刺
活
用
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
活
性

化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
で
、
地
域
の
有
識
者
や

関
連
団
体
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
知
恵
を
出
し
合
い
、
意

見
を
交
わ
し
合
う
試
み
を
持
っ
て
み
た
り
、
公
団
と
利
用

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
新
た
な
展
開
と
し
て
、
S

A
･
P
A
等
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し
た
多
彩

な
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
、
利
用
者
の
声
を
聴
く
ア
ン
ケ
ー
ト
、
高
速
道
路
事
業

の
紹
介
等
を
行

っ
て
い
る

(写
真
1
)
。

建
設
省
に
お
い
て
も
、
人
ロ
減
少
に
代
表
さ
れ
る
地
方

圏
の
活
力
低
下
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
は
、
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
急

ぐ
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
持
つ
交
流
･
連
携
機
能

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
地
域
の
主
体
的
な
取
り

組
み
に
よ
る
地
域
間
交
流
の
活
発
化
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
地
域
拠
点
の
核
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
お
り
、
各
地
で
様
々
な

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
速
道
路
等
の
利
用
者

が
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
求
め
る
サ
ー

ビ
ス
機
能
も
観
光
･
レ
ジ
ャ
ー
情
報
の
提
供
、
地
元
特
産

品
の
紹
介
等
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
ど
多
様
化
･

高
度
化
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
及
び
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
同
時
に
対
応
す
る
た
め
、
｢S
A
･
P
A
を
活
用
し

た
地
域
拠
点
整
備
事
業
｣
が
平
成
七
年
度
に
創
設
さ
れ
た
。

ニ

ハ
イ
ウ
土
イ

･
オ
ア
シ
ス

ー

事
業
概
要

高
速
道
路
の
休
憩
施
設
は
、
本
来
高
速
道
路
の
利
用
者

が
休
憩
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
そ
の
駐
車
マ
ス
等
の

設
計
は
比
較
的
短
時
間
の
駐
車
に
対
し
て
設
計
し
て
あ
り
、

都
市
公
園
等
の
利
用
者
に
対
す
る
長
時
間
駐
車
の
需
要
を

満
足
す
る
た
め
に
、
高
速
道
路
に
付
随
し
た
駐
車
場
の
ほ

か
に
、
公
園
の
利
用
者
の
た
め
の
駐
車
場
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ

･
オ
ア
シ
ス
で
は
、
都
市

公
園
等
の
中
に
高
速
道
路
の
休
憩
施
設
と
連
結
し
た
第
二

駐
車
場

(公
園
側
駐
車
場
)
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
速
道
路
の
利
用
者
に
都
市
公
園
等
へ
の
出
入
り
を
可
能

に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
公
園
側
駐
車
場
か

ら
一
般
道
路
等
外
部
へ
の
車
の
出
入
り
は
制
限
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
高
速
道
路
の

休
憩
施
設
か
ら
隣
接
す
る
公
園
等
に
直
接
車
で
乗
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
公
園
利
用
の
増
進
、
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
の
利
用

者
に
自
然
や
歴
史
･
文
化
に
包
ま
れ
た
潤
い
あ
る
ス
ペ
ー

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
高
速
道
路
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
利
用
促
進
も
併
せ
て
図
る
こ
と
が
で

き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
全
国
で
六
ヵ
所
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ

･
オ
ア
シ
ス
が

供
用
中
ま
た
は
事
業
中

(表
1
)
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

以
下
の
よ
う
な
設
置
条
件
及
び
設
置
形
態
と
な
っ
て
い
る

(図
2
)
。

①

原
則
と
し
て
、
高
速
道
路
の
休
憩
施
設
と
都
市
公

園
等
が
隣
接
し
て
い
る
場
合
に
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
･
オ

ア
シ
ス
と
し
て
整
備
で
き
る
も
の
と
す
る
。
(高
速

道
路
の
休
憩
施
設
と
都
市
公
園
等
が
隣
接
し
て
い
な

い
場
合
、
連
結
部
の
延
長
が
一
如
以
下
に
限
る
)

②

休
憩
施
設
内
の
駐
車
場

(道
路
側
駐
車
場
)
と
都

市
公
園
内
側
に
設
け
る
駐
車
場

(公
園
側
駐
車
場
)

と
を
連
結
部
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
一
体
と
し
、
相

道イテセ 95.6 5/



表 - 供用中 ･事業中のハイウェイ ･オアシス

路線名 休憩施設名 公園名 位 置 公 園 概 要 備 考

北海道縦貫
自動車道

砂川SA
北海道子ども

の国

北海道
すらびわ
砂川市

少年自然の家、 キャンプ場、 野外ステージ、
アスレチックコース、 展望台広場等の施設が

ある公園にハイウェイ ･オアシス整備にあわ

せオアシス館、 ふしぎの森の整備を行った。

平成 3年

4月

オープン

北陸自動車道 徳光P A 松任海浜公園
石川県

まっとう
松任市

四季の花園、 多目的運動広場、 海水浴広場、
冒険の森、 サイクルターミナル等の施設が整

備されている。
上りは予定。

(下り)

平成 2年

3月

オーフ0ン

(上り)

事業中

関越自動車道

上越線
佐久平P A 平尾山公園

長野県
さく
佐久市

芝生多目的広場、 フィールドアスレチック、
センターハウス等の整備。 公園に隣接して第

三セクターにより、 スキー場、 スーパースラ

イダーが設置される予定である。

平成 6年

10月

オープン

関越自動車道

上越線
小布施P A

小布施総合公

園
長野県

小布施町

小布施町の名産品 ｢葉をテーマにした栗の館

やレストラン、 多目的広場、 キャンプ場を設

置する。 町としては P A を歴史と文化に出会

うゾーンの玄関口と位置付けている。

事業中

山陽自動車道 権現池P A 権現総合公園
兵庫県

かこびh
加古川市

｢水と緑のオアシス｣ をメインテーマとする

総合公園。 権現ダム周辺を利用するアクアパ

ビリオン。 アスレチック、 親水 ･遊水施設、
フラワー園地等の整備を図る予定である。

事業中

四国縦貫自動

車道
石鎚由PA 小松中央公園

愛媛県
小松町

公園隣接地への四国88箇所霊場宝寿寺の移転

計画、 ロープウェイの整備計画とと はご地域

の活性化に資するため、 既存公園を拡張し、
｢石鎚｣ をテーマにした公園。 石鎚の自然を

紹介する右鎚自然館、 高山植物園のほか歴史

館の整備を行う予定。

事業中

連
結
部
に
限
る
も
の
と
す
る
。

④

ハ
イ
ウ
ェ
イ

･
オ
ア
シ
ス
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

互
の
出
入
り
を
可
能
に
す
る
。

③

構
造
上
、
公
園
側
駐
車
場
へ
の
車
の
出
入
り
は
、

SA :サービスエリア、 P A :パーキングエリア

が
高
速
道
路
本
線
の
交
通
安
全
及
び
休
憩
施
設
の
本

来
の
機
能
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤

道
路
側
駐
車
場
、
公
園
側
駐
車
場
及
び
連
結
部
の

構
造
は
、
道
路
構
造
令
等
の
基
準
に
よ
る
も
の
と
す

る 構
⑤

来 が

(やむを得ない場合)(原則)

図 2 ハイウェイ ･オアシス イメージ図



2

設
置
及
び
計
画
事
例

①

佐
久
平

ハ
イ
ウ

ェ
イ

･
オ
ア
シ
ス

上
信
越
自
動
車
道
の
佐
久
平
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

は
、
隣
接
す
る
長
野
県
佐
久
市
で
整
備
し
て
い
る
平

尾
山
公
園
と
連
絡
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

現
在
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
多
目
的
広
場

(雪
の
広

場
)、
セ
ン
タ
ー
施
設
等
の
ほ
か
に
、
今
後
地
元
特

産
品
の
果
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
テ
ー
マ
施
設
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
研
修
施
設
な
ど
が
続
々
と
整

備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

当
オ
ア
シ
ス
は
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
遊
べ
る
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
冬
場
は
ハ
イ
ウ
ェ

イ
･
オ
ア
シ
ス
駐
車
場
か
ら
直
接
佐
久
市
と
民
間
と

の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
開
発
に
よ
る
人
工
雪
ス
キ
ー
場

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
浅
間
山
･
八
ヶ
岳
を
眺

望
し
な
が
ら
ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
正

月
、
連
休
等
に
は
ハ
イ
ウ
ェ
イ
駐
車
場
が
満
車
状
態

と
な
っ
て
お
り
、
ス
キ
ー
場
も
盛
況
と
あ
っ
て
初
シ
ー

ズ
ン
と
し
て
は
好
調
な
滑
り
出
し
で
あ
っ
た

(写
真

2

･
3
)
0

写真 2 佐久平ハイウェイ ･オアシス

写真 3 スキー場の利用状況

②

小
布
施
ハ
イ
ウ
ェ
イ
･
オ
ア
シ
ス

小
布
施
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
、
平
成
七
年
度
供

用
予
定
の
上
信
越
自
動
車
道
の
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
信
州
中
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
間
に

位
置
し
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
長
野
県
小
布
施
町
が
整

備
す
る
小
布
施
総
合
公
園
と
連
絡
す
る
こ
と
で
、
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
と
当
公
園
を
一
体
整
備
す
る
ハ
イ
ウ
ェ

イ

･
オ
ア
シ
ス
と
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
o

当
公
園
は
、
町
の
名
産
品
で
あ
る

｢栗
｣
を
テ
ー

マ
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
施
設
内
容
と
し
て
、
テ
ー

マ
館

(栗
の
博
物
館
)、
修
景
園

(庭
園
)、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
多
目
的
広
場
、
わ
ん
ぱ
く
広
場

(フ
ィ
ー
ル

ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
遊
具
等
を
設
置
)

を
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、
本
線
供
用
時
は
そ
の
う

ち
一
部
を
同
時
開
園
す
る
予
定
で
あ
る

(写
真
4
)。

三

S
A
･
P
A
を
活
用
し
左
地
域
拠
点
整
備

事
業

ー

事
業
概
要

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
地
元
へ
の

開
放
、
そ
の
休
憩
施
設
と
し
て
の
機
能
向
上
の
た
め
、
あ

る
い
は
、
高
速
道
路
等
の
整
備
効
果
の
一
層
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
高
速
道
路
等
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(S
A
)
、

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(P
A
)
と
そ
の
周
辺
地
域
と
地
域

の
特
色
を
活
か
し
つ
つ
人
の
出
入
り
を
確
保
し
て
、
一
体
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･地域固有の景観の活用

･レクリエーション施設

･スポーツ施設

･温泉 ･クアハウス

･地域情報提供施設

･地域物産販売コーナー

等

【地域情報の発進】

【道路利用者への一層
【地域の自然 ･地理的資源

を活用した地域振興】
のサービス向上】
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･歴史博物館
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･鑿翳饗センタ-
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グルメ村

レジャー施設

等の商業施設

【地域の歴史 ･文化、
伝統産業等を

活用した地域振興1

さ . ‐
、
□もし も

【地域経済の活性化】

図 3 地域拠点 S A のイメージ



的
･
計
画
的
に
整
備
し
、
新
た
な
地
域
拠
点
の
形
成
を
図

る

(図
3
)。

①

地
域
主
体
の
計
画
づ
く
り

市
町
村
が
主
体
と
な
り
、
都
道
府
県
、
道
路
管
理

者
と
共
同
し
て
S
A
･
P
A
を
中
心
と
し
た
地
区
の

土
地
利
用
、
施
設
配
置
、
一
体
整
備
等
に
関
す
る
計

画
(S
A
･
P
A
を
活
用
し
た
地
域
拠
点
整
備
計
画
)

を
策
定
し
公
表
す
る
。

②

人
の
出
入
り
を
確
保
し
た
一
体
的
な
整
備

計
画
の
策
定
さ
れ
た
S
A

･
P
A
に
つ
い
て
は
、

｢地
域
拠
点
S
A
｣
と
し
て
市
町
村
等
が
隣
接
し
て

整
備
す
る
各
種
地
域
振
興
施
設
(文
化
施
設
、
観
光
･

レ
ジ
ャ
ー
施
設
、
商
業
施
設
等
)
と
の
人
の
出
入
り

を
確
保
し
た
一
体
的
な
整
備
を
行
う
。

な
お
、
一
体
的
な
利
用
に
よ
り
、
S
A
･
P
A
で

の
駐
車
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合

に
は
、
隣
接
す
る
地
方
振
興
施
設
の
整
備
主
体
は
、

S
A
･
P
A
の
第
二
駐
車
場
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

　　
　

③

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

計
画
の
策
定
さ
れ
た
S
A

･
P
A
に
つ
い
て
は
、

高
速
道
路
等
の
利
用
者
へ
の
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
る
と
と
も
に
地
域
の
情
報
を
よ
り
効
果
的
に
発

信
す
る
た
め
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
休
憩
施
設

(地
域
情
報
提
供
施
設
、
地
域
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー

等
)
の
整
備
を
促
進
す
る
。

2

支
援
措
置

市
町
村
が
計
画

(S
A
･
P
A
を
活
用
し
た
地
域
拠
点

整
備
計
画
)
を
策
定
す
る
場
合
に
調
査
費
を
補
助
す
る
と

と
も
に
、
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
第
二
駐
車
場
、
休
憩

施
設
、
隣
接
す
る
中
核
的
地
域
振
興
施
設
に
つ
い
て
は
道

路
開
発
資
金
、
日
本
開
発
銀
行
等
の
低
利
融
資
を
行
う
。

3

事
業
効
果

本
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①

S
A
･
P
A
を
核
と
し
た
地
域
振
興

S
A
･
P
A
と
地
域
振
興
施
設
を
八
の
出
入
り
を

確
保
し
て
一
体
的
･
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
高
速
道
路
等
の
利
用
者

も
当
該
地
域
振
興
施
設
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
こ
う
し
た
一
体
的
な
整
備
に
よ
り
、
当
該

地
域
振
興
施
設
は
、
よ
り
広
域
的
な
施
設
と
し
て
の

機
能
が
備
わ
る
こ
と
と
な
り
、
連
携
と
交
流
の
中
核

的
施
設
と
し
て
地
域
拠
点
の
核
を
形
成
す
る
。

ま
た
、
同
時
に
、
高
速
道
路
等
の
利
用
者
は
、
通

常
の
S
A
･
P
A
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
産
業
等
地
域
の
特
色
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
%

②

S
A
･
P
A
で
の
情
報
発
信

S
A
･
P
A
の
休
憩
施
設
に
お
い
て
、
地
域
情
報

提
供
施
設
、
地
域
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
等
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
地
域
の
P
R
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
S
A
･

P
A
の
地
域
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
同
時
に
、
高
速
道
路
等
の
利
用
者
は
、
地

域
の
特
色
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

四

お
わ
り
に

S
A
･
P
A
を
活
用
し
た
地
域
拠
点
整
備
事
業
は
、
地

域
に
よ
っ
て
、
様
々
な
事
業
形
態
、
整
備
手
法
が
考
え
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
地
元
自
治
体
等
が
中
心
と
な
り
、

具
体
の
事
業
を
検
討
し
つ
つ
、
答
え
を
見
つ
け
て
い
く
こ

と
と
な
る
。

ま
た
、
本
事
業
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

地
域
の
創
意
工
夫
と
主
体
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
S
A
･

P
A
及
び
そ
の
周
辺
の
開
発
事
業
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
地

域
拠
点
の
一
層
の
充
実
、
拡
大
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
･
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。
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一
は
じ
め
に

去
る
三
月
二
九
日
、
日
本
高
速
通
信
株
式
会
社

(T
W

J
)
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
国
展
開
を
完
了
し
た
。
こ
れ

は
、
一
〇
年
以
上
前
に
す
で
に
全
世
界
に
先
駆
け
建
設
省

が
提
唱
し
た

｢情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
｣
の
骨
格
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
高
速
道
路
網
等
を
活
用
し

た
オ
ー
ル
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
単
に
現
在

当
社
が
提
供
し
て
い
る
長
距
離
電
気
通
信
事
業
へ
の
利
用

だ
け
で
は
な
く
、
道
路
利
用
者
へ
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
事

業
へ
の
活
用
も
可
能
で
あ
り
、
今
後
、
具
体
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
o

創
業
一
〇
年
目
を
迎
え
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
完
成
ま

で
の
経
緯
及
び
整
備
状
況
と
今
後
の
事
業
展
開
計
画
等
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二

｢情
報
ハ
イ
ウ
エ
イ
構
想
｣
と
T
W
J
の

役
割

｢情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
｣
と
は
、
二
一
世
紀
の
高
度

情
報
化
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

を
高
速
道
路
等
の
幹
線
道
路
網
に
敷
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
度
な
総
合
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
な
ら
び
に
高
速
道
路

の
機
能
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
高
速
道
路
の
機
能
向

上
に
は
、
道
路
管
理
の
高
度
化
や
道
路
利
用
者
の
利
便
性

を
さ
ら
に
高
め
る
等
、
多
面
的
な
要
素
を
包
括
し
て
お
り
、

道
路
空
間
を
活
用
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
ま
で
も

そ
の
範
嗜
と
な
る
o

そ
も
そ
も
こ
の
構
想
は
、
道
路
空
間
の
有
効
利
用
を
探

る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
五
九
年
二
月
か
ら
組
織
さ
れ
た

｢
ロ
ー
ド
ス
ペ
ー
ス
懇
談
会
｣
か
ら
誕
生
し
た
。
当
会
は
、

学
識
経
験
者
と
各
界
の
著
名
人
で
構
成
さ
れ
、
次
の
内
容

が
検
討
提
言
さ
れ
た
。

｢高
速
自
動
車
国
道
に
お
い
て
は
、
よ
り
質
の
高
い
管

理
の
実
現
な
ら
び
に
道
路
利
用
者
へ
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
今
後
重
要
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
大
容
量
の

情
報
を
長
距
離
伝
送
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
が
必
要

と
な
る
。
｣

こ
の
提
言
を
受
け
、
昭
和
五
九
年
七
月
、
財
団
法
人
道

路
新
産
業
開
発
機
構
が
設
立
さ
れ
、
｢情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
｣

構
築
の
た
め
の
具
体
的
な
調
査
研
究
や
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
策
定
さ
れ
た
。

一
方
、
時
を
同
じ
く
し
て
電
気
通
信
制
度
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る

｢通
信
の
自
由
化
｣
で

あ
る
。
急
激
な
通
信
技
術
の
革
新
と
あ
い
ま
っ
て

｢通
信

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
民
間
の
力
を
活
用
し
た
方
が
効
率
的



占
時
代
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
社
会
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
電
電
公
社
が
民
営

化
さ
れ
、
新
規
通
信
事
業
者
の
参
人
が
認
め
ら
れ
る
と
と

も
に
･

通
信
獨業
界
に々
市
場
#原
理
が
導
入
さ
れ
た
0

勤
絵

,*れ
ら
の
結
露果
て
T
W
J
。が
昭
和
“五
九
年
;
-
-
月
-
六

劔
聯

日
に
設
立
さ
れ
、
長
距
離
電
気
通
信
市
場
に
参
入
す
る
と

と
も
に
、
高
速
道
路
等
の
道
路
網
を
活
用
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三

全
国
展
開
へ
の
あ
ゆ
み

　　

　
　　　

　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　

速
道
路
に
お
い
て
始
ま
っ
た
。
昭
和
六
一
年
一
一
月
に
完

営

了
し
た
同
区
間
の
光
通
信
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
東
名
阪

を
営
業
エ
リ
ア
と
し
専
用
線
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
ま
た
、

翌
六
二
年
九
月
に
市
外
電
話
サ
ー
ビ
ス

｢0
0
7
0
｣
を

開
始
し
た
。

以
来
経
営
方
針
と
し
て
･

東
名
阪
の
基
幹
通
信
回
線
を

賄

榔

心
に
周
辺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
重
点
を
置
い
て
整

藥営

中
心
に
周
辺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
重
点
を
置
い
て
整

藥

備
し
、
同
エ
リ
ア
に
お
い
て
き
め
細
か
く
サ
ー
ビ
ス
を
提

営

供
し
た
。
し
か
し
、
通
信
事
業
制
度
の
変
革
や
同
業
他
社

が
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
ぃ
く
な
か
で
、
従

離
簑
晏

翻
社
張

蚤
蛭
蕊

國
回
国

来
の
方
針
を
変
更
し
平
成
三
年
か
ら
全
国
延
伸
を
ス
タ
ー

会

長

卜
さ
せ
た
。

[脳』ぬ開門脚
]

当
初
の
全
国
展
開
に
係
る
事
業
計
画
で
は
、
平
成
九
年

に脛
門
閥蝸且

図 1 組織の変革



こ
の
一
〇
年
の
間
に
、
組
織
や
事
業
規
模
も
大
き
く
変

化
し
た
。
組
織
の
変
革
を
図
ー
、
沿
革
を
表
-
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
完
成
ま
で
の
変
遷
を
図
2
、
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
の

あ
ゆ
み
を
図
3
に
示
す
。

度
ま
で
に
整
備
を
終
え
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
T
W
J
が

担

っ
て
い
る

｢情
報

ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
｣
の
ベ
ー
ス
と
な

る
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
緊
急
性
か
ら
、
建
設
省
な

ら
び
に
郵
政
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
ご
指
導
の

も
と
で
工
事
が
順
調
に
進
み
、
当
初
計
画
よ
り
約
三
年
早

く も
こ 完 と

　　　
○ せ
年 る カ
の こ il
間 と 説
に カミ に

担ぎ、
　 　

表 1 沿革
1984年
1985年

1986年

1987年

1988年

1989年
1990年
1991年

1992年

1993年

1994年

1995年

11月
4月
6月
7月
11月
3月
6月
9月
9月
10月
3月
7月
3月
3月
4月
8月
6月
12月
6月
10月
4月
4月
8月
9月
10月
10月
12月
1月
2月
2月
2月
3月
3月
3月
3月

設立登記 資本金49億円
増資 資本金83億円
第一種屯気逓信事業計可取得
専用サービス契約約款認可
専用サービス営業開始
日本移動通信株式会社設立に参画
電話サービス営業開始
市外電話サービス営業開始
東京通信ネットワーク (T TN et)と専用線相互接続開始
大阪メディアポート (O M P)と専用線相互接続開始
専用線ダイレクトアクセス ･サービス開始
増資 資本金124.5億円
中部テレコミュニケーション(CTC)と専用線相互接続開始
市外公衆電話サービス開始
1一インタフェースによる専用サービス開始
増資 資本金249億円
山陽 ･九州地域サービス開始
九州通信ネットワーク (QTN et)と専用線相互接続開始
東北地域サービス開始
中国通信ネットワーク (CT N et)と専用線相互接続開始
北海道 ･北陸地域等サービス開始
北海道総合通信網 (H OT net)と専用線相互接続開始
増資 資本金498億円
株式会社アステル東京設立に参画
IN (インテリジェントネットワーク)サービス開始
株式会社アステル東北設立に参画
株式会社アステル中国設立に参画
株式会社アステル中部設立に参画
東北インテリジェント通信(TOH Knet)と専用線相互接続開始
四国通信ネットワーク･(ST N eりと専用線相互接続開始
株式会社アステル関西設立に参画
北陸通信ネットワーク (H T N et)と専用線相互接続開始
株式会社アステル九州設立に参画
全国ネットワーク完成
株式会社アステル北海道設立に参画

年 度

(東名阪地区} {山陽･九州地区廷制 棟戈開区延伸)

94 (前半)

(全国蝋網完成)

P o l 数 36 46 53 61

営 業 エ リ ア

(都道府県累計)

がU
⑩ず(33)

絵
ヌ
券~

図 2 ネットワーク完成までの変遷
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図 3 光ケーブル敷設のあゆみ



高
速
道
路
本
線
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
i
ブ
ル
の

設
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
状
況

の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

今
回
完
成
し
た
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
4
に
、
ケ
ー
ブ

ル
敷
設
延
長
を
表
2
に
示
す
。

敷
設
基
本
形
態
を
図
5
(次
ペ
ー
ジ
)
及
び
写
真
1
に
示
す
。

こ
こ
で
表
2
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
加
え
る
。
｢幹

線
仮
設
区
間
｣
と
は
、
高
速
道
路
未
整
備
の
区
間
に
お
い

て
、
高
速
道
路
の
沿
道
等
に
仮
設
的
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷

表 ケーブル敷設場所別延長

種 別 道 路 区 分 延長(km)

幹 線
繊る･繍

路
膨
繃

寵

間
梼
烟
誕

鯛
鉢
鉄

謎市間
都
区 螂羸

縦
縞

黛
鰄

計

スセ

ト

ク

一

ア

ル
① P OIアクセスルート 弧

合 計 鼬

ネ光

　

　

＼

4

　
　
　 トワーク

ま
た
、
｢
P
O
I
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
｣
と
は
、
N
T
T

等
の
他
通
信
事
業
者
と
接
続
す
る
た
め
に
、
高
速
道
路
か

ら
他
通
信
業
者
と
の
接
続
分
界
点

(P
O
I
…
勺
0
日
什
0
酬

甘
言
蘇
P8
)
を
結
ぶ
回
線
の
こ
と
で
あ
り
、
一
般
道
等

に
お
い
て
ケ
ー
ブ
ル
埋
設
を
主
体
に
施
工
し
て
い
る
。

②

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

全
国
に
張
り
巡
ら
せ
た
オ
ー
ル
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
効

率
的
に
運
用
す
る
た
め
に
、
主
要
都
市
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

き
滋

大津

写真 1 光ケーブル敷設状況



セ
ン
タ
ー
を
配
置
し
、
そ
こ
に
伝
送
設
備
や
交
換
設
備
を

ク
セ
ン
タ
ー
の
担
当
保
守
エ
リ
ア
内
に
は
、
概
ね
五
○
蛔

(留
日
官
oB
伝

旨
四
[巴

出
棺
門穹
目
て
…
同
期
デ
ィ
ジ

は
じ
め
監
視
設
備
等
の
機
械
的
設
備
を
設
置
す
る
と
と
も

間
隔
に
中
継
セ
ン
タ
ー
等
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
事

タ
ル
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
)
方
式
を
、
他
の
新
規
参
入
電
気
涌

に
、
専
門
技
術
者
が
二
四
時
間
体
制
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

保
守
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
配
置
箇
所
は
、
札
幌
、
仙
台
、

柏
、
首
都
、
東
京
、
静
岡
、
名
古
屋
、
金
沢
、
大
阪
、
岡

山
、
広
島
、
福
岡
の
一
二
カ
所
で
あ
り
、
組
織
体
制
と
し

て
は
東
京
地
区
に
こ
れ
ら
を
統
括
す
る
総
括
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ト
を
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー

間
隔
に
中
継
セ
ン
タ
ー
等
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
事

態
等
で
も
早
急
に
現
場
に
技
術
者
が
向
か
う
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
の

保
守
状
況
を
写
真
2
に
示
す
。

③

伝
送
設
備

山
陽
地
区
延
伸
以
降
、
次
世
代
高
速
大
容
量
通
信
の
国

際
標
準
の
伝
送
方
式
に
採
用
さ
れ
た
ば
か
り
の
S
D
H

タ
ル
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ
)
方
式
を
、
他
の
新
規
参
入
電
気
通

信
事
業
者
に
先
駆
け
て
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
通
信
や
国
際
通
信
と
の
連
携
を
考
慮
す
れ

琉

ば
必
須
の
最
新
技
術
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

｢後
発
の
利
｣

セ

と
な

っ
た
o

断

@

交
換
設
備

“

電
話
サ
ー
ビ
ス
開
業
当
初
か
ら
整
備
し
て
い
る
大
容
量

(路肩敷設)

　

　

｢

中

ー

リ

翻

れ

　

　

　

　

(中央分離帯敷設)

穿
0為ず

図 5 光ファイバーケーブルの敷設基本形態
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市
外
交
換
機
以
外
に
も
、
今
後
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

へ
の
柔
軟
な
対
応
を
目
的
に
以
下
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

ひ
と
つ
に
は
、
高
度
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る

｢イ

ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

従
来
の
電
話
網
内
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
接
続
し
、
多
様
な

新
サ
ー
ビ
ス
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
迅
速
に
追
加
で

き
る
一
方
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
も
自
由
に
サ
ー
ビ
ス
機
能

の
追
加
変
更
を
可
能
と
す
る
交
換
機
能
で
あ
る
。
世
界
で

写真 2 ネットワーク監視状況

最
も
早
く
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
高
度
電
話
サ
ー
ビ

ス
の
先
進
国
で
あ
る
米
国
の
最
大
手
通
信
事
業
者
で
あ
る

A
T
&
T
社
か
ら
最
新
の
技
術
と
設
備
を
導
入
し
、
す
で

に
東
京
と
大
阪
に
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
高
速
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る

｢A
T
M

(少
の将
門
町
O
8
こ
の
弓
｢胃
の{①[
g
o
Q
①
"
非
同

期
転
送
モ
ー
ド
)
技
術
｣
で
あ
る
。
こ
の
技
術
は
、
従
来

の
同
期
型
交
換
方
式
と
は
異
な
り
非
同
期
に
デ
ー
タ
信
号

を
交
換
伝
送
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
音
声
、
デ
ー
タ
、

映
像
等
、
情
報
量
の
異
な
る
通
信
を
混
在
さ
せ
て
扱
う
技

術
で
あ
る
。
高
速
通
信
に
適
し
た
こ
の
方
式
は
、
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
通
信
時
代
の
必
須
技
術
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

世
界
的
な
規
模
で
研
究
開
発
や
標
準
化
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
T
W
J
で
は
先
行
的
に
A
T
M
技
術
の

導
入
を
開
始
し
て
お
り
、
今
年
度
に
設
備
構
築
を
行
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
げ
る
予
定
で
あ
る
。

五

今
後
の
事
業
計
画

印

新
し
い
通
信
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組
み

通
信
の
自
由
化
か
ら
一
〇
年
を
迎
え
、
長
距
離
通
信
事

業
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。
当
時
四
〇
〇
円
/
三
分

(N
T
T
利
用
の
場
合
)
で
あ
っ
た
東
京
か
ら
大
阪
ま
で

の
昼
間
電
話
料
金
が
、
現
在
で
は
一
七
〇
円
/
三
分

(T

W
J
利
用
の
場
合
)
と
半
額
以
下
に
な
っ
た
。
当
初
繰
り

返
し
行
わ
れ
た
過
当
な
値
下
げ
競
争
も
限
界
に
達
し
、
今

後
は
高
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
競
争
の
時
代
に
突
入

す
る
こ
と
が
必
至
で
あ
る
。
今
回
の
全
国
展
開
を
機
に
T

W
J
は
、
前
述
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
の
優
位
性

を
活
か
し
た
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
を
逐
次
投
入
す
る
予
定
で

あ
る
。
図
6
に
そ
の
概
要
を
示
す
。

ま
ず
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
特
長
を
活
か
し
、
高
速
デ
ー

タ
通
信
や
超
高
速
専
用
線
な
ど
の
、
高
速
大
容
量
通
信
サ
ー

ビ
ス
を
今
年
度
中
に
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
必
要
な
最

現 状 今 後

電話 廟

T
島
を

ト誣
話
影
先金爾滕暑

俄弩

』飜虚移
り

A
虱
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図 6 通信サービス展開計画



新
技
術
で
あ
る
S
D
H
伝
送
設
備
や
A
T
M
交
換
設
備
は
、

前
述
の
と
お
り
す
で
に
計
画
的
に
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

｢
T
W
I
N
S

(ツ

イ
ン
ズ
)｣
と
総
称
し
、
高
度
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
以
下
の

と
お
り
展
開
し
て
い
る
。

①

｢
o
o
7
0
フ
リ
ー
フ
オ
ン
｣

昨
年
一
〇
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
、
料
金
着
信

者
払
い
サ
ー
ビ
ス
。
他
社
の
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
と
比

較
し
て
、
市
外
通
話
料
が
安
い
だ
け
で
は
な
く
、
お

客
様
の
電
話
回
線
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
利
用
状
況
に

あ
わ
せ
て
適
宜
、
発
信
者
の
待
ち
合
わ
せ
や
着
信
先

を
変
更
す
る
な
ど
、
付
加
機
能
が
充
実
し
て
い
る
。

②

｢
ス
ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
｣

今
年
五
月
か
ら
開
始
し
た
、
仮
想
専
用
線
網
の
サ
ー

ビ
ス
。
こ
れ
は
、
従
来
は
お
客
様
が
専
用
線
と
自
営

交
換
機

(P
B
X
)
を
用
意
し
構
築
し
て
い
た
企
業

内
内
線
網
を
、
こ
れ
ら
の
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
な

く
T
W
J
の
電
話
網
で
仮
想
的
に
実
現
す
る
サ
i
ビ

ス
で
あ
る
。

今
後
も
米
国
で
人
気
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
、
日

本
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
逐
次
市
場
投
入
す
べ
く
準
備
を
進
め

て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
｢高
速
サ
ー
ビ
ス
｣
と

｢高
度
サ
ー
ビ

ス
｣
の
機
能
が
融
合
さ
れ
、
｢情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
｣
の
特

長
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
通
信
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
実
現
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
技
術
開
発
だ

け
で
は
な
く
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
適
応
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
産
業
や
情
報
関
連
産
業
、
そ
し
て

端
末
産
業
を
含
む
関
連
企
業
と
の
連
携
強
化
を
も
並
行
し

て
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

②

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
･
ロ
ー
ド
事
業

T
W
J
で
は
通
信
事
業
者
と
し
て
培
っ
た
技
術
や
設
備

を
、
｢情
報

ハ
イ
ウ
ェ
イ
｣
の
も
う

一
つ
の
側
面
で
あ
る

道
路
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
平
成
二
年
か
ら
一
部
の
S
A
/
P
A
で

｢市
外
公
衆
電
話
サ
ー
ビ
ス
｣
を
開
始
し
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

｢イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト

･
ロ
ー
ド
事
業
｣

と
位
置
づ
け
、
今
後
の
展
開
を
検
討
し
て
い
る
。

検
討
内
容
の
一
部
か
ら
カ
ー
ド
に
関
す
る
も
の
の
一
例

を
図
7
に
示
す
。
家
庭
、
車
内
、
外
出
先
等
の
あ
ら
ゆ
る

環
境
か
ら
、
道
路
利
用
者
が
共
通
の
簡
単
な
操
作
方
法
で
、

最
新
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
を
実
現
す
る
た
め

に
、
I
C
カ
ー
ド
の
導
入
を
試
み
る
例
で
あ
る
。
現
在
、

T
W
J
で
は
高
度
電
話
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
た
カ
ー
ド
の

提
供
を
予
定
し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
I
C
カ
ー
ド
が
普

及
す
る
時
代
に
お
い
て
は
こ
の
機
能
が
吸
収
さ
れ
、
さ
ら

に
｢
ロ
ー
ド
･
カ
ー
ド
｣
等
と
統
合
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六

阪
神
大
震
災
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性

向
上

と
こ
ろ
で
、
全
国
展
開
を
目
前
に
ひ
か
え
た
去
る
一
月

一
七
日
早
朝
、
阪
神
大
震
災
が
発
生
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
信
頼
性
向
上
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
重
化
等
の
対

策
検
討
を
進
め
て
い
た
が
一
刻
も
早
く
こ
れ
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

被
災
状
況
で
あ
る
が
、
阪
神
高
速
道
路
が
倒
壊
す
る
と

い
う
非
常
事
態
に
よ
り
、
当
該
区
間
に
敷
設
し
て
い
た
光

ケ
ー
ブ
ル
が
全
断
し
、
T
W
J
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
開
業
以

62 道行セ 95.6
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来
最
大
の
被
害
を
受
け
た
。
被
害
は
、
神
戸
市
内
へ
の
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、
大
阪
か
ら
岡
山
間
の
幹
線

ル
ー
ト
に
も
及
ん
だ
が
、
緊
急
災
害
対
策
本
部
の
活
動
に

よ
り
す
ぐ
に
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
国
展
開
の
当
日

は
万
全
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
幸
い
だ

っ
た
。

現
在
計
画
し
て
い
る
今
後
の
信
頼
性
向
上
対
策
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
る
。
幹
線
網
の
う
ち
通
信
需
要
過
密
区
間

で
あ
る
東
名
阪
間
は
、
現
在
運
用
し
て
い
る
東
名
、
名
神

高
速
ル
ー
ト
に
対
し
、
中
央
道
ル
ー
ト
及
び
関
越
道
経
由

北
陸
道
ル
ー
ト
な
ら
び
に
東
名
阪
道
ル
ー
ト
を
構
築
す
る

も
の
で
あ
り
道
路
管
理
者
の
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図
り

な
が
ら
異
ル
ー
ト
化
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
同
様

に
、
首
都
圏
･
名
古
屋
及
び
大
阪
の
大
都
市
圏
に
つ
い
て

も
通
信
網
の
ル
ー
プ
化
を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対
策

は
平
成
七
年
末
ま
で
に
整
備
す
べ
く
、
す
で
に
工
事
な
ど

に
着
手
し
て
い
る
。

そ
の
他
青
森
か
ら
福
岡
間
及
び
本
州
四
国
連
絡
道
路
の

幹
線
に
お
け
る
信
頼
性
向
上
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

〇
年
度
を
目
途
に
順
次
整
備
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

以
上
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
向
上
対
策
は
、
今

後
の
事
業
展
開
の
根
幹
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は

情
報
を
核
と
し
た
新
た
な
産
業
の
発
展
を
支
え
る
情
報
イ

ン
フ
ラ
構
築
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
完
成
を

目
指
し
て
い
る
o

七

お
わ
り
に

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
展
開
す
る
と
い
う
一
〇
年
来
の

長
期
構
想
が
今
ひ
と
つ
形
を
成
し
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま

で
も
途
中
の
く
ぎ
り
に
過
ぎ
ず
、
今
後
は
、
信
頼
性
向
上

対
策
や
新
サ
ー
ビ
ス
、
新
事
業
の
開
拓
に
さ
ら
に
注
力
し
、

二
一
世
紀
の
高
度
情
報
化
社
会
の
一
翼
を
担
う
所
存
で
あ

る
･0今

後
と
も
ご
指
導
な
ら
び
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
る
。

本
誌
は
、
平
成
二
年
四
月
の
創
刊
以
来
、
皆
様
の
御
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

度
、
誌
面
の
な
お
一
層
の
充
実
の
た
め
、
読
者
の
皆
様
方
か
ら
の
原
稿
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

日
頃
道
路
･
道
路
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
現
場
か
ら
の
生
の
話
題
、
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
、
海
外
へ
の
出
張
報
告
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
御
立
場
か
ら
自
由
に
テ
ー
マ
を
選
び
、

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
五
-
一
〇
枚
程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

奮
っ
て
の
御
応
募
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
投
稿
原
稿
の
採
否
、
掲
載
号
、
送
り
ガ
ナ
等
文
章
表
現
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務

局
に
御
一
任
下
さ
い
。
掲
載
原
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

宛
先

〒
-
○
○

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
ニ
ー
-
-
三

建
設
省
道
路
局
路
政
課
内

｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
事
務
局

道行セ 95.6 63



土砂災害防止実行委員会

土砂災害防止月間
(6月1日 ~ 6月30日)

1 目 的

近年頻発する土石流、地すべり、がけ崩れや火

山噴火に伴う土砂災害により多くの人命や財産が

被災している現状に鑑み、土砂災害防止に対する

国民の理解と関心を深めるとともに、土砂災害に

関する防災知識の普及、警戒避難体制整備の促進

等の運動を協力に推進し、土砂災害による人命、
財産の被害の防止に資することを目的とする。
2 主 催

建設省、都道府県
3 後 援

北海道開発庁、沖縄開発庁、国土庁、消防庁、
全国知事会、全国市長会、全国町村会、日本放送

協会、倦め日本新聞協会、㈲日本民間放送連盟
4 協 賛

問全国治水砂防協会、㈲地すべり対策技術協会、

全国地すべりがけ崩れ対策協議会、鯛砂防 ･地す
べり技術センター、 鰯砂防フロンティア整備推進

機構、砂防広報センター、㈲建設広報協議会

5 運動のテーマ
｢みんなで防ごう土砂災害｣

6 実施内容

(1)広報活動の推進

(2)土砂災害防止功労者の表彰

(3)土砂災害防止月間推進の集い全国大会 (大

分県別府市) の実施

(4)講演会、見学会、危険区域の周知、点検等

諸行事の実施

(5)がけ崩れ防災週間 (6 月 1日~ 6月 7日)

の実施

(6) 土砂災害に関する絵画、 ポスター、 作文の

募集

藁
て
聞
い
て
郡
聽
え
て
お
こ
う
濃
廳
朧
鱸

　
　

　
　　　
　
　

　　　　　　　　　　　　
鱸重轉與薹賄比周間

　　　　　　
　　　　　　　　　　　　



は
じ
め
に

｢唐

(中
国
)
の
世

(時
代
)
か

ヤマ
トウ

ユー

ら
大
和

(日
本
)
の
世
、
大
和

(日

本
)
の
世
か
ら
ア
メ
リ
カ
世
、
ア
メ

リ
カ
世
か
ら
大
和

(日
本
)
の
世
｣

め
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
し
た
沖
縄
の
歴

史
を
地
元
の
人
は
こ
う
表
現
す
る
。

一
四
世
紀
ご
ろ
の
沖
縄
は
、
各
地

　　
　　

で
群
雄
割
拠
し
て
い
た
豪
族
が
北
山

チュウ
ザン

ナン
ザン

･
中
山
･
南
山
の
三
大
勢
力
に
統
一

さ
れ
、
互
い
に
対
立
し
て
い
た
が
、

一
四
二
九
年
に
中
山
の
尚
巴
志
が
三

山
を
統
一
、
こ
こ
に

｢琉
球
王
国
｣

が
誕
生
し
た
。

以
後
、
ニ
ハ
0
九
年
の
薩
摩
の
侵

入
で

｢大
和
の
世
｣
に
な
る
ま
で
の

一
八
〇
年
間
、
琉
球
王
国
は
中
国
、

東
南
ア
ジ
ア
、
朝
鮮
、
日
本
と
の
中

継
貿
易
で
栄
え
、
独
自
の
文
化
を
華

聞
か
せ
た
。

薩
摩
の
侵
入
後
、
形
式
的
に
琉
球

王
府
は
残
さ
れ
た
も
の
の
、
か
つ
て

の
華
や
か
さ
は
影
を
ひ
そ
め
、
日
中

両
属
の
悲
哀
に
満
ち
た
王
国
と
な
っ

て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
中

に
あ
っ
て
も
日
本
の
文
化
を
た
く
み

に
取
り
入
れ
、
独
自
の
文
化
を
創
り

出
し
て
い
っ
た
。

明
治
一
二
年
に
沖
縄
県
と
な
り
、

本
格
的
に
｢大
和
の
世
｣
に
な
る
が
、

そ
の
後
の
第
二
次
大
戦
で
米
国
の
施

政
権
下
に
置
か
れ
、
二
七
年
に
及
ぶ

国
際
法
上
異
例
な

｢ア
メ
リ
カ
世
｣

が
続
い
た
。

こ
う
し
た
基
本
的
人
権
さ
え
認
め

ら
れ
な
い
苦
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
、

昭
和
四
七
年
沖
縄
の
施
政
権
が
返
還

さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
な
か
で
の
道

路
の
移
り
変
わ
り
を
以
下
に
紹
介
す

　　
　

沖縄の道のうつりかわり
　…

/ 。

沖縄県土木建築部道路維持課

資料 :沖縄歴史地図 ･歴史



今帰仁村仲原馬場

琉
球
王
朝
時
代
の
道

1

い
に
し
え
の
高
規
格
道
路

沖
縄
で
の
本
格
的
な
道
路
の
整
備

は
、
琉
球
を
統
一
(
一
四
二
九
年
)

し
た
尚
巴
志
が
、
政
治
的
･
軍
事
的

統
一
の
必
要
か
ら
王
府
の
所
在
地
で　

あ
る
首
里
城
を
中
心
と
し
て
、
各
間

　　切

(現
在
の
市
町
村
)
の
番
所
を
結

シュク
ツギ

ぶ
宿
次
の
道
を
整
備
し
た
こ
と
か
ら

は
じ
ま

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

各
地
へ
延
び
る
宿
次
の
道
は
、
首

　　
　　

　　
　　

　
　

里
と
隣
接
す
る
西
原
、
浦
添
、
真
和

　

　
　
　　

志
、
南
風
原
の
四
間
切
を
起
点
と
し

　　
　　

　　
　　

て
そ
れ
ぞ
れ
中
頭
･
国
頭
･
及
び
島

ジリ尻
方
面
に
延
び
て
お
り
、
大
体
に
お

い
て
東
海
岸
に
沿
っ
て
行
く
も
の
を

アガリジュク

東
宿
、
西
海
岸
に
沿
っ
て
行
く
も
の

　　
　　　

を
西
宿
と
称
し
、
島
尻
に
お
い
て
は

特
に
東
廻
り
を
南
風
原
の
宿
、
西
廻

り
を
真
和
志
の
宿
と
称
さ
れ
て
い
た
。

東
宿
の
ル
ー
ト

　
　
　　

中
部
の
西
原
よ
り
宜
野
湾
、
沖
縄

　
　
　

　
　　

　
　

市
の
越
来
･
美
里
、
金
武
、
名
護

ク
シ

ハネ
ジ

オ‘オ
ギ
ミ

クニ

市
の
久
志
･
羽
地
、
大
宜
味
、
国

ガミ頭
西
宿
の
ル
ー
ト

チ
ヤ
ンタ
ン

ヨミ
タン

オ
ン
ナ

浦
添
、
北
谷
、
読
谷
、
恩
納
、
名

モト
プ

ナ
キ
ジン

護
、
本
部
、
今
帰
仁

南
風
原
の
宿
の
ル
ー
ト

サ
シキ

南
風
原
、
大
里
、
佐
敷
、
知
念
、

タマグスク

コ
チ
ン
ダ

グ
シ
チ
ャ
ン

玉
城
、
東
風
平
、
具
志
頭

真
和
志
の
宿
の
ル
ー
ト

ト
ミ
グスク

オ
ロク

カネ
グスク

真
和
志
、
豊
見
城
、
小
禄
、
兼
城
、

キ
ャ
ン

マ
プ
ニ

高
嶺
、
喜
屋
武
、
摩
文
仁

こ
れ
ら
の
宿
次
の
道
は
、
概
ね
道

幅
が
八
尺

(約
二
･
四
m
)、
両
側

に
は
六
尺

(約
一
･
八
m
)
の
幅
が

と
っ
て
あ
り
、
こ
こ
に
松
が
植
え
ら

れ
見
事
な
松
並
木
が
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
現
在
の
国
道
の
役
割
を
担
う
高

規
格
の
主
要
街
道
が
す
で
に
整
備
さ

れ
て
い
た
。

本
部
半
島
の
今
帰
仁
村
に
は
今
で

も
古
い
宿
次
の
道
に
沿
っ
た
松
並
木

が
残
っ
て
お
り
、
美
し
い
景
観
を
呈

し
て
い
る
。

2

橋
に
関
す
る
は
な
し

0

長
虹
堤
(沖
縄
最
初
の
石
造
橋
)

琉
球
を
統
一
し
た
尚
巴
志
が
一
五

世
紀
初
め
、
中
国
へ
の
進
貢
貿
易
を

一
層
繁
栄
さ
せ
る
た
め
那
覇
港
の
整

備
を
図
っ
た
が
、
当
時
那
覇
は
首
里

と
は
狭
い
海
で
隔
て
ら
れ
た
浮
き
島

で
、
百
里
と
の
行
き
来
に
は
船
を
使

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
不
便
で
あ
っ
た
。

船
を
二
0
j
三
〇
艘
つ
な
い
だ
橋
を

つ
く

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
第
一
尚
氏
第
五
代
尚
金

福
王
の
時
に
、
崇
元
寺
の
前
か
ら
長

い
浮
き
橋

(海
中
に
土
手
を
築
い
た

も
の
で
今
で
い
う
海
中
道
路
)
を
設

け
て
那
覇
と
首
里
を
陸
続
き
に
す
る

た
め
の
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。
狭
い

海
で
も
以
外
に
水
深
が
深
く
波
も
高

か
っ
た
の
で
、
大
変
な
難
工
事
で
あ

り
、
最
後
に
は
那
覇
･
首
里
の
住
民

が
総
動
員
さ
れ
、
や
っ
と
完
成
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
海
中
道
路
が
長
虹
堤
で
あ
り
、

後
に
、
葛
飾
北
斉
の
版
画
で
琉
球
八

シリーズ/あの道 この道
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景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

改
修
さ
れ
た
。
当
時
の
碑
文
に
よ
る

途
中
七
か
所
に
水
門
が
設
け
ら
れ
、

海
水
が
流
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
長
い
間
に
堤
の
両
側
は

泥
や
砂
が
堆
積
し
、
徐
々
に
陸
化
し

て
き
て
、
つ
い
に
は
那
覇
と
首
里
が

陸
続
き
と
な
っ
た
。

②

真
玉
橋

　
　　

真
玉
橋
は
第
二
尚
氏
第
三
代
尚
真

国
王
に
よ
っ
て
、
一
五
二
二
年
国
場

川
の
河
ロ
真
玉
湊
に
木
橋
五
座
が
架

け
ら
れ
た
の
を
初
め
と
す
る
。
こ
の

橋
は
尚
真
王
が
首
里
城
な
ら
び
に
那

覇
港
を
防
御
す
る
目
的
で
つ
く
っ
た

マ
ダン

真
珠
道
の
途
中
に
架
か
る
橋
で
あ
る
。

真
珠
道
は
首
里
城
と
那
覇
港
の
南
岸

と
を
結
ぶ
防
備
の
道
で
あ
り
、
中
国

　　
　　
　

か
ら
の
冊
封
使

(中
国
国
王
が
琉
球

国
王
を
任
じ
る
た
め
に
派
遣
し
た
使

節
)
渡
来
の
際
、
首
里
城
へ
の
ル
ー

ト
と
な
る
長
虹
堤
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
る
。
県
指
定
名
勝
地
の
首
里
金

城
町
石
畳
道
も
真
珠
道
の
一
部
で
あ

る
%

そ
の
後
、
度
々
の
大
暴
風
雨
で
流

失
し
た
た
め
、
一
七
〇
八
年
石
橋
に

と
、
『
こ
の
橋
は
五
あ
り
、
中
の
橋

を
真
玉
橋
と
い
い
古
の
木
橋
な
り
、

南
の
橋
は
世
持
橋
と
い
い
、
北
の
橋

は
世
寄
橋
と
い
い
、
両
方
の
橋
は
名

な
し
。
石
切
し
て
堤
を
為
り
、
木
を

設
け
て
橋
と
な
し
以
て
人
民
の
往
来

を
通
ず
。
･!
･!
･辷

と
あ
り
、
橋
長

約
三
八
m
、
幅
員
四

･
八

m
の
琉
球

で
最
も
大
規
模
な
石
造
建
築
物
で
あ

り
、
戦
前
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
橋
の
建
設
に
ち
な
ん
で
、

｢七
色
元
結
｣
と
い
う
人
柱
伝
説
が

あ
り
、
当
時
の
橋
梁
建
設
の
困
難
な

様
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
以
下
に
紹
介
す
る
。

-
今
ま
で
の
も
の
は
木
橋
で
あ
っ

た
か
ら
、
大
し
を
事
も
無
か
っ
た

が
、
今
度
は
石
材
を
使
う
大
工
事

で
あ
っ
た
の
で
、
難
工
事
中
の
難

事
と
せ
ら
れ
た
。
川
の
幅
は
広
い

し
、
雨
水
は
止
め
ら
れ
な
い
、
築

き
上
げ
た
石
垣
は
大
雨
の
度
毎
に

洪
水
の
た
め
に
崩
さ
れ
て
ほ
と
ん

ど
絶
望
の
状
態
に
ま
で
及
ば
ん
と

し
た
。
当
時
の
工
事
は
琉
球
国
三

五
間
切

(現
在
の
雨
脚
村
)
を
動

員
し
、
役
夫
が
八
万
八
千
余
人
を

要
し
た
と
い
わ
れ
、
実
に
未
曽
有

の
大
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
橋
は

大
き
く
か
つ
長
い
た
め
、
工
事
が

失
敗
し
を
、
斯
う
す
る
こ
と
数
回

に
及
ん
だ
の
で
、
係
員
も
鳩
首
し

て
そ
の
築
造
を
思
案
し
て
い
る
と

こ
ろ
へ
一人
の
神
人
が
現
わ
れ
、

｢橋
が
で
き
な
い
の
は
工
事
の
大

き
い
の
と
好
天
気
に
恵
ま
れ
な
い

た
め
で
あ
る
が
、
洪
水
の
害
は
そ

の
橋
に
人
柱
を
立
て
れ
ば
必
ず
免

れ
る
｣
と
頻
り
に
勧
め
る
の
で
、

役
人
も
窮
す
る
余
り
人
柱
の
方
法

を
神
人
に
聞
け
ば
、
｢子
の
歳
生

れ
の
七
色
の
元
縞
を
し
を
人
な
ら

良
し
｣
と
言
っ
た
の
で
そ
の
条
件

に
合
う
人
を
物
色
し
た
。
こ
れ
が

な
か
な
か
該
当
者
が
な
く
、
子
の

歳
の
人
は
い
る
が
七
色
元
縞
は
し

て
い
な
い
、
七
色
元
縞
は
し
て
い

る
が
子
の
歳
の
人
で
は
な
い
と
い

う
様
に
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。

役
人
も
探
し
あ
ぐ
ね
た
揚
句
、
こ

れ
を
言
い
出
し
を
神
人
を
調
べ
て

み
る
と
、
丁
度
そ
の
条
件
に
該
当

し
た
の
で
、
早
速
そ
の
神
人
を
人

柱
と
し
て
永
遠
に
真
玉
橋
の
守
神

に
し
左
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
｢人
先
物
雪

撤
し
や
馬
の
き
ち
と
ユ
ン
｣
と
の

諺
が
生
れ
、
意
味
は
｢お
し
ゃ
べ

り
者
は
、
馬
の
先
を
歩
い
て
、
災

い
を
わ
ざ
わ
ざ
招
く
よ
う
な
も
の

だ
｣
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ー
-
-

パ
イ
プ
ラ
イ
ン

(米
国
施
政
権
下
の
道
路
)

沖
縄
は
現
在
鉄
道
の
な
い
唯
一
の

県
で
あ
る
が
、
大
正
の
は
じ
め
か
ら

　
　
　　

昭
和
二
〇
年
ま
で
那
覇
ー
与
那
原
間

　
　
　

で
延
長
一
〇
蝿
、
那
覇
ー
嘉
手
納
間

で
延
長
二
二
･
四
如
、
那
覇
-
糸
満

間
で
延
長
一
五
･
一
如
の
三
系
統
の

軽
便
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
が
、
去
る

沖
縄
戦
で
損
壊
し
、
連
行
が
廃
止
さ

れ
た
。

こ
の
軽
便
鉄
道
敷
地
を
使
用
し
て
、

戦
後
の
昭
和
二
七
年
、
米
軍
は
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
ジ
ェ
ッ
ト
燃

料
の
送
油
管
を
那
覇
軍
港
-
浦
添
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市
-
宜
野
湾
市
-
沖
縄
市
-
具
志
川

市
ー
北
谷
町
-
嘉
手
納
町
ま
で
に
延

長
約
三
○
如
、
幅
員
三
〇
フ
ィ
ー
ト

(九
･
一
四
m
)
の
規
模
で
埋
設
を

行

っ
た
。

こ
の
道
路
が
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
名

称
の
由
来
と
な
っ
て
お
り
、
本
県
の

南
北
を
結
ぶ
国
道
五
八
号
と
国
道
三

三
〇
号
と
の
間
に
位
置
し
、
昭
和
三

九
年
か
ら
正
式
な
道
路
と
し
て
利
用

が
可
能
と
な
っ
た
が
未
舗
装
道
路
の

た
め
、
雨
が
ふ
れ
ば
泥
ん
こ
道
に
、

晴
れ
れ
ば
ホ
コ
リ
が
舞
い
上
が
る
等

悪
名
高
い
道
路
で
あ
っ
た
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
関
係
市
町
村
の

市
街
地
を
通
過
し
て
お
り
、
そ
の
周現存するパイプライン (宜野湾市)

謙
さ
ぞ

　
　　
　

辺
に
は
数
多
く
の
住
宅
や
小
中
学

校
･
公
園
等
の
公
共
施
設
が
位
置
し
、

ま
た
、
油
流
出
事
故
等
が
復
帰
前
後

を
と
お
し
て
多
発
し
、'
地
域
環
境
が

汚
染
さ
れ
る
と
と
も
に
地
域
住
民
に

大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
米
軍
の
軍
用
施

設
で
あ
り
、
道
路
法
第
二
条
に
規
定

す
る
道
路
に
は
該
当
せ
ず
、
し
か
も

数
多
く
の
バ
ル
ブ
ボ
ッ
ク
ス
等
の
工

作
物
が
路
面
上
に
突
き
で
て
い
て
交

通
安
全
上
で
の
問
題
が
あ
り
、
都
市

計
画
や
道
路
整
備
事
業
を
推
進
す
る

う
え
で
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
県
民
の
早
期
返
還
の
要

求
が
高
ま
り
、
昭
和
六
〇
年
六
月
に返還後、整備済のパイプライン (浦添市) に

返
還
さ
れ
、
浦
添
市
に
お
い
て
は
都

市
計
画
道
路
と
し
て
の
整
備
が
本
格

的
に
始
ま
っ
て
い
る
o

沖
縄
の
村
の
道

沖
縄
の
村
の
な
か
の
道
に
は
、
屋

敷
を
囲
う
垣
に
は
さ
ま
れ
た
道
が
あ

る
。
毎
年
の
よ
う
に
台
風
が
襲
来
し
、

そ
の
勢
力
の
強
さ
は
本
土
の
比
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
的
･
人
的

損
失
は
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
台
風
か
ら
屋
敷
を
守
る
た
め
、

垣
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
、
赤
い
屋
根
瓦
を
白
い
漆
喰
で
固

め
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

沖縄の村の道 (竹富町竹富島)

垣
に
も
い
ろ
い
ろ
あ

っ
て
、
石
垣

と
フ
ク
ギ
や
ガ
ジ
ュ
マ
ル
な
ど
常
緑

高
木
の
垣
、
そ
れ
に
竹
を
編
ん
だ
も

の
も
あ
る
。

石
垣
に
は
サ
ン
ゴ
礁
の
石
を
野
面

積
み
に
し
た
も
の
や
、
琉
球
石
灰
岩

ゞ " の ン
率 や ゴ

いき溝楚
沖縄の村の道 (名護市屋部) 灰 野
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の
切
石
を
積
ん
だ
も
の
、
粟
石
を
大

き
く
四
角
に
き
ち
っ
と
切
っ
て
高
く

組
み
合
わ
せ
て
築
い
た
城
壁
の
よ
う

な
石
垣
も
あ
る
。
石
垣
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
フ
ク
ギ
や
ガ
ジ

ュ
マ
ル
を
め

ぐ
ら
せ
た
家
も
あ
る
。
フ
ク
ギ
は
防

風
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
火
事
の

際
の
類
焼
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
、
そ

う
し
た
垣
の
間
を
と
お
る
道
は
沖
縄

独
特
の
景
観
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た

村
の
な
か
の
道
が
比
較
的
多
く
集
ま

る
と
こ
ろ
に
は
広
場
が
あ
り
、
地
域

の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行

う
場
所
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
形
態
は
、
地
域
に
密

着
し
た
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
道
路

整
備
を
進
め
る
う
え
で
の
参
考
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

7.30後の車の流れ (車は左) 国道郷号 (同上地点にて)

交通方法変更

国
際
交
通
条
約
の
｢
一
国
一
交
通

方
法
｣
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
五

三
年
七
月
三
〇
日
を
期
し
て
交
通
方

法
を
変
更
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
そ

の
日
の
午
前
六
時
、
消
防
署
の
サ
イ

レ
ン
を
合
図
に
車
両
が
右
側
通
行
か

ら
左
側
通
行
に
変
更
さ
れ
た
。

そ
の
日
ま
で
三
年
余
の
間
、
復
帰

後
の
最
大
の
交
通
実
験
と
も
言
え
る

交
通
方
法
変
更
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施

す
る
た
め
に
、
総
合
的
な
対
策
が
進

め
ら
れ
、
ナ
ナ
サ
ン
マ
ル
は
交
通
方

法
変
更
の
合
言
葉
と
な
っ
た
。

道
路
施
設
の
変
更
、
安
全
施
設
の

整
備
、
車
両
対
策
を
は
じ
め
各
種
の

準
備
を
終
え
て
、
7
3
0
は
大
き
な

混
乱
も
見
ず
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

最
初
は
左
折
時
の
側
面
衝
突
が
目

立
っ
た
程
度
で
、
変
更
後
の
交
通
事

故
発
生
は
変
更
前
に
比
べ
て
低
い
水

準
と
な

っ
て
い
る
o

こ
う
し
て
三
〇
年
近
く
続
い
た
沖

縄
の
交
通
上
で
の
習
慣
を
一
挙
に
変

更
し
て
本
土
と
の
経
済
的
、
社
会
的

な
一
体
化
を
交
通
の
面
か
ら
促
進
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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ナ
ナ
サ
ン
マ
ル
(7
3
0
)と
ば

復
帰
後
の
沖
縄
の
道
路
交
通
に

と
っ
て
、
交
通
方
法
の
変
更
は
大
き

な
問
題
で
あ
っ
た
。
米
国
の
施
政
権

下
で
車
両
の
右
側
通
行
が
導
入
さ
れ
、

復
帰
後
も
こ
れ
が
続
い
た
。

日
本
で
は
沖
縄
だ
け
が
｢人
は
左
、

車
は
右
｣
と
小
学
校
で
も
教
え
ら
れ
、

三
〇
余
年
も
続
い
た
の
で
あ
る
。

7.30前の車の流れ (車は右) 国道58号 (泊交差点より那覇港方面)



て
い
ま
す

(図
1
)。

的
背
景
か
ら
見
る
と
、
江
戸
時
代
に

ま
た
、
こ
れ
ら
の
自
然
条
件
に
併

お
い
て
は
小
藩
分
立
で
そ
の
間
に
天

せ
、
安
い
地
価

(平
成
六
年
地
価
公

領
が
介
在
し
、
常
に
雄
藩
に
従
属
的

示
…
住
宅
地
全
国
一
位
)
や
安
い
物

な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
積

価

(平
成
五
年
消
費
者
物
価
地
域
差

極
的
な
創
造
を
生
ま
ず
現
状
に
満
足

指
数
…
全
国
一
位
)
が
快
適
な
生
活

す
る
物
静
か
な
性
格
を
つ
く
っ
た
も

環
境
を
つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、

の
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
条
件
の
ほ
か
に
、
宮
崎
県

県
民
の
会
話
の
中
で
、
｢
ノ
サ
ン
｣

が

｢住
み
よ
い
｣
理
由
の
大
き
な
要

=
つ
ら
い
こ
と
、
｢
ヨ
ダ
キ
イ
｣
=

因
と
し
て
、
｢人
情
味
豊
か
な
県
民

お
っ
く
う
な
こ
と
、
｢
テ
ニ
ア
オ
カ
｣

性
｣
が
あ
り
ま
す
。

=
仕
方
が
な
い
こ
と
、
な
ど
の
方
言

｢人
情
味
豊
か
な
県
民
性
｣
は
、

が
多
く
聞
か
れ
る
の
も
、
こ
の
県
民

温
厚
な
性
格
、
他
人
に
功
を
ゆ
ず
る

気
質
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

奥
ゆ
か
し
さ
、
排
他
性
の
な
さ
で
あ

そ
こ
で
、
｢人
情
味
豊
か
な
人
間

り
、
一
見
好
ま
れ
る
人
物
像
と
し
て

性
｣
を
温
存
し
つ
つ
消
極
的
気
質
を

良
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
評
価
さ
れ

払
拭
し
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
主

る
場
面
が
多
い
の
で
す
が
、
裏
を
返

役
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

す
と
消
極
的
な
県
民
気
質
の
あ
ら
わ

た
め
、
県
で
は

｢新
ひ
む
か
づ
く
り

れ
で
あ
り
、
創
意
工
夫
や
自
助
努
力

運
動
｣
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
｢な

に
よ
っ
て
地
域
開
発
を
図

っ
て
い
く

ん
で
も
挑
戦

(意
欲
)
･
み
ん
な
が

と
い
っ
た
面
か
ら
は
、
必
ず
し
も
プ

参
加

(連
帯
)｣
を
合
言
葉
と
し
た

ラ
ス
に
作
用
し
な
い
性
格
で
も
あ
る

こ
の
県
民
運
動
に
よ
っ
て
、
南
郷
村

よ
う
で
す
。

に
お
け
る

｢百
済
の
里
づ
く
り
｣
や

こ
の
県
民
気
質
は
、
前
述
の
恵
ま

綾
町
に
お
け
る

｢照
葉
樹
林
の
里
づ

れ
た
自
然
条
件
に
起
因
す
る
も
の
が

く
り
｣
な
ど
、
各
地
域
で
多
彩
な
活

大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
歴
史

動
が
く
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
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、

一一神話街道 (一般国道218号) -

一
は
じ
め
に

宮
崎
県
は
、
九
州
の
南
東
部
に
位

置
し
、
総
面
積
七
、
七
三
四
姉

(全

国
一
四
位
、
九
州
二
位
)
で
、
北
は

大
分
県
に
、
西
は
九
州
山
脈
を
介
し

て
熊
本
県
に
、
西
南
は
鹿
児
島
県
に

隣
接
し
、
東
方
一
帯
は
太
平
洋

(日

向
灘
)
に
面
し
て
い
ま
す
。

地
形
的
に
は
山
岳
地
帯
が
多
く
、

森
林
面
積
が
県
土
の
七
六
%
を
占
め
、

平
地
部
は
、
宮
崎
平
野
な
ど
ご
く
わ

ず
か
な
地
域
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
均
気
温
が
高
く
、
温
暖
な
気
候

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
日
照

時
間
、
快
晴
日
数
は
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
、
ま
た
降
水
量
も

多
く
、
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
を
有
し

平均気温 17
.
oo (全国 3 位)

快晴日数 57日 (全国 3 位)

日照時間 2
,
103時間 (全国 3 位)

降 水 量 2
,
435mm (全国 3 位)

図

宮崎県土木部道路保全課
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今
後
は
、
今
ま
で
と
は
一
味
違
っ
た

宮
崎
県
の
個
性
が
、
さ
ら
に
展
開
し

て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す

(図

2
)
0二

道
路
整
備
の
現
状

宮
崎
県
の
道
路
網
は
、
九
州
縦
断

自
動
車
道
宮
崎
線

(八
六
如
)
と
直

轄
国
道
一
〇
号
及
び
直
轄
国
道
二
二

〇
号
の
二
路
線

(二
七
〇
如
)
を
骨

格
と
し
て
、
県
管
理
国
道
一
六
路
線

(九
〇
九
師
)、
主
要
地
方
道
四
八

路
線

(九
七
二
如
)、
一
般
県
道
一

四
三
路
線

(
一
、○
-
○
蛔
)、
市
町

村
道
二
八
、
三
二
一
路
線

(
一
五
、

三
八
四
如
)
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す

(平
成
六
年
四
月
一
日
現
在
)。

県
管
理
道
の
整
備
状
況
は
、
改
良

率
が
四
七
･
五
%
と
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

で
も
下
位
の
水
準
に
あ
り
、
特
に
山

間
地
域
を
走
る
国
･
県
道
に
つ
い
て

は
地
形
的
条
件
も
厳
し
く
、
整
備
の

立
ち
遅
れ
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
市
化
や
急
速
な
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
っ
て
、

宮
崎
市
、
都
城
市
、
延
岡
市
と
い
っ

た
中
核
都
市
の
入
ロ
部
を
中
心
に
交

通
混
雑
が
生
じ
て
い
ま
す
。

三

道
路
整
備
の
基
本
方
針

平
成
三
年
度
-
一
二
年
度
に
お
け

る
宮
崎
県
の
総
合
長
期
計
画
で
あ
る

｢第
四
次
宮
崎
県
総
合
長
期
計
画
｣

に
お
い
て
は
、
｢住
み
よ
い
ふ
る
さ

と
宮
崎
づ
く
り
｣
を
基
本
目
標
に
し

て
、
｢た
く
ま
し
い
地
域
産
業
づ
く

り
｣
｢魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
圏
づ
く

り
｣
｢生
き
が
い
の
あ
る
長
寿
社
会

づ
く
り
｣
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
て
施

策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で

計
画
さ
れ
て
い
る
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
余

暇
社
会
、
高
齢
化
社
会
、
森
林
社
会

と
い
う
新
し
い
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
指
す

｢宮

崎
･
日
南
リ
ゾ
ー
ト
構
想
｣、
｢宮
崎

ニ
ュ
ー
シ
ル
バ
ー
構
想
｣、
｢
フ
オ
レ

ス
ト
ビ
ア
構
想
｣
の
三
つ
の
新
社
会

シ
ス
テ
ム
構
想
と

｢宮
崎
北
部
地
域

の
開
発
｣
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進

し
、
｢住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
宮
崎
づ

く
り
｣
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
生

活
･
産
業
の
基
盤
と
し
て
の
道
路
の

整
備
促
進
を
図
る
こ
と
が
特
に
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
第
虹
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
本
県
道
路

整
備
の
基
本
構
想
を

｢ひ
む
か
の
国

の
道
づ
く
り
｣
と
し
て
取
り
ま
と
め

た
も
の
を
御
紹
介
し
ま
す
。

①

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
道
路

･
広
域
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立

･
地
域
振
興
を
支
援
す
る
幹
線
道

路
網
の
整
備

県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図

る
た
め
、
本
県
と
九
州
主
要
都

市
圏
を
連
絡
す
る
広
域
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。

ま
た
、
県
内
各
地
域
の
活
性

化
を
図
る
に
は
、
地
域
の
核
と

な
る
拠
点
都
市
と
周
辺
地
域
の

都
市
等
が
一
帯
と
な
っ
て
連
携

す
る

｢地
域
集
積
圏
｣
を
形
成

し
、
集
積
圏
相
互
の
交
流
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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の
活
力
)

化

あ
ん
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機
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住みよい愚るさと宮崎

県

重

の

埼

計

域

　
　

　

菊

総

の

あ　

(行
政
の
努
力
)

地域の発展

施策展開の考え方

の魅力参るふるさと室づくり

･岸きれ肋ある長寿辷会づくり

"の主翼プロジェクトの推進

(新社会システム楓想など)

図 2 新ひむかづくり運動

(意
欲
と
連
帯
)

な
ん
で
も
挑
戦



こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
地
域
の
骨
格
を
形
成
す
る

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め

｢
一
時
間
構
想
｣

の
実
現
を
目
指
し
、
九
州
縦
貫

自
動
車
道
及
び
東
九
州
自
動
車

道
の
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
高
規

格
幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
等
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

②

過
疎
化
を
防
止
し
、
地
方
で
の

定
住
を
促
進
さ
せ
る
道
路

･
日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
生
活
道
路
等
の
整
備

･
地
域
の
孤
立
化
を
防
止
し
、
災

害
に
強
い
道
路
の
整
備

過
疎
地
域
の
多
い
本
県
に
お

い
て
は
、
過
疎
化
を
防
止
し
、

地
方
で
の
定
住
を
促
進
さ
せ
る

道
路
整
備
の
推
進
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
山
地
を
通
る
道
路
が

多
く
、
落
石
、
法
面
崩
壊
等
の

危
険
箇
所
が
多
い
た
め
、
地
域

の
孤
立
化
を
防
止
し
、
災
害
に

強
い
道
路
整
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
道
二
二
〇
号
、

国
道
三
二
七
号
等
の
道
路
整
備

を
図
り
ま
す
。

③

都
市
機
能
の
向
上
を
図
る
道
路

･
バ
イ
パ
ス
や
環
状
道
路
の
整
備

宮
崎
市
周
辺
部
の
主
要
幹
線

道
路
で
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る

恒
常
的
な
交
通
混
雑
が
、
都
市

活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま

す
。
都
市
活
動
の
活
性
化
、
都

市
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
都
市
内
の
交
通
渋
滞
を
解

消
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
宮
崎
市
を
中
心

と
し
た
都
市
部
の
主
要
幹
線
道

路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

④

快
適
な
都
市
環
境
を
創
造
す
る

道
路

･
道
路
環
境
の
整
備

･
安
全
な
道
路
の
整
備

今
ま
で
の
道
路
整
備
は
、
量

的
な
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
に

重
点
が
お
か
れ
て
い
た
た
め
、

今
後
は

｢
ゆ
と
り
｣
｢
や
さ
し

さ
｣
と
い
っ
た
精
神
的
充
足
感

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、

親
し
み
や
潤
い
の
あ
る
道
路
環

境
の
整
備
が
必
要
で
す
。

ま
た
高
齢
者
の
多
い
本
県
で

は
、
安
全
性
を
配
慮
し
た
道
路

整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
快
適
な
都
市
環

境
を
創
造
す
る
道
路
の
整
備
、

ま
た
歩
道
の
段
差
を
な
く
し
た

り
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す

る
等
、
人
に
や
さ
し
い
道
路
整

備
を
図
り
ま
す
。

⑤

観
光
宮
崎
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
道
路

･
観
光
の
振
興
に
寄
与
す
る
道
路

整
備観

光
立
県
宮
崎
県
で
は
、
今

後
求
め
ら
れ
る
個
性
的
で
質
の

高
い
観
光
地
、
自
然
と
調
和
し

た
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
に
対
応
す

る
た
め
、
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
観
光
資
源

の
有
効
利
用
を
図
る
観
光
ル
ー

ト
の
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

⑥

人
、
自
然
に
や
さ
し
い
環
境
の

形
成
を
図
る
道
路

･
自
然
と
調
和
し
た
道
路
整
備

･
沿
道
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の

道
路
整
備

本
県
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
道

路
整
備
を
行
っ
て
い
く
上
で
も

そ
れ
ら
に
配
慮
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
エ
コ

ロ
ー
ド
の
普
及
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
球
的
規
模
の
問
題

で
あ
る
地
球
の
温
暖
化
や
、
車

の
走
行
に
伴
う
騒
音
や
大
気
汚

染
、
排
気
ガ
ス
と
い
っ
た
問
題

に
対
処
す
る
た
め
、
沿
道
環
境

の
保
全
、
の
2排

出
量
の
安
定

化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
大
き
な
要
因

で
あ
る
渋
滞
の
解
消
に
向
け
て
、

交
差
点
改
良
、
環
状
道
路
や
バ

イ
パ
ス
の
整
備
、
さ
ら
に
道
路

環
境
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
①
の

｢
一
時
間

構
想
｣
は
、
地
域
の
核
と
な
る
拠
点

都
市
と
周
辺
地
域
の
都
市
等
が
一
体

と
な
っ
て
連
携
し
、
広
域
的
な
地
域

シリーズ/ あの道 この道



問
相
互
の
交
流
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
本

県
に
お
け
る
拠
点
都
市
を
、
北
か
ら

順
に
延
岡
市
、
宮
崎
市
、
都
城
市
の

三
市
に
位
置
づ
け
、

･
拠
点
都
市
間
を
概
ね
一
時
間
以

内
･
拠
点
都
市
と
そ
の
隣
接
地
域
に

あ
る
中
心
都
市
を
概
ね
一
時
間

以
内市

~

町

隅
＼

　
　
-:'
-　

--･
、

局

･

･
各
地
域
内
に
お
い
て
中
心
都
市

間
を
概
ね
一
時
間
以
内

で
そ
れ
ぞ
れ
連
絡
で
き
る
よ
う
に
道

路
整
備
を
進
め
る
も
の
で
す
。

延
岡
市
を
拠
点
都
市
と
す
る
県
北

部
地
域
に
お
け
る

｢
一
時
間
構
想
｣

を
具
体
化
す
る
道
路
整
備
事
業
が
、

こ
れ
か
ら
説
明
し
ま
す
一
般
国
道
二

一
八
号
の

｢日
之
影
バ
イ
パ
ス
｣
で

す

(図
3
)。

ニニ璽晒囲一 県部(宮崎市) 各拠点都市

-------- - ,各拠点都市 隣接地域の中心都市

各地域内 中心都市

図 時間構想のイメージ

大分

　
　
　
　

′
本

＼

熊
, /

〆

延岡

　

　
　

〆̂)
'-佐賀

四

神
話
街
道

(
一般
国
道
三
一
八
号
)

○

は
じ
め
に

国
道
二
一
八
号
は
、
熊
本
県
熊
本

市
を
起
点
と
し
て
、
熊
本
県
蘇
陽
町

か
ら
阿
蘇
外
輪
山
を
北
に
眺
め
な
が

ら
宮
崎
県
に
入
り
、
一
級
河
川
五
ヶ

瀬
川
の
清
流
沿
い
に
、
宮
崎
県
五
ヶ

瀬
町
、
神
話
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る

高
千
穂
町
、
日
之
影
町
、
北
方
町
を

経
由
し
て
延
岡
市
に
至
る
、
実
延
長

一
三
三
如
(宮
崎
県
側
七
一
如
)
の

九
州
中
央
部
を
横
断
す
る
道
路
で
す

　
　

･、
.･ノ

ー

、

　
　　

3
＼

,
鵬

.

-混

(図
4
)
。

宮
崎
県
で
は
、
観
光
地
間
を
結
ぶ

沿
道
の
修
景
を
図
り
、
県
内
外
の
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
、
し
か

も
快
適
な
移
動
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
主
要
な
九
つ
の
路
線
に

｢愛
称
｣
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
宮

崎
県
高
千
穂
町
は
、
天
孫
降
臨
の
地

と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
る

｢神
話
の

里
｣
で
あ
る
た
め
、
国
道
二
一
八
号

は
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で
｢神
話
街
道
｣

と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

(図
5
)。

国
道
二
一
八
号
は
、
宮
崎
県
北
部

地
域
に
お
け
る
産
業
、
観
光
の
動
脈

4 位置図
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ル ー ト 愛 称
通 過 路 線
(数字は国道番号)

主 な 観 光 地

① 延岡~ 北浦 日豊リアスライン mロー388l 日豊海岸国定公園

② 宮崎~ 都井岬 日南フェニックスロード 匪輯I448I 日南海岸国定公園

③ 延岡~ 高千穂 神話街道 国 祖母傾国定公園
祖母傾県立自然公園

④ 日向~ 椎葉 奥ロ向路 匝副265I 九州中央山地国定公園

⑤ 宮崎~ 西部~ 西米良 米良街道 恒訓219-
九州中央山地国定公園

西都原杉安峡県立自然公園

⑥ 宮崎~ えびの高原 えびのスカイライン
mロー268-
⑪ 小林えびの高原牧園線

霧島屋久国立公園

⑦
都城~ 御池~ 小林~

えびの~ えびの高原
霧島バードライン

⑭部城霧島公園線I221l匡圀
⑩えびの高原小田原

霧島屋久国立公園

母智丘 ･関ノ尾県立自然公園

⑧ 宮崎~ 青井岳~ 都城 青井岳渓谷ライン 國 わにつか県立自然公園

青井岳渓谷

⑨ 日南~ 鉄肥~ 都城 缺肥街道 国 日南海岸国定公園欽肥

北浦

◎ ④
神話街道 日豊

高千穂 リアスライン

延岡
方 良 和 五 古 て と

な

っ
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
経
済

振
興
や
地
域
開
発
を
図
る
上
で
極
め

て
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
た
め
、

古
く
か
ら
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
、

五
ヶ
瀬
町
か
ら
高
千
穂
町
間
は
、
昭

和
四
八
年
に
建
設
省
に
よ
る
道
路
改

良
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
る
高
千
穂
町
か
ら
北

方
町
間
は
、
幅
員
が
狭
小
で
線
形
も

椎葉 興日回路

⑤
来良街道

./
‐) 265

えびの
号

＼ 小林
えびのス勢テラテンえびの高原

⑦ ‐ 宮崎 し 大 と 道 溶 ○ ′l1霧島バードライン＼ 国瀘海 国道約号 斗 弁 車 ･ 路 畜害 n の
　

　
　 　 　 　　 　 　　

＼~
、 が 、 備 灰 に 濱

悪
く
、
右
手
に
は
一
級
河
川
五
ヶ
瀬

川
の
急
流
が
流
れ
、
左
に
は
高
さ
一

〇
0
m
に
も
及
ぶ
柱
状
節
理
の
阿
蘇

溶
結
凝
灰
岩
が
断
崖
絶
壁
を
連
ね
、

道
路
整
備
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
る
と

と
も
に
、
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
る
重

大
事
故
が
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

胄井岳
露 起都城 渓谷ライン

　　　
　 　 　

B 南フェニックスロード
た た

　　 　　 　 　
岩 も
の

図 5 愛称ロードルート図
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が
進
む
に
つ
れ
、
多
額
の
防
災
事
業

費
の
投
入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
腹

の
民
地
か
ら
の
落
石
や
崩
土
等
の
災

害
が
多
発
し
、
梅
雨
や
台
風
の
た
び

に
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
日
之
影
町
、高

千
穂
町
、
五
ヶ
瀬
町
の
西
臼
杵
地
方

は
、
陸
の
孤
島
と
化
し
て
い
ま
し
た
。

②

日
之
影
バ
イ
パ
ス
の
事
業
概
要

国
道
二
一
八
号
の
改
良
計
画
を
策

定
す
る
に
当
た
り
、
昭
和
四
四
年
か

ら
調
査
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
前
述

の
地
形
的
制
約
か
ら
五
ヶ
瀬
川
沿
い

に
あ
る
現
道
の
拡
幅
は
困
難
と
判
断

し
、
五
ヶ
瀬
川
左
岸
の
丘
陵
地
を
バ

イ
パ
ス
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
、

昭
和
四
六
年
全
体
延
長
二
八
･
六
蝿

の

｢日
之
影
バ
イ
パ
ス
｣
に
事
業
着

手
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
高
千
穂
町
か
ら
日
之

影
町
･
北
方
町
の
町
境
ま
で
の
二

0
･
八
如
を

｢日
之
影
工
区
｣
と
し

て
、
高
千
穂
町
か
ら
施
工
を
開
始
し

ま
し
た
。

そ
の
間
、
幾
多
の
難
工
事
を
克
服

し
な
が
ら
、
順
次
供
用
開
始
を
行
い
、

昭
和
六
二
年
に

｢日
之
影
工
区
｣
の

全
線
を
供
用
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
之
影
バ
イ
パ
ス
の
残

り
七

･
八
蹴
に
つ
い
て
は
、
｢
椎
畑

工
区
｣
と
し
て
昭
和
五
四
年
度
か
ら

事
業
着
手
し
、
今
春
完
成
し
、
平
成

七
年
三
月
二
二
日
に
開
通
式
が
盛
大

に
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す

(写
真

1
･
図
6
)
。

ふ
ら

　
写真 1 開通式ら

.‐、、

＼
、、
、
、、

′
‐′---
-

--、
.･
、

国道218号日之影バイパスL = 28.6km

ス
如

　
　　

　勘影L

.
=

　
　　

′′′'‘

= 410m 文
L = 385m

図 6 国道218号
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写真 2 雲海橋

③

日
之
影
バ
イ
パ
ス
の
主
な
構
造

物
日
之
影
バ
イ
パ
ス
は
、
深
い
U
字

谷
を
な
す
五
ヶ
瀬
本
川
や
そ
れ
に
流

入
す
る
多
く
の
支
川
を
横
断
す
る
た

め
、
支
間
長
の
長
い
長
大
橋
が
必
然

的
に
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と

な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
区
間
は
、
概
ね
丘
陵

地
の
バ
イ
パ
ス
で
あ
り
、
｢神
話
の

里
｣
高
千
穂
町
や
祖
母
傾
国
定
公
園

な
ど
の
観
光
地
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

景
観
に
配
慮
し
た
多
彩
な
橋
梁
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
十
分
に
道
路
利
用

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
橋
梁
の
う
ち
の
い
く
つ

か
を
御
紹
介
し
ま
す
と
、

ア

雲
海
橋

(写
真
2
)

五
ヶ
瀬
川
の
支
川
で
あ
る
岩
戸

川
に
架
か
る
本
橋
は
、
日
之
影
バ

イ
パ
ス
の
起
点

(高
千
穂
町
)
に

位
置
し
、
橋
長
一
九
九
m
の
鋼
中

路
式
ロ
ー
ゼ
橋
で
あ
り
、
非
対
称

ア
ー
チ
が
県
内
有
数
の
観
光
地
で

あ
る
高
千
穂
の
渓
谷
美
に
欠
か
せ

な
い
ラ
ン
ド
‐
マ
ー
ク
と
な

っ
て
い

ま
す
。

特
に
、
旧
国
道

(県
道
北
方
高

千
穂
線
)
か
ら
の
景
観
は
、
荒
々

し
い
柱
状
節
理
の
断
崖
絶
壁
の
上

に
優
美
な
ア
ー
チ
を
見
せ
て
、
観

光
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。

イ

青
雲
橋

(写
真
3
)

五
ヶ
瀬
川
と
日
之
影
川
の
合
流

点
に
位
置
し
、
日
之
影
町
中
心
部

の
上
空
を
ま
た
ぐ
本
橋
は
、
橋
面

の
高
さ

(日
之
影
川
水
面
か
ら
の

高
さ
)
が
一
三
七
m
で
、
道
路
橋

と
し
て
は
国
内
有
数
の
高
さ
を

誇

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
橋
長
四
一
0
m
は
、
日

之
影
バ
イ
パ
ス
の
中
で
最
も
長
い

橋
梁
で
、
形
式
は
、
鋼
上
路
式
ス

パ
ン
ド

レ
ル
ブ

レ
ー
ス
ド
ア
ー
チ

橋
と
な

っ
て
い
ま
す
。

本
橋
と
そ
の
下
に
広
が
る
日
之

影
町
の
街
並
み
、
背
景
の
緑
と
の

コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
実
に
美
し
く
、

日
之
影
町
で
は
、
新
し
い
観
光
名

所
と
し
て
本
橋
が
地
域
振
興
の
引

き
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ウ

槙
峰
大
橋

(写
真
4
)

｢椎
畑
工
区
｣
の
起
点
に
位
置 写真 3 青雲橋

す
る
本
橋
は
、
橋
長
三
三
0
m
で
、

青
雲
橋
と
同
じ
鋼
上
路
式
ス
パ
ン

ド
レ
ル
ブ
レ
ー
ス
ド
ア
ー
チ
橋
で
、

ア
ー
チ
支
間
長
は

一
八
o
m
と

な

っ
て
い
ま
す
。

本
橋
の
北
部
方
向
で
あ
る
綱
之

瀬
川
上
流
に
は
、
祖
母
傾
国
定
公

園
の
東
端
と
な
る
鹿
川
渓
谷
が
あ

り
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
、
秋
の
紅
葉

時
に
は
行
楽
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
本
橋
左
岸
橋
台
付
近
か

ら
素
晴
ら
し
い
眺
望
が
楽
し
め
る

た
め
、
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と　

　
　
　道
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な
っ
て
い
ま
す
。

エ

干
支
大
橋

(写
真
5
)

五
ヶ
瀬
川
本
川
を
左
岸
か
ら
右

岸
に
渡
る
本
橋
は
、
橋
長
三
八
五

m
の
鋼
中
路
式
ブ
レ
ス
ト
リ
ズ
固

定
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、
ア
ー
チ
支

問
二
七
五
m
は
日
本
第
三
位
の
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
山
勾
配
が
六
〇
度
の
急
傾
斜

地
に
位
置
す
る
本
橋
の
左
岸
側
橋

、※
"/
ふ
も

　　
　　
　

　
　　
　

　
　　

ふ
き

　
　
　

台
は
、
地
形
的
制
約
か
ら
北
方
ト

ン
ネ
ル
の
坑
ロ
と
連
続
し
た
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
上
部
工
を
中
路

式
と
し
た
の
は
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
た
直
後
の
心
理
的
な
恐
怖
感
を

緩
和
す
る
効
果
を
も
考
慮
し
た
も

の
で
す
。

オ

天
馬
大
橋

(写
真
6
)

五
ヶ
瀬
川
本
川
を
右
岸
か
ら
左

岸
に
渡
る
本
橋
は
、
橋
長
三
二
〇

橋

慰
ん

大

き
さ

支

ふく
、
儀

干

"む
き
＼

拷
急に

　　

　　　

　
　
　
　　　

写
燈なさ

m
の
三
径
間
連
続
P
C
ラ
ー
メ
ン

橋
で
、
ビ
ア
高
七
九
m
は
国
内
最

大
級
の
規
模
を
誇
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
河
積
阻
害
率
の
制
約
に

よ
っ
て
支
間
長
も
大
き
く
な
り
、

片
持
ワ
ー
ゲ
ン
張
出
し
工
法
の
張

出
し
長
八
0
m
、
ビ
ア
柱
頭
部
の

桁
高
一
一
m
は
、
い
ず
れ
も
国
内

有
数
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五

お
わ
り
に

7

国
道
二
一
八
号
の
一
次
改
築
は
、

｢椎
畑
工
区
｣
の
平
成
七
年
春
の
完

セ-丁

成
を
も

っ
て
完
了
し
、
こ
れ
に
よ
っ

適

て
、
第
四
次
宮
崎
県
総
合
長
期
計
画

(平
成
三
年
度
ー
一
二
年
度
)
の
重

点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る

｢
フ
オ
レ

ス
ト
ビ
ア
構
想
｣
･
｢宮
崎
北
部
地

域
の
開
発
｣
等
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
阿
蘇
国
立
公
園
･
祖
母
傾
国
定

公
園
･
日
豊
海
岸
国
定
公
園
を
結
ぶ

｢ブ
リ
ッ
ジ

ロ
ー
ド
｣
と
し
て
、
観

光
面
で
も
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
宮
崎
づ
く

り
｣
を
基
本
目
標
に
し
て
、
主
要
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
多
様

な
施
策
を
展
開
し
、
さ
ら
に
は
県
民

の
生
活
活
動
や
産
業
活
動
を
支
え
て

い
く
た
め
、
今
後
と
も
全
力
を
挙
げ

て
道
路
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

k
′"

-

R
Y

"
を

“

真

　
　　

　

　



M
月
･日

世

界

の

動

き

○
米
商
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
第

一
･
四
半
期

(
一
-
三

月
)
の
実
質
経
済
成
長
率
は
、
前
期
比
の
年
率
換
算
で
二
･
八
%

と
な
っ
た
。
一
九
九
三
年
第
三
･
四
半
期
の
二
･
七
%
以
来
の
低

い
伸
び
で
、
米
国
経
済
は
減
速
過
程
に
入
っ
た
。

○
中
国
政
府
が
地
下
核
実
験
を
実
施
し
た
と
発
表
。
同
国
の
核
実

験
は
昨
年
一
〇
月
七
ロ
以
来
で
通
算
四
二
回
目
。
実
験
場
所
は
新

彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
ロ
ブ
ノ
ル
実
験
場
と
み
ら
れ
る
。

○
カ
ン
タ
ー
米
通
商
代
表
が
日
米
の
自
動
車
･
同
部
品
交
渉
に
つ

い
て
、
通
商
法
三
〇
一
条

(不
公
正
な
貿
易
慣
行
へ
の
制
裁
)
に

基
づ
く
制
裁
候
補
リ
ス
ト
を
発
表
し
た
。
日
本
製
の
高
級
乗
用
車

一
三
車
種
を
対
象
に
現
行
二
･
五
%
の
関
税
を
一
〇
0
%
に
引
き

上
げ
る
も
の
で
、
関
税
総
額
は
約
五
九
億
ド
ル
に
の
ぼ
る
。
発
動

が
決
ま
れ
ば
、
五
月
二
〇
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
る
。

○
フ
ラ
ン
ス
の
新
大
統
領
に
保
守
･
共
和
国
連
合

(R
P
R
)
の

ジ
ャ
ッ
ク
･
シ
ラ
ク
氏

(六
四
)
が
就
任
し
た
。
新
大
統
領
は
就

任
演
説
で
失
業
対
策
を
強
調
し
た
。

事

項

“

19

月
･日

国

内

の

動

き

○
大
蔵
省
発
表
の
一
九
九
四
年
度
の
国
際
収
支
状
況

(速
報
)
に

よ
る
と
、
経
常
収
支
の
黒
字
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
四
･
二
%
減

の
一
、
二
五
〇
億
一
、
○
○
0
万
ド
ル
で
、
四
年
ぶ
り
に
前
年
度

を
下
回
っ
た
。
貿
易
黒
字
が
微
増
に
と
ど
ま
る
半
面
、
海
外
旅
行

者
の
急
増
な
ど
で
貿
易
外
収
支
の
赤
字
が
急
増
し
た
こ
と
に
よ
る
。

0
一
九
九
四
年
度
の

｢観
光
の
状
況
に
関
す
る
年
次
報
告
｣
(観

光
白
書
)
に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
の
海
外
旅
行
者
は
、
延
べ
一
、

三
五
八
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
前
年
比
一
三
･
八
%
増
で
、
史
上
最

高
と
な
っ
た
。

○
警
視
庁
が
オ
ウ
ム
真
理
教
団
の
代
表
、
麻
原
影
晃
=
本
名
、
松

本
智
津
夫
=
容
疑
者

(四
○
)
を
殺
人
、
同
未
遂
容
疑
で
逮
捕
し
た
。

0
政
府
は
日
米
の
自
動
車
･
自
動
車
部
品
問
題
に
関
し
て
米
国
を

世
界
貿
易
機
関

(W
T
O
)
に
提
訴
し
た
。
米
国
が
通
商
法
三
〇

一
条

(不
公
正
な
貿
易
確
保
へ
の
慣
行
)
に
よ
り
、
高
級
車
一
三

車
種
に
一
〇
0
%
関
税
を
か
け
る
内
容
の
制
裁
候
補
リ
ス
ト
を
発

表
し
た
の
は
、
W
T
O
の
ル
ー
ル
に
反
す
る
と
い
う
の
が
理
由
。

0
一
九
九
五
年
度
補
正
予
算
が
参
院
本
会
議
で
賛
成
多
数
で
可
決
、

成
立
し
た
。
総
額
二
兆
七
、
二
六
一
億
円
で
、
阪
神
大
震
災
の
復

旧
･
復
興
費
や
円
高
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

事

項

“
月
･日

道

路

行

政

の

動

き

○
東
名
高
速
道
路
拡
幅
工
事

(伊
勢
原
市
i
大
井
松
田
I
C
)
が

完
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
京
I
C
-
御
殿
場
I
C

(約
八
四

獅
)
が
六
車
線
通
行
と
な
っ
た
。

○
岐
阜
･
長
野
県
境
の
安
房
峠

(標
高
一
、
七
九
0
m
)
を
く
り

抜
い
た
安
房
ト
ン
ネ
ル

(四
、
三
五
0
m
)
の
貫
通
式
が
行
わ
れ

た
。
平
成
一
〇
年
二
月
の
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
開
通
さ
せ
る
。

○
横
須
賀
市
と
千
葉
県
富
津
市
を
結
ぶ

｢東
京
湾
ロ
道
路
｣
を
実

現
し
よ
う
と
、
横
須
賀
市
な
ど
三
浦
半
島
地
域
の
四
市
一
町
が

｢三
浦
半
島
地
域
東
京
湾
ロ
道
路
建
設
促
進
協
議
会
｣
を
旗
揚
げ

し
た
。

0
京
葉
道
路

(武
石
I
C
-
宮
野
木
J
C
T
)
で
昼
夜
連
続
一
車

線
規
制
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。
二
九
日
ま
で
。

○
東
京
で
開
か
れ
た
国
二
審
議
会
禮
耆
理
鑿
行
事
別
委
員
会
が
、

九
五
年
度
の
首
都
圏
事
業
計
画
を
承
認
し
た
。
今
年
度
の
新
規
事

業
と
し
て
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
愛
川

(神
奈
川
県
愛

川
町
)
-
八
王
子
間

(東
京
都
八
王
子
市
)
の
整
備
着
手
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

事

項
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東
洋
医
学
の
発
祥
は
古
代
中
国
で
あ
る
。
漢
方
薬

は
天
然
の
素
材
を
天
日
で
乾
燥
さ
せ
、
伝
統
的
な
方

法
で
調
合
さ
れ
る
。
こ
ん
な
古
い
薬
方
で
、
現
代
の

病
気
が
治
せ
る
の
か
と
思
う
人
も
多
い
。
だ
が
西
洋

医
学
の
薬
が
劇
的
効
果
を
あ
ら
わ
す
反
面
、
強
い
副

作
用
に
よ
っ
て
新
た
な
苦
痛
を
患
者
に
負
わ
せ
る
場

合
も
あ
る
。
こ
の
点
漢
方
は
緩
や
か
な
薬
効
の
た
め
、

慢
性
疾
患
に
適
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

漢
方
薬
の
材
料
は
植
物
、
動
物
、
鉱
物
と
多
岐
に

亘
る
。
動
物
を
逐
っ
て
山
野
を
駆
け
巡
っ
て
い
た
古

代
人
が
、
鹿
や
猿
が
或
る
種
の
植
物
を
食
べ
、
ま
た

石
を
舐
め
る
の
を
見
て
そ
の
薬
効
を
発
見
し
た
も
の

だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
動
物
の
骨
が
薬
に
な
る
と

知
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
動
機
か
ら
か
。
例
え
ば

虎
の
骨
は
、
関
節
炎
や
筋
肉
痛
に
す
ぐ
れ
た
効
果
が

あ
る
と
い
う
。
肉
食
動
物
が
他
の
動
物
を
餌
食
に
す

る
の
は
、
内
臓
や
肉
が
目
的
で
骨
を
バ
リ
/
＼
食
べ

る
な
ん
て
間
い
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
も
虎
の
骨
に

関
節
や
筋
肉
の
痛
み
を
治
す
力
が
あ
る
と
し
た
の
は
、

だ
れ
だ
っ
た
の
か
。
不
思
議
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

現
在
、
百
獣
の
王
と
言
え
ば
、
容
姿
貫
録
か
ら
ラ

イ
オ
ン
を
指
す
。
だ
が
ア
ジ
ア
に
は
生
息
し
て
い
な

い
。
中
国
大
陸
で
は
古
く
か
ら
虎
が
こ
れ
に
当
た
る
。

虎
は
迅
速
な
行
動
、
性
質
の
捧
猛
さ
か
ら
他
の
動
物

は
勿
論
の
こ
と
、
人
間
に
も
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
し

か
も
均
整
の
と
れ
た
姿
と
神
秘
的
な
縞
模
様
か
ら
、

恐
稀
は
時
に
信
仰
の
対
象
に
ま
で
昇
華
し
た
。
だ
か

ら
こ
れ
に
正
面
か
ら
戦
い
を
挑
み
、
見
事
に
退
治
し

た
人
物
は
英
雄
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
毛
皮
は
為
政

者
に
献
上
さ
れ
、
権
威
の
象
徴
と
な
っ
た
。
そ
し
て

肉
は
魔
除
け
の
珍
味
と
な
り
、
骨
は
百
獣
の
王
に
ふ

さ
わ
し
く
、
八
の
病
に
強
い
力
を
発
揮
す
る
と
信
じ

ら
れ
た
。
か
く
し
て
虎
骨
は
大
事
に
保
管
さ
れ
、
薬

効
に
つ
い
て
実
験
と
体
験
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
関
節
と
か
筋
肉
の
よ
う
に
動
き
の
は
げ
し
い

部
位
の
治
療
に
、
効
果
あ
り
と
証
明
さ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る

｢骨
ま
で
愛
さ
れ
た
｣
の

で
あ
る
。

中
国
の
古
典
易
経
を
読
む
と
、
龍
と
か
虎
の
記
述

が
沢
山
出
て
来
る
。
勿
論
龍
は
想
像
の
動
物
だ
が
、

そ
の

｢龍
の
骨
｣
が
マ
ラ
リ
ヤ
の
治
療
に
よ
く
き
く

と
し
て
珍
重
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
漢
方
の
薬
材

に
龍
骨
な
ん
て
な
い
か
ら
、
黄
河
流
域
の
土
俗
信
仰

が
首
都
北
京
に
ま
で
拡
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
得

体
の
知
れ
な
い
骨
片
が
端
緒
と
な
っ
て
、
｢古
代
股

帝
国
｣
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
顛
末
は
、
貝
塚
茂

樹
氏
の
著
書
に
詳
し
い
。
段
嘘
発
見
の
さ
わ
り
の
部

分
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
八
九
九
年
の
北
京
と
言
え
ば
清
朝
末
期
。
列
強

の
植
民
地
政
策
に
さ
ら
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
考
古

学
の
大
家
玉
氏
の
門
下
に
は
、
そ
の
徳
を
慕
っ
て
多

く
の
学
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。
王
氏
に
は
マ
ラ
リ
ヤ

の
持
病
が
あ
り
、
季
節
の
変
り
目
に
は
発
熱
で
苦
し

ん
だ
。
｢龍
の
骨
｣
が
妙
薬
と
す
＼
め
る
人
が
あ
り
、

王
氏
は
学
生
を
薬
屋
に
や
っ
て
買
っ
て
こ
さ
せ
た
。

薬
袋
の
中
に
は
、
如
何
に
も
古
そ
う
な
骨
の
破
片
が

つ
ま
っ
て
い
た
。
或
る
日
門
下
の
学
者
が
骨
片
を
手

に
取
っ
て
み
る
と
、
骨
の
表
面
に
ナ
イ
フ
で
刻
ん
だ

小
さ
い
文
字
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
龍
骨
は
亀
の

腹
の
甲
羅
で
、
刻
ま
れ
た
文
字
は
占
い
に
使
わ
れ
た

甲
骨
文
字
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
龍
の
骨
の
出
所
は

薬
屋
か
ら
薬
屋
へ
と
追
求
さ
れ
、
つ
い
に
江
南
省
安

陽
県
の
畑
の
中
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
わ
か
っ
た
。

こ
の
地
が
、
紀
元
前
一
三
〇
〇
年
の
殿
帝
国
の
宮
殿

跡
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
出
土
し
た
膨
大
な
量
の
甲
骨

文
字
に
よ
っ
て
、
当
時
の
政
治
経
済
の
実
態
が
解
明

さ
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

現
代
使
わ
れ
て
い
る
易
占
い
は
周
易
と
言
い
、
こ

の
時
代
よ
り
も
は
る
か
後
年
の
占
術
書
で
あ
る
。

さ
せ
い

(既
済
)
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